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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　青年と敵兵たちとの戦いは、極めて一方的な形で決着した。

　正確には、それは戦いとすら呼べるものではなかった。一人の青年と対たい峙じした直後、彼を半円状に包囲していた兵士たちの間で凄せい惨さんな仲間割れが始まったのだ。

　二○人ほども残っていた兵士たちは、ほんの三分足らずの間に、剣を互いの血で染めて死に絶えた。

　青年は何もしていなかった。

　──少なくとも傍はた目めからは、何もしていないように見えた。

「プラム、全部片付いた。そっちは大丈夫か？」

　青年が振り返り、彼の後ろにいた人々へ呼びかける。

「はい、殿でん下か。全員ご無事です」

　プラムと呼ばれた、赤い髪かみと瞳ひとみのメイドが、安あん堵どの表情で頷うなずき返す。

　彼女の傍かたわらには片膝をついた女騎士がおり、更にその後ろには、子羊の群れのように村人たちが身を寄せ合っていた。

「殿下……？　まさか、あなた様は……」

　女騎士が青年を見上げ、震える声で尋たずねる。

「ああ、そのまさかだ」

　青年は、精せい悍かんな顔を歪ゆがめてニヤリと笑い、答えた。




「俺は、セレン王国第六王子──〝魔女の子〟シャノ・アトロシアスだ」





　　　＊　＊　＊






　セレン王国は、大陸南部の広い範囲を国土とする、温暖な気候と肥ひ沃よくな土地に恵まれた大国だ。

　三○○年の歴史を紡つむいだ王家も──政治上は──賢けん君くんに恵まれ、今後も終わりなき繁栄が約束されているものと誰もが認識していた。

　しかし、往々にして、歴史は誰もが予想だにしない方向から覆くつがえされる。

　かねてより領土をめぐる確かく執しつのあった隣国・ゾロディア王国が、国土の奪だつ還かんを名目として、セレン王国へ侵攻してきたのだ。

　国力の差により、セレン王国は圧倒的な兵力をもってゾロディア王国を退しりぞけるものと予想された。しかし、現実はそうはならなかった。

　ゾロディア軍の怒ど濤とうのごとき侵しん略りやくに、一気に王都まで攻め込まれたセレン王国は、王族と将兵の大半を喪うしなうという、歴史上稀な大敗を喫きつしたのである──。





　　　＊　＊　＊






　村を襲おそったゾロディア軍の一小隊を撃退した日の夜。ささやかな宴うたげが催もよおされた。

　もちろん、敵の始末に一役買ったシャノが主しゆ賓ひんである。




「……つまり、エレイン。お前も俺やプラムと同じように、命からがら王都を抜け出してきたってわけか」

　宴の席。ソファに腰を下ろしたシャノは、女騎士──エレインと名乗った──の報告を聞いていた。

　王都が陥おちたのは、ほんの二日前のことだ。

　シャノたちと同じように脱出した者が、近くの村へ落ち延びているかもしれない……とは思っていたが、それにしてもタイミングが良かった。

　ひざまずいたまま、エレインが顔を上げる。混じりっ気のない金色の髪がランプの光を跳ね返し、儚はかなげな輝きを帯びた。

「……はい。王宮騎士の務つとめを果たすこと敵かなわず、申し訳ございません……」

　エレインの声は震え、蒼あおい瞳ひとみは憂うれいに揺れていた。

「謝るな。お前が来てなきゃ、俺とプラムが着いた時にはこの村も焼かれてたかもしれねえんだ。まずは生き延びた自分を誇ほこれ」

「殿下のご厚こう情じよう、大変痛み入ります……ですが、誇りになど……」

「いいから、辛しん気き臭くさい顔をするな。女は誰でも笑顔が一番よく似合うんだ。なあ？」

　言って、シャノは右腕に力を込めた。

　右隣から、きゃっ、と短い悲鳴があがり、シャノの右半身にぬくもりが密着する。

「……あの、殿下。ひとつお伺いしてもよろしいでしょうか？」

　相変わらず震えた声で、エレインが尋ねる。

「どうした」

　エレインの声に、憂いとは異なる強い感情が含まれているのを感じながらも、シャノはあえて聞き返した。

　女騎士は引きつった笑みを浮かべて、言った。




「何ゆえ、このような淫いん蕩とうな宴を開かれたのか、私に教えていただけますか？」




　エレインの視線は、シャノの両腕に抱かれた女たちへ注がれていた。

　女たちはシャノの両脇に二人と、他にもソファを取り囲むように数人。総じて若く、露出の多い格かつ好こうをしていた。

　シャノの右隣にいる線の細い少女は、真っ白な肢し体たいを飾り気のない下着に包んだだけの姿だし、左隣の女は、大胆に胸元の開いたネグリジェを纏まとっている。

「何ゆえ、と訊きかれてもな。村の連中がどうしても俺に礼をしたいと言うから」

「ほとんど下着姿の女性をはべらせることが、お礼ですか？」

「俺は『女だけ来い。各おの々おのセクシーな格好をしてくるように』と言っただけだ。下着で来いとまでは言ってない」

　残念なのは、侍女メイドのプラムがこの場にいないことだ。

『昼間の件の事後処理について、村長さんたちと相談してきます。殿下はおもてなしを受けてきてください』……などと言っていたが、やはり誘うべきだった。

　まるでプラムを除のけ者にしているようで、少々後ろめたい。

「ですから、そもそも服装を指定する理由が……殿下？」

「聞こえてるよ。眼がん福ぷくだからに決まってるだろ。それに、礼をすると言っている相手に遠慮するのはかえって失礼ってもんだ。そう思うよな？」

　左隣の女に同意を求める。女は恥じらうように頰ほおを染めて、控えめに頷いた。

　その反応で、女たちがシャノを嫌々接待しているわけではないとわかったらしく、エレインはわずかに態度を軟なん化かさせた。

「……殿下。窮きゆう地ちを救っていただいたこと、改めて感謝いたします。私一人では、村人たちを守りながら敵を撃退するのは困難でした」

「礼をしてくれるなら、是非お前も色気のある服装に着替えてだな」

「ゾロディアの兵士たちが突然同士討ちを始めたのは、なぜです？　殿下が魔女の血を引いていることは存じておりましたが……あれが〝魔法〟なのですか？」

　シャノの言葉を無視して、エレインは直球の問いをぶつけてきた。

「さてな。想像に任せる」

　肩をすくめて、曖あい昧まいな答えを返した。

　エレインの推測は当たっている。だが、周りに村娘しかいないとはいえ、身内以外に手の内を晒さらすつもりはない。

　エレインもシャノの意図を察したらしく、同じ問いはしてこない。

　代わりに強い意志をもって発せられたのは、希き求きゆうの言葉。

「殿下。既すでにご存知かもしれませんが、他の王族の方々は戦死、あるいは捕らえられて処刑されたとの噂うわさです」

「ああ。俺も脱出する時に、親父……国王の死には立ち会った」

「……私のように、逃げ延びた兵たちもいるはずです。どうか、殿下が新たな指導者となって、セレン王国を救っていただけませんか？」

「俺が指導者に？　そいつは無理だ」

　シャノはにべもなく即答した。

「何度も言ったろ。俺は〝魔女の子〟だぞ。正統な王族じゃない」

　シャノの答えに、村娘たちがきょとんとして顔を見合わせた。

　王宮騎士であるエレインが『殿下』と呼ぶから信じているだけで、おそらく彼女らもシャノの存在は知らなかったに違いない。

　エレインにしても、どこまで知っているのかわからない。勘かん違ちがいがあっては困るし、今のうちにハッキリ説明しておこう。

「二○年前、国王が魔女をさらってきて、その翌年に子を産ませた。魔女は子を産んだ直後に、魔法で城を爆破して脱走。生まれた子も血統ゆえに忌いみ嫌われて、城の中で軟なん禁きんされて育った……とまあ、そういう身の上だ」

　この世には、悪魔と契約を交わすことで不老の肉体と超常的な魔法を得た〝魔女〟が存在する。

　魔女が子を成した場合、魔女の持つ魔法がひとつだけ子に受け継がれる。故に、異能の力を持つシャノもまた、一般人からは忌き避ひされる存在であった。

　シャノは五人の兄と一人の妹を持つため、便宜上第六王子と名乗ってはいるものの、公おおやけの場に顔を出すことは許されていない。

「私は王宮騎士ゆえ、殿下のお噂は伝え聞いておりましたが……しかし、殿下が王家の血を引く最後の生き残りかもしれないのです。まして、事は国家の存亡にかかわります。この危機に立ち向かえるのは、殿下をおいて他にありません！」

「俺は生まれてから一九年、化け物扱いされてきたんだぞ？　国民の多くは俺の存在すら知らないんだ。セレン王国をまとめられる立場じゃねえよ」

「ですが──」

　なおも食い下がるエレインに、シャノは掌てのひらを向けて制した。

「こっちの話も聞け。俺はな、新しい国を作ろうと思ってる」

「……新しい国？　それはつまり、セレン王国を追われた人々をまとめあげて、殿下指導のもと、王国を新生させるということですか!?」

「いや、そういうのじゃない」

　目を輝かせるエレインに、シャノは全否定で応じた。

「新しい国というのは、俺と俺の女たちが安定して幸福に暮らすことのできる、言わば地上の楽園のことだ。究極的には、自分が死ぬまで存続するハーレムを構築することが俺の望みというわけだ」

「………………」

　黙って聞いていたエレインの目が細められ、ぴくぴくと小刻みに痙けい攣れんし始めた。

「お前はなかなか綺麗だし、実直な性格も好みだ。どうだ、俺の女にならないか？」

「……殿下のお気持ちは、よくわかりました」

　怒気に張りつめた声で答えて、エレインは立ち上がった。

「ですが、私は王宮に仕える騎士。セレン王国存続のため、シャノ殿下には何としても旗を揚げてもらわねばなりません。そのためには……」

「どうする気だ？　首輪でもつけて引っ張っていくのか？」

　冗談めかしてシャノは笑い飛ばした、が──。




　顔のすぐ横の空間を何かが貫つらぬき、シャノたちを乗せたままのソファが跳ねた。




　エレインの体が、一瞬のうちにシャノの眼前まで迫っている。

　その拳はソファに突き刺さり、大穴を穿うがっていた。

　村娘たちが短い悲鳴をあげてソファから離れる。

「私は剣士ですが、格闘術の心得もあります。素直に応じていただけないのであれば、無理矢理にでもお連れするしかありません」

「俺が脅おどしに屈するような人間に見えるか？」

「……では、決闘で決めるのはいかがですか？　殿下が私に勝てたなら、その時はあなたのものにでも何にでもなりましょう」

「やってもいいが、お前に勝ち目はねえぞ。やめておいた方が身のため──」

　言い終える前に、エレインの蹴けりがソファを粉ふん砕さいした。

　轟ごう音おんを立ててソファの残ざん骸がいが飛び散り、村娘たちはとうとう恐きよう慌こうをきたして部屋から逃げ出した。

「おい待て、決闘って今すぐにか!?　女たちが逃げちまうだろうが！」

「今は危き急きゆう存そん亡ぼうの時だと申し上げたはずです。事が一刻を争う以上、私はどんな手段を用いてでも、殿下をお連れしなくてはならないのです！」

「別に急がなくたって、俺は逃げも隠れも……って、おわっ、話、聞けって！」

　続けざまに繰り出されるエレインの突きや蹴りを、紙一重のところでかわし続ける。

　この女騎士は本気だ。止めるためには──魔法を使わざるを得ない。

「いいから、少し……落ち着け！」

　エレインを睨にらみ、シャノは強く念じる。




　──お前は、この村に来てからのことをすべて忘れる!!




「……っ!?」

　念じた瞬間、エレインはビクリと身をこわばらせた。

　呆然と立ち尽くし、目を丸くして、部屋の中をきょろきょろと見回す。

「こ、ここはどこだ？　私は……確か、城を出てから街道を下って……」

「……ったく。こうでもしないと話もできないのかよ」

「あなたは……？　すまない、よく思い出せないんだ。ここは？　この部屋の惨さん状じようは、いったいどうしたことなのだ？」

　戸と惑まどうエレインに、『お前がやったんだろう』と言ってやりたくなるが、そんなことを言っても信じないだろう。今のエレインは、その事実を覚えていないのだから。

　シャノは答える代わりにもう一度念じて、魔法を解といた。

　記憶を取り戻したエレインが、再び困こん惑わくの表情を浮かべる。

「……えっ？　なっ!?　い、今のは……!?」

「エレイン。負けたら俺のものになると言ったな。それを前提に、特別に教えてやる。今のが、俺の魔法──オーバーライトだ」

「魔法？　……今のが、ですか？」

「そうだ。俺の魔法は、他人の記憶を改かい竄ざんする。今日の昼間、敵兵どもを同士討ちさせたのも、奴らが仲間を憎むように──たとえば家族の仇かたきだとか、ありもしない記憶を植え付けて──次々と殺し合うように仕向けたわけだ」

「…………」

　エレインはシャノの説明に絶句し、信じられないという目で見返してきた。シャノが実際に魔法を使っていなければ、本当に信じなかったかもしれない。

　しかし、やがてその目がスッと細められ、再び強い意志に満たされた。

「であれば、尚なお更さら……私はあなたをお連れしなくてはなりません。その力をもって、セレン王国を救っていただくために！」

「まだわかってないのか？　言ったはずだ。お前に勝ち目はないんだよ」

　そう言いながら、シャノはこの状況を楽しんでいる自分に気づいた。

　正確には、眼前の女騎士の実直さが気に入ったと言うべきか。相手が誰であろうとも自分の信念を曲げない強さに、好感を持ち始めていたのだ。

「魔法を使う暇など、与えなければ！」

　言うが早いか、エレインは床を蹴って再びシャノに迫る。

　シャノは冷静に、魔法を発動させた──瞬間。




「──ひゃあんっ!?」

　エレインは自分のなだらかな胸を抱き、ビクリと背を反らせて急停止した。




　目を丸くして、エレインはぺたんとその場にへたりこむ。

「……なっ。な、なな、なっ……！　い、今、何かが、私の胸をっ……」

「何も触っちゃいない。──ただ、胸を触られたという記憶があるだけだ」

　混乱するエレインを諭さとすように、殊こと更さらにはっきりとシャノは告げた。

「感覚の記憶……たとえば『熱湯を浴びた』『指を切った』なんて記憶を植えつければ、熱さや痛みを瞬間的に感じる。もっとも実際に怪我をさせるわけじゃないから、そういう小細工は一瞬の足止めにしかならないが……快楽は、話が別だ」

　なぜかと言えば、快楽は、興奮や好感といった精神的要素と相互に作用するためだ。妄想だけで快感を得られる人間がいるように。

　優位を示すようにシャノが顔を覗のぞき込むと、エレインは身をすくませた。

「さて。勝負は俺の勝ちでいいな、エレイン？」

「……まだ……終わっていません！」

　それでも負けじと、足払いを繰り出すエレイン。

　その根気は素晴らしい。賞しよう賛さんしながら、シャノは再び魔法で記憶を植えつける。

　──お前のそこを、ぬるりと粘液を帯びたモノが撫なで回す！

「ぴっ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげて、エレインが瞬時に脚を閉じた。

　潤うるんだ瞳に怒りの色を宿して、キッとこちらを睨みつける。

「そ……そんなところまで、触るなんて……し、しかも、ぬるって感触が……っ」

「触ってないと言ってるだろう。ただ、触られたように感じるだけだ」

「同じことではありませんか!!」

「ぜんぜん違う。何しろ、魔法こつちの方がバリエーションは豊富だからな」

「……バリエーション？　って、えっ……まさか……？」

　紅潮していたエレインの顔から、急激に血の気が引いていく。

「そのまさかだ。さて、もう一度訊くが──負けたら俺のものになると言ったな？」

　シャノは愉ゆ悦えつを露あらわに笑った。

「揉もまれ撫でられ、摘つままれ舐ねぶられ、吸われ擦こすられ突かれる感覚を、今この場で味わわせてやる。指一本触れずになあ!!」

「な……っ、ひぁっ！　んんぅ……っ！」

　魔法の発動と同時、エレインはとっさに口を手で覆おおって、声を押しとどめた。

　構わず、シャノは連続で魔法を発動させていく。

　その度、面白いようにエレインの体がビクビクと跳ねた。

「んん……っ！　ふーっ、うううっ……！」

　エレインは固く目を瞑り、脚をぎゅっと閉じ、指を嚙かんで声をこらえる。

　しかし、やがてひとつの限界が訪れた。

　服の下で不可視の何かが這い回るような感覚に耐えきれなくなったのか、既に冷静さを失った様子で、自らの服を脱ぎ始めたのだ。

「むずむず、してっ……こんな、の、耐えられ、ない……っ！」

　体を転がしながら衣服を乱暴に脱ぎ捨てると、ほのかに火ほ照てった柔やわ肌はだが露になり、身につけるものは純白の下着のみとなった。

　エレインの体は全体的に引き締まっており、胸の起伏もなだらかであった。非常にしなやかな印象で、筋肉質な硬さとは無縁であるように見える。

　下半身も同様にスラリと伸びた脚が眩しく、特に尻は、程よく締まりつつも柔らかさを失わない理想的な丸みを帯びていた。












「はぁ……っ、はぁっ……！　ぁ……息、少し、楽……に……」

　シャノが見惚れている間、魔法が止んだためだろう。荒い呼吸を整えながら、エレインはころりと仰向けに寝転がった。

　美しい女が、快感に昂たかぶった体を無防備に投げ出している。自分で調ととのえたとはいえ、この上なく心が躍るシチュエーションだ。

「……ふ。ふふっ。さあ、見せてみろ、お前の限界を……！」

　欲望に駆られるまま、行動を起こそうとした瞬間──コンコン、とノックが響いた。




「でーんーかっ♪　ちょっとよろしいですか？」




　わざとらしいほどに弾む声が、後方からシャノを呼び止める。

　ゆっくりと振り向けば、赤い髪のメイドが、満面の笑みを浮かべて部屋の入り口に立っていた。

「プラムか。どうした？」

「はい。先ほど薄着の女の人たちが飛び出してきたので、様子を見に来たんです。わたしが事後処理について相談している間、随分お楽しみだったみたいですね？」

「おう、ご苦労。お前も腹減ってるだろ。多少散らかってるが、何か食うか？」

「せっかくのお誘いですが、この惨状の後始末をしなくてはなりませんので。──さあ、起きてください」

　プラムは鉄壁の笑顔で誘いを拒こばむと、エレインを優しく揺さぶった。

「う……うっ？　わ、たしは……うぅ……」

「しっかりしてください。ほら、これで隠して……ひとまず廊ろう下かへ出ましょう」

　どこから持ってきたのか、プラムは倒れたままのエレインに毛布をかけてやる。

　エレインは無む造ぞう作さに毛布をひっかけて、立ち上がろうとした。

　が、脚に力が入らないらしく、すぐに膝から崩れ落ちた。

「……腰、抜けて……立てない……っ」

　泣きそうな声だ。

「大丈夫ですよ。わたしが肩を貸してあげますから」

　プラムはエレインを支えて廊下へ運ぶと、すぐに部屋へ戻ってきた。

　手にしていた箒で、部屋に散らばった木片や綿を一カ所に集めていく。

　その間、シャノとは目を合わせようともしない。

「おーい、プラム。怒るなって」

「怒ってません。ええ、殿下がわたしを追い払って他の女の人とイチャついていようが、騎士さんを性的にイジメていようが、わたしは怒ったりしませんとも」

「追い払ったわけじゃないっての。それに、エレインとのあれは勝負というか、当人の希望でだな……」

　シャノはエレインとの戦いになった経緯を、事細かに説明した。

「……事情はわかりましたけど、そういうやり方でエレインさんを圧倒したのは、単に殿下のご趣味ですよね？」

「ああ」

「……そんな魔法の使い方、わたしもしてもらったことないのに……」

　唇くちびるを尖とがらせて、プラムが小声で呟つぶやく。

「ん？　やって欲しいのか？　だが俺としては、触さわれる相手には直接触りたいんだよ。感触があった方が当然嬉しいしな──こんな風に」

　言いながらシャノは後ろからプラムに抱きつき、メイド服の胸元を押し上げて主張する豊かな膨ふくらみを、すくい上げるように両手で揉み込んだ。

　むにゅううっ、と瑞みず々みずしい弾力が掌を押し返してくる。

「ひゃあんっ!?」












　悲鳴とともに、ゴッ、と鈍にぶい衝撃がシャノの額にぶち当たった。

「殴ることねえだろ」

「な、なんでムードってものを考えられないんですか！　殿下のバカ！」

「わかった、じゃあ誠心誠意頼む。乳を揉ませてくれ」

「ちっともわかってません！　殿下の脳は下半身にあるんですか!?」

　ものすごい言われようだ。

　仕方なく黙っていると、プラムは仕切り直すように咳せき払ばらいを挟んで、

「……話を戻しますけど。殿下は、今後どうなさるおつもりなんですか？」

「言わなかったか？　俺の国を作る。それも、俺のための楽園ハーレムをだ」

「それはもう聞きました……」

　プラムの声は露ろ骨こつにげんなりしていた。

「そうじゃなくて、当面の話です。わたしたち、王都から逃げてここまで来ましたけど……明日からどうしましょう？」

　プラムの問いに、シャノは少し考えてから意見を述べた。

「……ゾロディアの奴らを、セレン王国から叩き出す。それが当面の目的だが、そのためには、こっちも軍隊を揃える必要があるだろう」

「殿下？　それって……」

「いや、セレン王国の王位を継ぐ気はない。今は受け入れられたとしても、戦が終われば、簒さん奪だつだの何だのと難なん癖くせつけられるのは目に見えてる。俺としても、機に乗じて国を乗っ取るなんて小者くさい真ま似ねは趣味じゃねえからな」

　だからこそ、わざわざ新しい国を作ろうと決めたのだ。

　しかし──。

「……王都には、いい女が大勢いた。俺が直接話したのは、せいぜい城にいたメイドたちくらいだったが……」

　城が襲われた時のことを思い出す。

　逃げ道を探して廊下を駆け回っていた間だけでも、おびただしい死体を目の当たりにした。兵士はもちろん、非戦闘員も含めて。

「ゾロディアの奴らは、女たちを無む惨ざんに殺した。そしてこれからも殺すだろう。そんな連中を野放しにはできねえ」

「殿下……」

　少し何かを考えてから、プラムは躊躇ためらいがちに切り出した。

「実は、先ほど村長さんから伺ったのですが……昨日、つまり王都陥かん落らくの翌日ですが、王都からの敗残兵が西に向かうのを見た人がいるそうです」

「西へ？　目的地はわかるか？」

「いえ、目撃しただけとのことで……でも、かなりの人数だったそうですよ」

　シャノは頭の中で地図を広げた。

　セレン王国は、大陸の南端に位置する。国土の南側一帯が海に面しており、北側は大陸を一直線に横切るゾッド山脈によって自然の国境線が引かれている。

　山脈の両端は海岸線の近くまで続いており、山を越えて進軍してくるのは容よう易いではない。ゆえに、もしも他国が侵略してくるとすれば山脈の切れ目、つまり渓けい谷こくを通って攻め込んでくるものと考えられた。

　馬車が通行可能な渓谷は二カ所あり、王都から見て北東の渓谷はゾロディア王国に、北西の渓谷は同盟国のガースロム公国にそれぞれ通じている。

（西に向かうってことは、ガースロムに救援を求める気か？　同盟国とはいえ、果たしてこの状況下でセレン王国を助けてくれるか……）

　もしも本当に王族が全滅している場合、ガースロム公国と交渉できる立場の者はいないはずだ。だとすれば、もしかして王族の生き残りがいる……？

　結論付けるのはまだ早いが、追いかけてみるのもいいだろう。

「わかった。じゃあ、俺たちも西へ向かってみるか」

「いいんですか？　詳しいことは何もわかりませんけど……」

「どうせ行くあてもないんだ。最悪、無駄足になったって構わねえよ」

　だとすれば、敗残兵たちの後を追ううえで、エレインを同行させた方がいいだろう。少なくとも敗残兵と合流できるまで、互いの目的は一致するのだから。

　そう思っていると、ちょうど廊下からエレインが戻ってきた。

　毛布を羽織ったままの姿で、顔を伏せており、表情は窺うかがえない。

「エレイン。ちょうど良かった。明日からのことだけどな」

　提案のため、シャノは無造作にエレインへ歩み寄り──。




「くたばれ、変態ッ!!」

　エレインの絶叫とともに、視界が勢いよく半回転した。




　転倒の衝撃。一瞬遅れて、顔面と腰に痛みが走る。

　殴り飛ばされたらしい。

　そう気づいた時にはもう、エレインが廊下を駆けていく音が聞こえた。

「……さっきから殴られてばっかだな……」

「あっ。エレインさん、毛布と下着だけで出て行っちゃった……エレインさんの服、今からわたしが届けに行きますね」

「おい、少しは俺の心配を」

「宿の場所はわかりますよね？　殿下の部屋は二階の一番奥ですから、間違えないでくださいね。それじゃ、おやすみなさい」

　有無を言わせぬ口調で言い切ると、プラムも集会所を出て行った。

　自じ業ごう自じ得とく。

　そんな言葉がシャノの脳のう裏りに浮かんで、すぐに消えた。




　翌朝。

　歩きづめの疲れが出て爆ばく睡すいしていたシャノは、けたたましい警けい鐘しように目を覚ました。

「……何だ？」

　ベッドから這い出し、着替えて外に出る。

　まだ冷たい空気の中、まるで昨日の繰り返しのように、一個小隊規模の騎兵隊が、村の広場に押し寄せていた。

　隊の先頭に立った隊長らしき男が、威圧感に満ちた低い声で告げる。

「昨日、この近くで我が軍の小隊が消息を絶った。我々は付近を捜索していたのだが……この惨状は……まさか、このような農村にしてやられたというのか？」

　馬を降り、広場に飛び散った血けつ痕こんを見回して、男は訝いぶかしげに言った。

　昨日は遺体を埋めるのに手いっぱいで、広場の清掃まで手が回らなかったようだ。しかし、まさか翌朝にもう別の部隊が来るとは。予想より遙はるかに早い。

　と、悠ゆう長ちように構えている暇はない。

「違うな。俺がやったんだよ」

　シャノが一歩進み出て宣言すると、ゾロディア兵たちの視線がシャノに集中した。

「貴様……身なりからして村人ではなさそうだな。何者だ？」

「お前が知る必要のない男だ。さて、これは提案だが、何も見なかったことにして帰るつもりはねえか？　そうすりゃお前らの命は助かるぞ」

「挑発のつもりか？」

「事実だ」

　冷然と告げるシャノに、男はつまらなそうに鼻を鳴らした。

「今ここにいるってことは、王都から逃げてきた貴族か？　大した強がりだが、母国を滅ぼされたのがそんなに悔くやしいか？　フッ……ククッ……」

　挑発を返すように、男は声をあげて笑った。




「愉たのしかったぞ──逃げ惑う女やガキどもを、次々と切り刻むのは」




　その言葉を聞いた瞬間、シャノの頭の中で何かが切れた。

「……気が変わった。お前らは、死ね」

「死ねだと？　馬鹿め。貴様一人で、いったい何ができる──」




　ぶしゅっ、と男の背後で血ち飛沫しぶきが高く舞い上がった。




「……え？」

　異音に気づいた男が振り向く。

　その視線の先で、一人の兵士が、別の兵士の首筋を撫で斬りにしていた。

「おい……何だ？　お前、何をやってる!?」

「こいつは」

　斬りつけた兵士が、斬られて倒れ伏した方の兵士を足蹴にして呟いた。

「母さんを……俺の母さんを殺したんだ。ずっと、復ふく讐しゆうしてやろうと考えてた……」

「何を言ってる！　本当かどうか知らんが、今そんなことをやってる場合か!?」

「今？　……なっ！　お、俺は今、何を……!?」

〝復讐〟を遂げた兵士は我に返り、剣を取り落とした。

　魔法を解いたのだ。

　シャノは兵士たちの中から次の標的を選ぶ。誰でも構わないが、シャノから一番離れた位置にいる奴に目をつけた。

　そして魔法を使う。

　念じるのは一瞬でいい。




　お前の一番近くに立っている兵士は、お前の最愛の妻と娘を弄もてあそんで、殺した。

　お前は復讐者だ。ずっと復讐の機会を窺って、そのためだけに生きてきた男だ。

　今、相手は混乱し、お前に隙すきを晒している。それ以外のことは忘れろ。わかるな？　本ほん懐かいを遂げるのは今だ!!




　強く念じた瞬間、標的となった兵士の顔つきが変わった。

　そして、一番近くにいた兵士の背に、躊ちゆう躇ちよなく長剣を突き立てた。

「ぐああっ!?」

　再びあがった味方の悲鳴に、兵士たちの視線がそちらへと移る。

「ルース!?　お前、なんで……味方を刺してどうすんだよ!?」

「こいつは俺の妻と娘を殺した！　仇を討つために、俺は生きてきた……」

「お前はずっと独身だったろうが！　何を言ってんだ!?」

　混乱が続いている間に、別の兵士に同様の手順で魔法をかける。

　今度は襲いかかった方の兵士が返り討ちに遭い、相手に重傷を負わせながらも自身は喉のどを突かれて果てた。

「何だ!?　いったい何が起こっている!?」

　次は誰が誰に襲われるのか──。

　完全に恐慌をきたした兵士たちは、ついにはシャノの魔法と無関係に同士討ちを始めた。昨日の戦いをなぞるように、全く同じ流れだ。

「お、落ち着け！　くそっ……貴様の仕し業わざか!?」

　隊長格の男が、シャノめがけて突っ込んでくる。

　と──横合いから飛来した白銀のナイフが、すとっ、と吸い込まれるように男の脚に突き刺さった。

「がっ……ぎゃあああっ!?」

　脚を抱えるようにして、男は倒れた。

　ナイフを左右の手に構えたまま、プラムがこちらへ駆け寄ってくる。

「殿下、ご無事ですか？」

「まあな。ナイフはあと何本持ってる？」

「六本です。ただ……もう使う必要はなさそうですね」

　言って、プラムは残る兵士たちの方へ顎あごをしゃくった。

　恐慌をきたした兵士たちは、見境なしに周囲の人間を襲い始めた。その剣が村人へ向けられた時──村人たちの列の間から、エレインが飛び出した。

「でやああああっ!!」

　突撃と同時、エレインは自身の身の丈を上回る大剣を軽々と振り回し、間合いに入っていた敵兵たちをまとめて吹き飛ばした。

　さすがは、ソファを一撃で粉砕するほどの怪力の持ち主だ。

　既に数を減らしていたゾロディア軍の小隊は、嵐のごときエレインの猛もう攻こうに薙なぎ倒され、瞬またたく間に全滅した。




　敵の全滅を確認すると、シャノは村長に命じて、ただちに埋まい葬そうと広場の片付けを行わせた。次に同じことがあれば、シラを切り通してもらうしかないからだ。

　話を済ませて、辺りを見回す──と、エレインがなぜか少し離れた場所から、気まずそうにこちらを見ていた。

「礼を言うぜ、エレイン。お前のおかげで、効率的に敵が片付いた」

　呼びかけながら近づくと、エレインは一瞬ひるんで、深々と頭を下げた。

「き、昨日は申し訳ございませんでした、殿下！」

「……ん？　何のことだ？」

「い、いえ、あの……殿下を変態呼ばわりして、殴ってしまって……」

「ああ、なんだ。そんなこと気にすんな。だいいちお前、勝負の時には散々俺のことを殴ろうとしてただろ」

「あれはいいのです。決闘ですから」

　エレインはこの上なくキッパリと言った。

　何か自分の中で明確な違いがあるのだろう。どちらにせよ構わないが。

「そういえば、あの勝負で俺が勝ったら俺のものになるって約束だったが……」

「──わたしが中断させたので、勝負は無効ですよね？」

　プラムが朗ほがらかな、しかしなぜか凄すごみを感じさせる声で割り込んできた。

　シャノは非難の目でプラムを見たが、涼すずしげな笑顔で受け流されるだけだった。

「君は……確か、昨日会った……？」

「自己紹介がまだでしたね。殿下のメイドで、プラム・エースウィートと申します」

「王宮騎士のエレイン・アークブレイドだ。昨日は、服を届けに来てくれて……その、助かった。それに先ほどの投げナイフ、見事だった」

「わたしはこれでも殿下のお付きですから、訓練は受けているんです。不意打ち専門ですけどね」

　やや物騒な会話とともに、二人が軽く会え釈しやくを交わす。

　シャノは気を取り直して、本題に移った。

「今日、俺たちはこの村を発たつつもりなんだが……」

　昨晩プラムから聞いた話に触れて、今後の予定を説明する。

　予想通り、エレインは目を輝かせて身を乗り出した。

「是非、私も同行させてください！　お願いします、殿下！」

「ああ……まあ、構わねえよ。どっちにしても当面の目的地は一緒だからな」

　歯切れの悪い返事になったのは、エレインの態度に、どうにもやりづらいものを感じたせいだった。

「もちろんです、殿下。それに、プラム……君も、よろしく頼む」

「はい、エレインさん」

「……なあ、エレイン」

　プラムとは気軽な感じで言葉を交わしているのを見ると、余計にそう思えたので、直接言うことにする。

「お前、歳いくつだ」

「歳、ですか？　今年で二○ですが……」

「なら、俺より上だな。俺のことはシャノでいいぞ。むしろそう呼べ。敬語も使うな。対等の相手と喋しやべるように喋れ」

「えっ……!?　お、お待ちください。王子たるお方に対して、そのような……」

「俺は正統な王族じゃないって言ってるだろ。プラムとは長年の付き合いだからともかく、他の奴に殿下なんて呼ばれることもないしな。正直、むずがゆいんだよ」

「そ、そう言われましても……」

　エレインは葛かつ藤とうしているのか、うつむいてぶつぶつ言い始めた。

　ふむ、とシャノはその様子を観察しながら回り込み──隙だらけの尻を、さわさわと無遠慮に撫で回した。

「ひっ!?　な──何をする痴しれ者ッ!!」

「おっと！」

　奇声をあげて繰り出されたエレインの拳こぶしを、シャノはかろうじて避けた。

「それでいい。変に取とりつくろうより、素のお前の方が可愛げがある」

「そんな理由で、断りもなく人の体を！　……いえ、わかりました……わかった。王子だと思わずに、相応の態度でいればいいのだろう……」

　エレインがシャノを見る目が、明らかに軽けい蔑べつのそれへと変わった。

「ああ。変に距離を置かれるよりは、こっちの方が気楽でいいぜ」

「別の意味で、心が離れた気がしますけど」

　プラムが鋭く切り込んできたが、シャノは聞こえなかったことにした。




　村を出たシャノたちは、街道を西へ進んだ。

　ゾロディアの騎兵が乗ってきた軍馬を譲ゆずり受けたため、これから先の旅路は、今までよりも随分楽になるだろう。

　ただしシャノには乗馬の経験がなかったため、乗り方の勉強を兼ねて、エレインの後ろに同乗という形だ。いずれは一人でも乗れるようにならねばなるまい。

「……あの村、これから大丈夫なんでしょうか……」

　既に山に隠れて見えなくなった村を振り返り、プラムが呟いた。

「多分、またゾロディアの連中はやってくるだろうな。何しろ王都のすぐ近くだ。その時には、大人しく村を占領されるしかないだろう」

「……結局、根本的な解決には至らなかったということか……」

　エレインが沈んだ声を漏もらす。

「王都を占領しているゾロディア軍を追い出さない限り、解決は不可能だ。村長には極力抵抗しないように言ってある。無血で村を占領されただけなら、後でセレン王国軍が奪い返せばいい」

　口ではそう答えたが、シャノにも不安は拭ぬぐい切れなかった。

「カーラやマルヴィナたちと、生きて再会したいもんだな……」

「……？　誰のことだ？」

「誰って……昨日の宴の席にいた女だよ。俺の左にいたのがカーラ、右がマルヴィナ。それからノーマ、セナ、ダリア、ヒルダ、ローレル」

　一人一人の顔を思い出しながら、指折り数えていく。

　ふと視線を感じて顔を向けると、エレインが意外そうな表情でこちらを見ていた。

「何だよ？」

「いや……少し驚いた。女たちのこと、一夜限りの遊び相手くらいにしか見ていないのかと思っていた」

「忘れるわけねえだろ。カーラのスラリと伸びた脚といい、マルヴィナの艶なまめかしい腰つきといい、セナの瑞々しい唇と──」

「もういい」

「そうか？　──まあとにかく、俺はハーレムを作るって言っただろ？　将来俺の国へ招くためにも、女のことを覚えるのは当然だ」

　エレインの言葉を心外に思いながら、シャノは続ける。

「それに、知らない女のために頑張るのは限度がある。だが、たとえ一晩でも楽しい時間を共に過ごした女のためなら、命いのち懸がけにだってなれる……だから、ああいう機会が大切なんだよ」

「……なんだか、女遊びを正当化しているように聞こえるが」

「遊びじゃない、俺は本気だ！　一○人だろうが一○○人だろうが、俺が責任持って幸せにしてやるつもりだ」

「だから尚更タチが悪いといいますか……」

　プラムが苦々しげに締めくくった。

　エレインは少しの間、まじまじとシャノの顔を見つめていたが、やがて何かを決心したように真剣な顔つきになって言った。

「……なあ、シャノ。昨日の晩、私はシャノの魔法について尋ねたな」

「ああ、聞かれたな」

「理由がある。王都が陥ちた日、妙なことが起こったんだ。村で敵兵が同士討ちを始めたのを見て、私はそれを思い出していた」

　妙なこと……？　同士討ちを見て？　気にかかる言い方だ。

　しかし、王都が陥ちた日といえば、シャノにとっても気がかりなことがある。

「俺もあの日、気になる奴と会ったんだ。……そうだな。時間はあるし、今のうちに情報共有をしておくか。まずは俺とプラムのことから話す」

　説明の順序を立てるため、シャノは自らの記憶を掘り起こした。

　そして、語り始める。王都が炎に包まれた日のことを。













　シャノは、セレン王国国王グライガ・アトロシアスの第六子として生を受けた。

　生まれてから数年間は、城の中だけで過ごした。

　シャノが八歳の時、オーバーライトの魔法を持つことが判明すると、城の中を自由に歩くことも禁じられ、自室に閉じ込められた。

　身の回りには常に誰かがついて世話をしてくれたが、シャノが手を伸ばすと、誰もが怯おびえた目をして離れていった。

　愛という言葉を知るよりもずっと先に、シャノは自分が誰からも愛されていないことを知っていた。

　父である国王グライガは、時折シャノのもとに顔を出しては、シャノの心を見み透すかしたようにこう言った。

「寂さびしいか、シャノよ。だがいくら泣いても、お前に手を伸ばす者はないぞ」

　シャノは父に訊きいた。なぜ、自分は誰からも愛してもらえないのかと。

　父はシャノの問いを一笑に付した。

「欲しいものがあるなら、力で奪い取れ」

　答えた父の顔には、獰どう猛もうな笑みが浮かんでいた。

「子供は周囲に愛情をねだり、受け取る。それが許されるのは、子供が無力な存在だからだ。お前には力がある。だから、お前にはねだることは許されん」

　──そうか。

　父の言葉に、シャノは心から納得した。

　今まで自分が何も持たなかったのは、何かを得ようとしていなかったから。

　欲しければ奪え。奪わなければ、手に入らない。

　理解とともに頷うなずくと、父は満足げに声をたてて笑った。




　月日の流れとともに、シャノの世界は広がっていった。

　正確には、広げたと言うべきだろう。

　オーバーライト──記き憶おく改かい竄ざんの魔法を駆使して衛兵の記憶を書き換え、警備の網をくぐって城を抜け出すようになった。

　城下町を自由に駆け回り、外から城を見上げた時、初めて自分が何かに勝てたような気がした。

　当然、シャノの脱走は毎回露ろ見けんしたし、そのたび問題になった。

　王家の大半の者は、忌いみ子であるシャノの存在を隠したがっていたので、自由に行動されては困るというわけだ。

　しかし、父は決まってシャノを擁よう護ごし、処罰を禁じた。

　警備を強化することは禁止されなかったので、シャノは脱走するたび強化される警備体制に、頭をひねって新たな脱走手段を考えざるを得なくなっていた。

　そうして、図らずも魔法の活用方法と身のこなしに磨みがきがかかり、日々に充足感を覚え始めた頃──。




「殿でん下か。新しく入荷した本、持って参りました」

　自室のドアが開いて、慣れ親しんだ少女の声が響ひびく。

　シャノは手元の書物から顔を上げて、声の主に視線を投げかけた。

「ああ、プラム。こっちに置いてくれ」

　顎あごをしゃくって、シャノは自分がかけている机を示す。プラムはおぼつかない足取りで近づくと、両手に抱えていた本の山を、どすんと机の上に置いた。

「ふー……相変わらず、読書がお好きですね。図書室から毎回ここまで運んでくるの、けっこう重労働なんですよ？」

「部屋にいると他に娯ご楽らくもないからな。これも仕事と思って諦あきらめてくれ」

「お部屋を抜け出した先では、お楽しみがたくさんおありのようですけど？」

　そう言ってプラムは、三通の便びん箋せんを差し出した。

「何だ？　俺宛ての恋文か？」

「新しく入ったメイドたちからの嘆願書です。いずれも、殿下が「俺のものになれ」と口説いてくる件について、わたしに対処を求める文書です」

　ジト目でこちらを睨にらみつつ、プラムは小さく溜ため息いきを漏もらす。

「何度も言ってますけど、新しいメイドが入るたびにちょっかい出すの、控えてください。断る方も大変なんですから」

「ちょっかいじゃない。俺が女に言い寄る時はいつだって本気だ」

「もちろん存じております。だから尚なお更さら困るんです」

　今度は深い深い溜息を吐き出して、プラムは肩を落とした。

「やめろとまでは言いませんけど、せめて迷惑にならない程度にしてくださいね」

「まあ、程度は考えておく。しばらくは読書で時間が潰れそうだしな」

「ずっとそうしておいでならいいのに……読書の方が遙はるかに健全なご趣味ですよ」

　プラムは頭を抱えていたが、やがて気持ちを切り替えたように笑顔を見せた。

「そうだ、せっかくですから、何かオススメの本があったら教えてください。今は何をご覧になっているんですか？」

　隣に回り込んできたプラムが、シャノの手元の本を覗のぞき込む。

　純粋な興味に満ちていたその顔が、みるみるうちに茹ゆであがったようになった。

「なっ……な、なんて本を読んでるんですか、殿下っ!!」

「何って、いやらしい絵がたくさん載のっている本だが」

「しれっと言わないでください！　どこで手に入れたんですか、そんなもの！」

「城下町の露店で買った。ただの絵だと思って甘く見ていたんだが、これはなかなかの掘り出し物だぞ？　特にここのあたりの描き込みがだな……」

「ええっ？　……うわぁ……ちょっ、こ、これは……すご……」

　本を広げて突き出すと、プラムはとっさに顔を手で覆おおったが、指の間から覗く瞳ひとみは明らかなほどの好奇心に揺ゆれていた。

「って！　ダ、ダメですこんな本を読んでいたら！　殿下の情じよう操そう教育上よろしくありません。この本は没収します！」

「なんだよ、部屋に持ち帰って読むのか？　むっつりスケベめ」

「読・み・ま・せ・んっ!!」

　本をひったくったプラムは、肩を怒らせて叫んだ。ムキになるところが怪しい。

「まったくもう……まあ、殿下ももう一九歳になるんですから、異性にご興味があるのはわかりますけど……」

「一九……そうだったか？」

「もうすぐ、殿下の一九歳の誕生日ですよ。お祝いするって約束したじゃないですか」

「気持ちだけで充分だ。生誕を祝ってもらうような立場でもねえしな」

　素直に答えると、プラムの表情が曇くもった。

　切なげな空気を纏まとったままで、今にも泣き出しそうな笑みを浮かべる。

「わたしは、殿下と出会えたから……殿下が生まれてきてくれたから、救われたんです。ですから、年に一度くらい、お祝いさせてください」

　……そういう顔をされると、気持ちが揺らぎそうになる。

　しかしこちらとしても、意地悪で渋しぶっているわけではなく、理由があるのだ。

「そうだな。じゃあ、プレゼントにはプラムをくれ」

「はい？　わたしなら、とっくに殿下のものですけど……」

　よく意味がわかっていない様子で、プラムは首を傾げる。

「所有権の話じゃない。つまり、自分にリボンを結んで『わたしを一晩好きにしてください』と言うような、刺激的なプレゼントが欲しいって意味だ」

「……えっ。えええっ!?」

　再び羞しゆう恥ちの紅べにを頰ほおに散らして、たじろぐプラム。

　何とも初うい々ういしく愛らしい反応だ──と眺めていると、プラムはうつむいて、もじもじとし始める。

「……ほ、本当に、ご所望なんですか……？　だったら、わ、わたしは……」

「冗談だ。本気にするな」

　話が膨ふくらんでしまう前に、軽く笑って告げる。

　プラムはぽかんとしてシャノを見返していたが、やがて肩を怒らせて、

「殿下のバカ!!　知りませんっ!!」

　叩きつけるように怒鳴り散らして、部屋を出て行った。

「これで、祝う気もなくしただろ」

　プラムに祝ってもらえるのは嬉しい。しかし、大っぴらにシャノの生誕を祝うことでプラムが城の奴らに目をつけられないかという心配の方が大きかった。

　祝うのをやめる代わりに、しばらく不機嫌になるだろうが、仕方ないことだ。

「……あっ。さっきの本、持ってかれたままだ」

　読みかけだったのに。おかげで読書という気分でもなくなってしまった。

（気分転換がしたいな……久々に、庭でも散歩するか）

　ドアの取っ手を摑み、ガタガタと前後に揺さぶった。いつも通り施せ錠じようされている。

　このドアのすぐ向こうに、見張りがいるはずだ。

　少し考えてから、シャノは新しい手口を試してみることにした。

「確か、水がいるんだったな……」

　朝食時に渡された水差しから、一杯分の水をグラスに注いで、扉の近くに置く。

　そうしてから、本棚の裏に隠しておいた鉄の箱を引っ張り出し、中の丸がん薬やくをひとつつまみ出した。

「闇やみ市いちで錬れん金きん術じゆつ師しから買ったシロモノ……どんなもんかな……っと」

　ぼちゃ、と丸薬を水の中に落とした。

　するとたちまちグラスの水面が泡立ち、すさまじい勢いで煙けむりが噴き出し始めた。触れ込み通りの効果だ。

　すかさずベッドのシーツを引っぺがし、適度な大きさに折り畳んでから、扉に向かってばさばさと扇あおいだ。扉の向こうまで煙が漏れ出すように。

　目論見は成功して、廊ろう下かで多少の問答があってから、扉は勢いよく開かれた。

「何だこの煙は！　あのクソ王子、今度は何しやがった!?　……んっ!?」

　押し入ってきた二人の衛えい兵へいの片割れが、煙をあげているグラスを見下ろして眉み間けんに皺しわを寄せる。

　扉の陰から飛び出したシャノはその衛兵の背後を取り、素早く首に腕を回すと、頸けい動どう脈みやくを圧迫して絞しめ落とした。

　一瞬の奇き襲しゆうに、残された方の若い衛兵が腰を抜かしてへたり込む。

「ごきげんよう。クソ王子です」

「そ、それは先輩が言っただけで、僕は何にも──うっ！」

　騒がれる前に、シャノは魔法を使った。衛兵の記憶を全て消去し、赤ん坊同然の状態まで戻してやったのだ。

「見張りは疲れるだろう。少しの間、童心に返って遊んでろ」

「あー、うー」

　非言語の声を漏らしながら部屋を這い回る衛兵を放置して、気絶している方の衛兵の懐ふところを漁あさり、鍵を拝はい借しやくした。

　ついでに装備を剝ぎ取り、着替えておく。サイズが合わないらしく、少し窮きゆう屈くつだが、そこは我慢するしかない。

　着替えている間に発煙は止まっていた。

　どうやら煙に気づいた者は、この二人だけらしい。シャノの存在が公おおやけに伏せられている都合上、城内の奥まった位置に個室があるのが幸いした。

　扉に鍵をかけて、シャノは自室を後にした。




　中庭へ向かう途中、何人かとすれ違ったが、シャノに気づく者はいなかった。顔を知られていないのもあるが、堂々としていれば気にされないものらしい。

　ほどなくして、目的の中庭に辿り着いた。

　足を踏み入れた瞬間、草花の芳かぐわしい香りが鼻をついた。久々に味わう自然の匂いに、深呼吸を繰り返して、肺の空気を入れ替える。

　城の中庭は手入れが行き届いており、色とりどりの花が咲き乱れている。外から入り込んできたのだろう、蝶ちようの舞う姿まで見られた。

（……ん？）

　ふと、話し声が耳に届いて、シャノは身を潜ひそめた。

　茂しげみの向こうに誰かがいるようだ。

　極力音を立てないように回り込んで近づくと、スターチスの花か壇だんの前で屈みこんでいる少女の姿があった。

　夜空を思わせる藍あい色いろの長い髪かみに、きらびやかな金のティアラがよく映えている。その横顔も愛らしいものではあったが、何故か表情は曇っていた。

「急にあんなこと言われても……私、どうしたら……」

　どうやら、花びらに留まった蝶に話しかけているらしい。

　不意に蝶は一対の翅はねを打って舞い上がると、シャノの方へ飛んできた。












　蝶はそのままシャノの眼前を通り過ぎたが、蝶を追いかけて振り向いた少女の視線は、シャノの顔に釘付けになった。

「……おに……っ、シャノ!?」

「久しぶりだな。何か悩みごとか、メアル？」

　軽く応えて、シャノは少女……メアル・アトロシアスに歩み寄る。

　メアルは呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて警戒の眼まな差ざしでシャノを睨みつけた。

「気安く呼び捨てにしないで。あなたなんか、私の兄様じゃないわ」

「そっちこそ、シャノ呼ばわりはねえだろ。半分はお前と同じ血が流れる兄貴だぞ」

「私は認めてないわ。だいたい何なのよ、その妙な格好は」

「部屋を出たいって言ったら、親切な衛兵が貸してくれたんだ」

「どうせ騙だますか何かして奪ったんでしょ。シャノのやりそうなことだわ」

　見事に言い当ててから、メアルは不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。

　メアルはシャノの異母妹で、今年で一五歳になる。

　敵の多いシャノにとっては、城内で気を許せる数少ない相手の一人なのだが、向こうはそう思ってはくれないようだ。

「昔は素直に、お兄ちゃんお兄ちゃんってちょこまか後をついて来てただろうが。そんなに恥ずかしがらずに呼んでみろよ」

「なっ……そ、それは私が三、四歳くらいの頃の話でしょう!?　あの頃は何も知らなかっただけよ！」

　懐かしい記憶を掘り起こすも、メアルはムキになって否定した。

「……だいいち、部屋から出なくなったのはそっちの方じゃない」

「出なくなったんじゃなくて、無理矢理閉じ込められたんだっての」

「何が無理矢理よ、しょっちゅう脱走してるくせに。だいたい、どうせプラムが付きっきりでいるんだから、寂しいなんてウソじゃないの」

「はは。まあ、確かに寂しくはねえな」

「……あっ、そう。そうよね。どうせシャノはプラムさえ傍そばにいれば、寂しくも何ともないんでしょうね」

「なに怒ってんだよ」

「怒ってないわよ！」

　メアルは明らかな怒鳴り声で否定した。何か悪いことでも言っただろうか。

「……ところで、悩み事は何だ？　よかったら話してみろよ」

　重い空気をごまかすつもりで、話題を切り替える。

　メアルは不安げな瞳でシャノの顔をしばらく見つめてから、重い口を開いた。

「私、近いうちに他の国へ嫁とつぐかもしれない……」

　予想通りの答えだった。

　メアルももう一五になる。他は男ばかりの兄妹だから、当代唯一の王女であるメアルを政略結婚の具にする動きが生まれるのは自然なことだ。

「縁談があったのか？　相手はどこの国だ？」

「まだ言えない」

「政略結婚か？」

「……うん。たぶん、そうなると思う」

　言いにくそうにメアルは肯こう定ていした。

「嫌なのか」

「……よくわからない。そんなの実感が湧わかないもの」

　メアルの言葉に嫌けん悪おの響きはなかった。単なる未知への恐れなら、今のところ心配は無用だろう。政略結婚でも幸せになった例はたくさんある。

「もしも結婚が嫌だったら俺に相談しろよ？　瞬またたく間に破談にしてやる」

「シャノにだけは絶対相談しないわ」

　メアルがそっぽを向く。その直後、中庭へ踏み入る複数の足音があった。

　既すでに気分転換はできたし、変に逃げれば騒ぎになる。シャノは大人しく捕まるつもりで、足音の主を待ち受けた。

「誰だ？　そこにいるのは……んっ？」

　二人の護衛を引き連れ、肥こえた体をのしのしと揺らしながら現れたのは、第三王子のダーレン・アトロシアスだった。

　イヤな奴に会ったと思った。向こうも同じことを思ったらしく、でかい丸顔をいっぱいに使って渋じゆう面めんを作っていた。

「メアルはいいとして……シャノ。お前、なんでこんなところにいる？」

「自分の家の中をうろついてちゃ悪いか？」

「ここはアトロシアス王家の城。極めて神聖な領域だ。お前みたいな化け物が勝手にうろついていい場所じゃない。それともその格好からして、仮装パーティーをやっているとでも勘かん違ちがいしたのか？」

　兵士に扮ふんしたシャノを指差し、ダーレンは口くち許もとを歪ゆがめて笑った。

　シャノは売られた喧けん嘩かを即決で買った。

「ああ、確かに勘違いしてたよ。アンタが年中通して豚ぶたの皮をかぶってるもんだから、ドレスコードがあるのかと思ってね。じゃあ兄さん、そろそろ変装を解いて人間の顔に戻ったらどうだ？」

　ダーレンのこめかみに青筋が浮いた。護衛の一人が「ぷっ」と小さく吹き出してしまい、ダーレンは耳ざとくその護衛を睨みつけた。

　護衛が目を伏せると、ダーレンは怒れる瞳をシャノに向ける。

「ひとつ教えてやる。数日前、ゾロディア王国軍が国境に攻め入ってきた」

「ゾロディアが？」

「兄上たちは軍を率ひきいて迎撃に出たから不在だ。つまり父上を除けば、今この城で一番偉いのは俺なんだ。もっと態度に気をつけろ」

「ふーん……兄貴たちがわざわざ迎撃になあ……」

　シャノは自分が気にかかった点にだけ反応した。

　ゾロディア王国とは昔から領土の確かく執しつがある。小競り合いは珍しくない。

　しかし、第一王子と第二王子が揃って迎撃に出たということは、敵はかなりの戦力なのではないか？

　あるいは、未だに王位継承権を巡って争っている兄たちのことだから、単に戦功を競い合っての出陣かもしれない。それなら心配はいらないのだが。

「おい……俺の話を聞いてるのか、シャノ！」

　シャノの反応はダーレンのお気に召さなかったらしい。今にも胸むな倉ぐらを摑まんばかりに詰め寄ってきた。

「俺を無視するとはいい度胸だ。そんな態度を取り続けるつもりなら……」

「つもりなら、どうする？　親愛なる兄上どの」

　問い返すと、ダーレンは言葉に詰まって唇くちびるを嚙かんだ。

　シャノの魔法について知っている者なら、当然の反応だ。

　だがそれでは気が済まない様子で、ダーレンは怒りの矛ほこ先さきをメアルに向けた。

「メアル！　お前がこいつを甘やかすからつけ上がるんだ。こんな奴は見つけ次第、衛兵を呼んで引き渡すべきだろう」

「ご、ごめんなさい、お兄様……でも、私も別に仲良くしてたわけじゃ……」

「口答えするな！」

　ダーレンはメアルの髪を摑んで、ぐいと強く引っ張った。

「きゃっ！　い、痛いっ、放して！」

「うるさい！　妹の分際で、兄に逆らうんじゃ──」

　ゴッ、と鈍にぶい音が響いた。

　後先考えずに放たれたシャノの拳こぶしが、ダーレンの丸い顎を斜め下から打ち上げた音だった。

「俺の妹をいじめんじゃねえッ!!」

　シャノの怒声は、しかしダーレンの耳には届かなかったようだ。籠こ手てで覆われたシャノの拳には、ダーレンに一撃で白目を剝むかせる威力があった。

　脳のう震しん盪とうを起こしたらしく、ダーレンは受け身も取らずにぶっ倒れた。

　護衛の二人があんぐりと大口を開けて硬直し、メアルも目を丸くして絶句する。

「返事もなしか……自分こそ、俺の話を聞いてないじゃねえか。なあ？」

　シャノは周囲に同意を求めたが、誰も頷いてはくれなかった。




　ダーレンの護衛たちによって、シャノは自室へ連行された。

　仕方なく部屋でくつろいでいると、夕方になってからプラムが訪れた。

「……殿下？　ちょっと、お話があるのですが」

　プラムは笑顔だったが、声は笑っていなかった。

「改まって言わなくてもいい。ダーレンを殴ったことだろ？」

「よくおわかりですね。ああもう、ホントに……」

　プラムは頭をかきむしって、絶望めいた声を漏らした。

「こんなことをして、一体どうなるとお思いですか」

「スッキリした気持ちになる」

「そういうことを聞いているんじゃありません」

　怒られた。

「どこまで把は握あくしてるのか知らんが、今回のことは、ダーレンがメアルに手を出したのが先だ。俺はそれを止めただけだ」

「存じております。でも、何も殴ることはないでしょう」

「殴るより刺さした方が良かったか？　何もそこまですることはねえだろ」

「真面目に聞いてください！　今日のこと、かなり騒ぎになっているんですよ。殿下の処遇をどうするかって、物ぶつ騒そうな話まで出ていて……」

　プラムの声は泣き声に近かった。

　真剣にシャノのことを心配してくれているのだとわかり、シャノはそれ以上茶化すのをやめた。

「わたし、殿下のそういうところ……いつも自分の望み通りに生きていらっしゃるところが、一番好きで、一番嫌いです」

「……どういう意味だ？」

「殿下がそういう無茶をする人だから、あの時、わたしを助けてくれたんだとわかっています。でもいつか、そういう無茶をしたせいで、殿下が身を滅ぼす日が来るんじゃないかって不安になるんです」

　あの時──シャノとプラムが出会った時のことだ。

　六年前。山さん賊ぞくに両親を殺され、奴ど隷れい商しよう人にんの手に渡ったプラムは、城下町で売りに出されていた。

　そこに偶然通りかかったシャノが、奴隷商人を魔法で騙して、プラムを連れ帰ったのだ。

「助けたわけじゃない。俺が欲しいと思ったから奪っただけだ」

「でも、殿下は国王陛へい下かに陳ちん情じようして、わたしに平民の身分を与えてくださいました。それどころか、わたしが城内で差別的な扱いを受けた時は、どこからかそれを聞きつけて相手に徹底的に報ほう復ふくしていましたね」

　予想外の指摘を受けて、シャノは思わずプラムの顔を見返した。プラムは少し意地悪げに笑った。

「わたしが気づかないとお思いでしたか？　心外ですね」

「……お前は俺のものだ。自分のものを傷つけられたら、誰だって怒る」

「……殿下。本当に、心からそうお考えですか？」

「そんなの当たり前だろ……って、おい？　プラム、お前何を……!?」

　前触れもなく、プラムは服を脱ぎ始めた。

　エプロンドレスがほどけて落ち、間を置かずにワンピースも脱ぎ捨てられる。

　ヘッドドレスや絹の長手袋、靴下を除けば、今のプラムが身に纏っているのは、可愛らしいデザインの桃色の下着だけだった。

　阿あ呆ほうのように呆然としているシャノに、プラムがずんずんと近づいてくる。歩き方や表情からすると怒っているようだが、シャノの注意は別の方に向いていた、

　──ゆさっ。ふるん。

　ふたつの真っ白な膨らみが、下着に包まれたまま上下に弾んで、シャノの目を惹ひきつける。服の上からでも大きいとは思っていたが、これは……。

　目を惹かれている間に、腕を摑まれた。

　そのままぐいぐいとベッドの方へ引っ張られる。

「おいっ、プラム？」

　ベッドの前までシャノを連れてくると、プラムはベッドの端に腰を下ろして、じっと睨むような目で見上げてくる。

「……殿下は、無責任です」

「何がだ」

「わたしを自分のものだと言っておきながら、殿下ご自身のことを顧みていません。もしも、殿下の身に何かあったら……あなたの女ものであるわたしは、どうやって生きていけばいいんですか？」

「それは……」

　とっさに言葉が出なかった。

　一言も紡つむげずにいるシャノの唇に、羽毛のように優しく、プラムの人差し指が押し当てられる。

　プラムは慈母のように微笑ほほえんでいた。

「……生き方を変えて欲しいなんて言いません。ただ、今よりもっと……殿下の心に、わたしの居場所を作って欲しいんです。殿下が独りじゃないということを、いつでも忘れないように。殿下がご自分を、もっと大切になさるように」

「……プラム……お前……」

「それから、お願い……です。わたしが殿下のものである印を、刻んでください」

　プラムはベッドに横たわり、両手を広げてシャノを誘う。

「……リボンはありませんけど。ちょっと早めのプレゼント……差し上げます」

　緊張を精一杯ほぐそうとするように、プラムは少し硬い笑顔で言った。

　シャノは答えの代わりにプラムへ覆いかぶさり、くびれた腰に手を回して、しっかりと抱きしめた。

「あ……っ、殿下……」

　花か蜜みつのような甘い香りが、ふわりと鼻び孔こうをくすぐる。プラムとはもう六年以上も一緒にいるが、こんなに近くでプラムを感じるのは初めてだ。

　腰に回していた手を背中まで這わせ、ブラの留め具に触れた。

　以前プラムの下着を盗んでこっぴどく叱られたことがあったが、その時にじっくり観察しておいたおかげで、構造は熟知している。

　難なく留め具を外し、プラムの細腕を通して、手際よくそれを取り去る。

　下着の締めつけから解放された双そう丘きゆうが、弾むようにして露あらわになる。仰向けになっても形が崩れず、ツンと上向きに盛り上がっている。

「……あんまり、見ないで……ください」

「無理言うな。こんなに綺麗なのに」

「……ド、ドキドキして死んじゃいそうなんです……もうっ！」

　プラムは耳まで真っ赤にして、シャノの右手を摑むと、自身の左胸に押し当てた。

　押した分だけ跳ね返ってきそうなほどの豊かな弾力が掌てのひらに伝わり、柔やわ肉にくを通して、速い鼓こ動どうを感じられる。

「……本当に。今にも破は裂れつしそうだな」

「こんなこと、初めてなんですから……っ、ひゃう!?」

　シャノの指先が胸の蕾つぼみを擦こすると、プラムは甘い声をあげて身を反らした。

「殿下……っ、わたし……」

　潤うるんだ瞳でシャノを見つめ、ねだるようにかすれた吐息を漏らす。

　何を望んでいるかは、考えるまでもなかった。

　シャノは吸い寄せられるように、プラムの桃色の唇を奪おうとして──。




　ガチャガチャッ、と激しく鳴ったドアの音に、思わず跳びのいた。




「────ッ!?」

　一瞬で沸ふつ騰とうしそうなほど顔を真っ赤にしたプラムが、慌ててシーツで身を包んだ。

　直後、部屋の扉が勢いよく開かれる。

　振り向くと、真紅のマントを纏った老年の男が立っていた。男の頭上に輝く王冠は、当代に一人しか戴いただくことを許されない、唯一無二の王の証だ。

　見飽きるほどに見慣れた父の顔を、シャノは憤ふん怒ぬを込めて睨みつける。

「ちったあ空気ってものを読めよ、親父……!!」

　もじゃもじゃの顎ひげを弄いじりながら、父は「ほほう」と興味深げに唸うなった。

「これはまた、盛さかっておるのう。しかし時と場合をわきまえないのは感心せんぞ」

「へ……陛下！」

「いきなり入ってきて何だ。俺の部屋で何をしていようと、俺の勝手だろうが」

　ベッドの上で身をすくめるプラムをかばうように間に入りつつ、シャノは父の言葉に真っ向から嚙みついた。

「わきまえないと言ったのは、場所のことではない。それとも、想い人との最後の逢おう瀬せのつもりかの？」

「……さい、ご？」プラムがか細い声で聞き返す。

　父は表情を引き締めると、大地を揺るがすような低い声で告げた。




「罪ざい人にんシャノよ。貴様は庶しよ子しの身でありながら、第三王子たるダーレンに反抗した。これは王家の権威そのものへの反抗であり、国家への反逆行為に等しい。ゆえに、国王グライガ・アトロシアスの名において、貴様を極きよつ刑けいに処す」















「ウソだな」

　シャノは瞬時に切り返した。茶番に付き合う気分ではない。

「面と向かって俺に死刑を宣告すれば、どれほどの抵抗を受けるかわかるはずだ。まして、国王が一人で来るなんて有り得ねえ」

「ウソではないぞ。極刑とは死刑のことではなく、最も重い刑罰のことじゃからな。のう、プラムといったか」

　不ふ明めい瞭りようなことを言うと、グライガは顎をしゃくってプラムを呼んだ。

　国王を前に、プラムが硬い表情で頷く。

「は、はい、陛下……大変申し訳ございません、すぐに服を……」

「そのままでよい。ほう、なるほど……今までほとんどシャノの専任にしていたから知らなんだが、なかなか良い体をしておるな」

「……えっ？　へ、陛下……？」

「この娘はもらっていくぞ、シャノ。その方が貴様には遙かに効果的じゃろ──」

　手を伸ばしたグライガの前にシャノは回り込み、プラムをかばった。

「……わしの言うことが聞こえなかったか、シャノ？」

「よく聞こえたぜ──今ここで死にたい、ってな」

　ただの恫どう喝かつが通じる相手ではない。本物の殺意を込めた目で、シャノはグライガを押し返そうとした。

　しかしグライガは涼すずしい顔で受け流して、

「お前は冷静さを欠いておるな。今ここでわしを殺したところで、どこかへ逃げられると思っているのか？　ただでさえ王家にとって邪魔者でしかないお前に、国王の仇あだという大たい義ぎ名めい分ぶんまで付けば、全国民がお前を討ちに行くぞ」

「…………」

「それでも足あ掻がくか？　無駄じゃな。オーバーライトの弱点は、わしはもちろん、王族みなが知っておる。

　お前の魔法は、同時に一人の人間に対してしか効果がない。二人目の記憶を改竄すれば、一人目は改竄されていた間のことも含めて全てを思い出す。世界中の人間をお前の人形に変えることはできん」

　グライガの言う通りだ。オーバーライトは強力な魔法だが、万能ではない。

「わかるか、シャノよ。どれほど脱走を繰り返し、自由を気取ったところで、貴様は所詮飼われる身なのだ。籠かごの中の鳥……いや、檻おりの中の狂犬かな？」

　だが──。

「……言いたいことはそれだけか。親父」

　毅き然ぜんと、シャノはグライガを睨み返した。

「女一人も守れない人生なんぞ、何の価値もない。死んだも同然だ。だったら、意地を貫いて死ぬ方が億倍マシだぜ」

「死を選ぶとは、愚おろかな──」

「耳が遠くなったか？　俺は、死ぬ方がマシとは言ったが、死ぬつもりは全くねえよ。邪魔者は全員血の海に沈めて、プラムを連れて悠々と城を出て行くつもりだ」

「戯ざれ言ごとを……衛兵を全員この場に集めても、そんな口が利けるか？」

「さあな、試してみろよ。後戻りはできないけどな」

　二人の視線が激しくぶつかり合う。

　やがて、グライガはニヤリと笑って一歩退くと、堂々たる声で言った。




「シャノよ。国が欲しくないか？」




「…………国？」

　あまりにも唐突で予想外な問いに、間抜けのように聞き返していた。

　発言の意図がつかめない。

「お前の国じゃよ。領地を手に入れ、国を打ち立てる。そうすれば他人の権力が及ぶことはない。自分の女を害される心配もなくなるじゃろう」

「国を興おこせって？　いきなり何の話だ。そもそも、一国の王が言うセリフじゃねえだろ……何を企たくらんでる？」

　探りを入れたが、グライガは誤魔化すように呵々と笑った。

「そう疑るな。王はいいぞー。何人でも好きなだけ側そく室しつを持てるし、法に縛しばられることもない。あらゆる女遊びをやりたい放題じゃ」

「詳しく聞かせろ」

　思わずシャノは身を乗り出した。

　直後、背後に冷たい視線を感じた。さすがに話に割り込んでは来ないものの、プラムが軽けい蔑べつの意思表示をしていることは明らかだった。

「……とにかく、何を考えてるのか先に言え。どんな魅力的な提案でも、裏があるとわかってて話に乗る奴はいないだろ」

　シャノが警戒を露にすると、グライガは鼻で溜息をついた。

「なあ、シャノよ。わしはお前を……」

　グライガの言葉は、強いノックの音によって遮さえぎられた。

　ほとんど間を置かずに、近衛このえ兵へいが部屋に飛び込んでくる。

「陛下っ！　た、たっ……大変です!!」

「どうした、騒々しい」

　近衛兵はシャノとプラムを一いち瞥べつすると、グライガの耳を借りて何事か囁ささやいた。

　報告を受けたグライガの顔色が、みるみるうちに変わった。

「……急用ができた。話の続きは今度にしよう。ではな」

　一方的に告げると、グライガは近衛兵を伴ともなって部屋を出て行った。あの様子は、何かよほどのことが起きたに違いない。

「…………はぁぁぁ。びっくりしました……」

　シーツをぎゅっと握りしめたまま、プラムが深々と安あん堵どの溜息を漏らした。

　シャノは再びベッドに乗り、プラムの肩を摑む。

「続きだ」

「えっ。……ま、待ってください殿下。あの、わたし冷静になったらものすごく恥ずかしくなってきたんですけど、ちょっ、脱がさないでくださいってば!?」

「男を誘っておいてこのくらいで止まると思うな。さあ続きだ」

「止まってくださいっ！　今のお話に気になることが多くて、それどころじゃないですから！」

　粘り強く抵抗されるので、渋しぶ々しぶ手を止める。

「いったい何だよ？」

「今回の件、殿下には結局お咎とがめなしでいいのかな、とか。陛下はどういう意図で、殿下に国を興せなんておっしゃったのかな、とか……」

「……まあ、確かに俺も、気にならないと言えば噓うそになるが」

　ダーレンの一件への対応はともかく、あの妙な提案は確かに気がかりだ。

　特に前触れらしいこともなかったはずだが……。

「……あっ、おい。服を着るな！」

　こっそり下着を着け直していたプラムに、すかさず指摘する。

「今日は中止ですっ。恥ずかしい思いもしましたし……ちょっと軽はずみすぎたって、反省してます。その、続きはちゃんと心の準備ができてる時に……」

　言いながらプラムはベッドを下りて、てきぱきと服を拾い集めては袖そでを通していく。さすがに身み支じ度たくが早い。

　無理強いできそうな空気ではない。仕方なく、今日はシャノが折れることにした。

「わかったよ……でも、あんまり焦じらすとそのうち押し倒すからな」

「うっ……そ、そういうことをハッキリ言わないでくださいったら……」

　気を取り直し、シャノは父の言葉の真意について考えた。

　新しい国を興す──そんなことは、今まで思ってもみなかった。自分はセレン王国の王子であり、ある意味では虜りよ囚しゆうでもあるのだから当然のことだ。

「俺に何をさせたいんだ？　親父の奴……」

　それは、ずっと前からシャノの中に存在する疑問だった。

　幼いシャノに「欲しいものは奪い取れ」と説いたこと。シャノの脱走を度々見逃し、擁護する立場に回っていること。

　極めつけが、今日の発言だ。

　シャノを牽制した上で、国が欲しくないかなどと……いったい何を考えているのか、わからない。

「俺の国、か……」

　試しに想像してみた。

　玉ぎよく座ざに就いた自分。プラムをはじめとする国中の美女に囲まれ、戯れる毎日……。

（それは……いいな）

　思わず頰が緩んでくる。

「殿下。どなたのことをお考えですか？」

「どなたってことはないが。王になって女たちを侍はべらせるのを想像すると、こりゃ思ってた以上に素晴らしいと……ん？」

　反射的に答えてしまってから、質問の主に気づく。

「……殿下の節せつ操そう無なし……」

「節操のある奴は、そもそもメイドたちを次々に口説いたりはしない」

「その通りですけど、知ってますけど！　さっき守ってくれた時の殿下は素敵だったのに……なんで台無しにしちゃうんですか、もう。殿下のばかっ」

　唇を尖とがらせて言い放つと、プラムは部屋を出て行ってしまった。

　一人になって、改めてシャノは考える。

「親父が何か企んでるにしても……とりあえず、話を聞いてみるか」




　しかし、この日の言葉の真意を、シャノが父の口から聞くことはなかった。

　ゾロディアとの戦いくさに敗れたセレン王国の部隊が潰かい走そうし、第一王子・第二王子の両名も重傷を負ったとの報が城内を震しん撼かんさせたのは、翌日のことだった。




　ゾロディアとの交戦後、プラムが顔を出すことが少なくなった。

　負傷兵が大量に発生したことで、彼らの世話に人手が必要となったため、プラムもそちらへ動員されることになったのだ。

　それでも毎日の食事は欠かさず運んできてくれたが、日増しにプラムの表情に疲労の色が濃くなっていくのが、シャノには心配だった。

「やっぱり、怪我人の世話は大変か？」

　ある日尋たずねると、プラムは眉をひそめて目を伏せた。

「それもありますけど……ゾロディア軍の動きが心配です。わたしが聞いた話では、王都へ進軍しつつあるということでした」

「王都に？　さすがにそれは、セレン王国を甘く見過ぎだな」

　シャノはプラムの不安を吹き飛ばすように、けらけらと笑った。

「先の戦いで負けたとはいえ、兵力は同等以上のはずだ。しかも、ゾロディアは敵地に侵攻している以上、補給線が伸びている。守りを固めれば、まず負けねえよ」

「おっしゃる通りですが……だからこそ気になります。勝ち目のない戦いを、わざわざ挑んでくる相手がいるでしょうか？」

「……まあ、それはそうだな」

　考えられるのは、相手に勝算があるか、もしくは相手がとんでもない馬鹿か、だ。

　ゾロディアが馬鹿の集まりでないことは、先の戦いで証明済みだ。

「だが、俺たちが心配しても仕方ない。あんまり気にすんな」

「はい……あ、殿下。誕生日のお祝いのことですが」

　プラムは申し訳なさそうに沈んだ声を出した。

「今は余分な食料の確保が難しくて。わたしから言い出しておいて何なのですが、情勢が落ち着くまで延期にしてもよろしいですか？」

「むしろ、まだ諦めてなかったのかと驚いたぞ」

　わざわざ怒らせるようなことを言ったのに、効果はなかったらしい。

「当たり前です。一度言い出したことなんですから、やるに決まってますよ」

　梃子でも動くまいと言わんばかりの固い意志を感じたので、シャノはそれ以上何も言わなかった。

　プラムを見送ってから、シャノは誕生日までの日数を書き留めておいた。

「仕方ねえ……たまには、こっちが折れるか……」

　露骨に嫌がってもプラムが気の毒だし、今年は遠慮なく祝ってもらうことにしよう。




　プラムが忙しいせいで退屈な日が続き、瞬またたく間に日々は過ぎ去っていく。

　やがて迎えた、誕生日の朝──異変は起こった。




　ゾロディア軍が王都を包囲した。

　その情報を昨晩にプラムから聞いていたシャノは、籠ろう城じよう戦せんの先の長さを思い、早くもげんなりした気分になった。

　籠城戦では、まず外界からの補給を断たれるという。

　城と城下町には相当の蓄たくわえがあるはずだから、飢うえる心配はないだろうが、しばらくは食事の質が落ちることを覚悟せねばなるまい。

　異変に気づいたのは、しばらく経ってからのことだ。

　いつもの時間を過ぎても、プラムが朝食を運んでこなかった。

「プラムの奴、よっぽど手が離せない用事でもあるのか……？」

　気にはなったが、さすがに今騒ぎを起こすわけにもいかない。自分を抑えて、しばらく読書で時間を潰した。

　次の違和感は、遠くからかすかに聞こえた悲鳴のような声だった。

「……？　何だ、今の声……？」

　気のせいかとも考えながら、換気用の小窓を開けた。

　部屋の窓には鉄格子が取りつけられており、すぐ外は壁だ。それでも風に乗って、誰のものとも知れない悲鳴と鬨ときの声が、シャノの耳に届いた。

　ぬるい風を嗅ぐと、焦げた臭いが鼻につく。

　何かが燃えている──いや、焼かれているのか。

「……おい、誰かいるか!?　外はどうなってる！」

　シャノはドアに駆け寄って叫んだ。しかし、近くに衛兵がいる気配はない。

　この部屋の警備も、他に回されたのだろう。敵兵が近づいている以上、シャノの見張りに人員を割く余裕がないのは当然だ。

　だが、近くに誰もいなければ、魔法を使うこともできない。

　何か脱出に役立つものはないかと部屋中をひっくり返したものの、何の成果も上がらないまま時間だけが過ぎていく。

　やがて城の中──扉の向こう側からも、断続的に悲鳴が聞こえてきた。

　そして何かを打ち壊すような破壊の音。

　まさか、そんなはずはない。王都を包囲されたのは昨晩のはずだ。

　城まで攻め込まれるのは、どう考えても早すぎる──。

　激しいノックの音が、シャノの思考を破った。

「殿下！　殿下、ご無事ですか!?」

「プラム!?　そこにいるのか！」

　ドア越しに聞こえた声に飛びつくと同時、錠が回った。

「殿下っ！」

　開いたドアから、息を切らせてプラムが飛び込んできた。

　シャノの無事を確かめるようにしがみつき、腕を回して抱きしめてくる。

「殿下、よかった……ご無事で、本当によかった……！」

「プラム、何があった？　まさか、ゾロディアの奴らが……」

　シャノの目は、開け放たれた扉の先を捉えていた。廊下には黒こく煙えんが漂ただよい、遠くからは何かが燃える音と金属の打ち合う音が、よりハッキリと聞こえてくる。

「……そのまさかです。今すぐ逃げましょう、殿下。ここも危険です」

「馬鹿な……奴らが城を包囲して、まだたったの半日だぞ？　なのに──」

「わたしだって噓だと思いたいです!!　でも……でも……っ！」

　怒鳴ったプラムの声が震えていることに気づき、シャノは頭から冷水を浴びせられたようにはっとした。

　プラムは怯えている。当然だ。戦闘訓練を受けているとはいえ、プラムは一介のメイドに過ぎない。城に火を放たれて、平然としていられるわけがない。

　そんな中で、危険を冒おかしてシャノを助けに来てくれたのだ。

「……取り乱してすまん、プラム」

「鍵を見つけるのに手間取ってしまって……お待たせして申し訳ありません、殿下」

「いいんだ。それより、逃げる前にやることがある」

「やること……ですか？」

「メアルを助けに行く。メイドたちはともかく、王族は敵に捕まれば無事じゃ済まねえだろう。まずはメアルを捜して、合流してから逃げるぞ」

　シャノは努めて冷静に提案したが、プラムは黙って首を横に振った。

「メアル様は……王女殿下は、もう……」

「……なに？」

「廊下で、これを見つけました。それに、遠目でしたけど……メアル様と思しきご遺い体たいを、ゾロディアの兵たちが運んでいくところも……」

　力なく呟つぶやいて、プラムは見覚えのあるティアラを差し出した。

　べっとりと血に汚れたそれは、見間違うはずもない──メアルのティアラだ。

「噓だろ……」

　メアルが、死んだ。

　その事実が頭の中に浸透した直後、足元が崩れ落ちたような眩暈めまいに襲われる。

　が──かろうじて脚を踏ん張り、踏みとどまった。

　今は、膝をついて嘆なげいている場合ではない。一刻も早くゾロディア軍の包囲から脱しなければ、プラムや自分自身の命すらも危ういのだ。

　プラムが痛ましげな眼差しを向けていることに気づき、シャノはかぶりを振った。

「……俺なら大丈夫だ。親父のところへ行くぞ。親父のところなら、多くの兵が集まっているはずだ」

　充分な兵力にシャノの魔法を加えれば、敵の混乱を誘い、一気に押し返すことができる。逆転の目はあるはずだ。

「はい……陛下は謁えつ見けんの間にいらっしゃるはずです。急ぎましょう！」

　プラムを連れ、シャノは部屋を飛び出した。




　煙に覆われた廊下は、城内の構造を熟知しているシャノですら迷いかねないほどに視界が悪い。

　方向感覚を失わないように、そして何より敵の気配を見逃さないように、神経を研とぎ澄すませながら走り続けた。

　廊下にはいくつもの死体が転がっていた。兵士のものがほとんどだが、メイドや料理番など、非戦闘員の死体も数多く含まれていた。

「……っ」

　同僚の変わり果てた姿を目撃するたび、プラムが息を詰まらせる。

　シャノにとっても、メイドは顔見知りばかりだ。とても平静ではいられなかった。

「なんでだ……なんで、ここまでしやがる……！」

　兵士ならともかく、非戦闘員まで虐ぎやく殺さつする必要はないはずだ。しかし殺された者たちはみな胸や首を切り裂かれており、傷跡から明確な殺意が感じられる。

　シャノはさしたる正義感など持ち合わせていないが、メアルを殺されたことに加え、女たちまで手にかけられ、私し怨えんの炎が胸の中で燃え始めた。

　これ以上の犠牲を出さないためにも、一刻も早く父たちと合流しなくては。

「殿下、もうすぐです……！」

　プラムに言われるまでもなく、シャノは目的の扉を捉えていた。

　謁見の間へ続く扉は、半開きになっていた。

　嫌な予感がする。

　半ば体当たりするようにして、二人は部屋の中へ飛び込んだ。




　広間は、一面血の海と化していた。




　これまで廊下で見てきた数を凌りよう駕がするほどの、大量の死体の山。

　敵味方を問わず、何百という死体が転がっている。

　その中にあってなお、最初に目を引く場所──玉座の上に、グライガは坐っていた。

　腹の風穴から血を流し、目を閉じた姿で。

「……親父……」

　死んでいる──？

「本当に……死んでるのか……？」

　頭では理解できる。しかし、心が理解を拒こばんでいた。

　この男が簡単に死ぬわけがない。この、蛇へびのようにふてぶてしい男が──。

「──殿下、下がって!!」

　無防備に玉座へ歩み寄るシャノを、プラムが横から突き飛ばす。

　次の瞬間、金属の打ち合う衝撃音が響いた。

「くう……っ！」

　左右の手にナイフを構えたプラムが、苦しげに呻うめいて後ずさる。横合いから飛び出してきた何者かの一撃を、シャノをかばって受け止めたのだ。

「ほう。俺の剣を受けるとは……他の雑兵どもよりは戦えるようだな。女」

　それは、真紅の鎧を纏う、大柄の男だった。

　いや──その鎧は本来、紅くはないのかもしれない。男の全身にこびりついた返り血が、手足や髪、顔に至るまでを紅く染めていた。

　この男がグライガを殺したのだ。直感的にそう思った。

「合わせろ、プラムッ!!」

　シャノの行動は素早かった。合図と同時に、男に向けて魔法を発動させる。

　お前の両脚は折れた！　激痛が全身を貫く!!

「……！」

　男は一瞬よろめいて──姿勢を崩しながらも、踏みとどまった。

（倒れない!?）

　シャノは驚きよう愕がくした。一瞬とはいえ、確かに激痛の記憶を与えたのに──。

「行きますっ！」

　プラムが後ろへ跳ぶと同時、手元のナイフを放つ。












　矢のように放たれたナイフを、しかし男はサーベルの一振りで打ち落とした。

　信じられない。シャノの魔法で隙すきを作ったにもかかわらず、プラムのナイフに対応できるとは。

「殿下、お怪我はありませんか？」

「俺の心配はいらねえ。それより、こいつ……いったい何者だ？」

　プラムに答えつつ、正面の男を見据えた。

　男もまた、油断のない目でシャノを睨む。その瞳が昏くらい輝きを宿した。

「今のは……魔法？　そうか、貴様がそうなのか。魔女の子……！」

「何のことだ？　名を訊いてるつもりなら、そっちが先に名乗れ」

　シャノは広間の中を睥へい睨げいした。他に生きた兵士の姿は見えない。

　国王の護衛は精鋭揃いだ。現に、ここへ攻め込んだゾロディアの部隊は、一人を残して全滅している──だとすれば、残ったこの男は何者だ？

　男は低い声で嗤わらって、答えた。

「ゾロディア王国第一王子、ギル・ゼドファング」

「王子だと……？」

　予想だにしない答えだった。

　今回の遠征軍がどのような編成なのかは知らないが、火を放った城に王族が自ら乗り込むなんて、そんな非常識な戦い方があるだろうか。

「貴様は魔女の子、シャノだな。捜したぞ」

　思わぬ指摘に驚かされた。

　こいつ、俺のことを知っている？

「俺を捜したって……どういう意味だ？」

「そうだ。俺は貴様を追っていた……確実に、俺の手で息の根を止めるために!!」

　言い放って──ギルは、サーベルの尖せん端たんで自らの左掌を突いた。

　傷口から血が溢あふれ、絨毯へと滴したたり落ちる。

「……？」

　意味のわからない行動だった。

「恨まれる覚えはねえが……少なくとも、こっちにはお前を恨む理由がある。女たちの仇かたきだ!!」

　この男が本物の王子かどうかはわからない。だがどちらにしても、記憶を改竄して味方につければ利用できるし、無防備にしてから殺すこともできる。

　ギルの記憶をセレン王国の一兵卒に書き換えるべく、強く念じた。

　果たして──、




「今、何かしたか？」




　平然と、ギルは嘲ちよう笑しようを浮かべていた。

「……え？」

　シャノは愕がく然ぜんとした。

　馬鹿な──オーバーライトが、効かない？

「何かしたのかと……訊いているッ!!」

「くっ!?」

　振り下ろされた刃を、飛びのいてギリギリでかわす。

　……魔法が、効かない!?

「殿下に手出しはさせません！」

　新たなナイフを取り出したプラムが、ギルに跳びかかる。

「待て！」

　シャノは制止したが、わずかに遅かった。

　ギルは自らプラムの懐へ踏み込み、プラムの喉のどを左手で鷲わし摑づかみにした。

「あ……ぐ、ううっ……！」

　体を宙に持ち上げられたプラムが、苦しげにむせ返る。

「プラムッ！」

「動くな」

　ギルはシャノを睨み、告げた。

　プラムを人質にするつもりかと思ったが、そうではなかった。

「貴様は女が大事らしい……この女が死ぬところを見せてやろう。自分の無力さに絶望するがいい」

　ギルのサーベルの切っ先が、プラムの胸にあてがわれる。

　シャノは床を蹴って跳んだが、距離が遠すぎた。

　間に合わない──!?




　刹せつ那な、城が崩壊したかのような、すさまじい揺れがシャノたちを襲った。




「な、何っ!?」

　ギルが体勢を崩し、膝をつく。

　その手から解放されたプラムを、シャノは素早く抱き起こした。

「立てるか、プラム？」

「けほ、けほ……っ、は、はい……でも、この揺れは、いったい……」

　その時、広間の揺らぐ轟音をも上回るような、重低音の哄こう笑しようが響き渡った。

　声の主は玉座から、血走った目でシャノたちを見下ろしていた。

「死ぬ時は……玉座の上でと、決めておった。故に、こういう用意もある……」

　玉座の肘かけに隠されたレバーを操作しつつ、グライガはニヤリと笑った。

「この……死にぞこないがァァッ!!」

　ギルがサーベルを振りかぶり、グライガに襲いかかる。

　その隙に、シャノはプラムに肩を貸して立たせる。

　直後、更に揺れが激しくなった。

　天井がひび割れ、円柱が傾く。どうやら罠の発動によって、謁見の間が崩ほう壊かいを始めたようだ。

「行けい、シャノ!!」

　血を吐くようなグライガの声が、シャノの背を押す。

「生き延びろ、我が、息子よ──」

　振り下ろされたギルの剣が、王の言葉を刈り取った。

　シャノとプラムは振り返らなかった。互いを支え合いながら、崩壊する謁見の間を飛び出した。

「待て！　貴様ぁ……！」

　ギルの声は、降り注ぐ瓦が礫れきの音にかき消された。

　廊下も余波を受けて揺れているが、崩壊しているのは謁見の間だけのようだ。しかしいずれにしても長居はできない。

「走るぞ！」

　叫んで、シャノはプラムの手を取った。

「はい……お供します、殿下！」

　力強い同意に後押しされて駆け出す。

　そこから先は、どこをどう走ったのかよく覚えていない。

　煙の中を無我夢中で駆け、敵に出会えば魔法とナイフで処理する。

（この程度でくたばってたまるか。俺は……）

　メアルや、殺されたメイドたちの姿が脳のう裏りに浮かぶ。

（守り抜くんだ。俺の大切な女を、これ以上誰にも好き勝手にさせねえ！）

　強い想いが脚を動かし、シャノは炎と黒煙の中を、プラムと共に駆け抜けた。




　気づけば、シャノとプラムは王都の外へ出ていた。

　王都の裏手、城を見下ろせる小高い丘の上だ。

　いつの間にか陽は傾き、夕焼けが辺りを照らしていた。

　近くにゾロディア軍の気配はない。そう確かめてようやく、シャノは膝をついた。

「殿下……っ、はぁ、はっ……お怪我は、ございませんか……？」

「煙のせいで喉が痛むが、無傷だ。プラムの方こそ、平気か？」

　問い返すと、プラムは木によりかかったまま頷いた。シャノを心配させまいとしているのではなく、本当に無事のようだとわかる。

「……ですが、殿下……王都は……」

「ああ……わかってる」

　振り返り、炎に包まれた王都を見下ろす。

　もう城へ戻ることはできない。

「……くそっ！　俺が自由に動くことさえできれば……全員じゃなくても、誰かは救えたはずだ。メアルだって、城のメイドたちだって……！」

「殿下……ご自分を責めないでください」

「責めてるわけじゃねえ。ただ……悔しいんだ」

　女たちが無む惨ざんに殺されている間、シャノは部屋から出ることさえできなかった。

　こんなことは二度と繰り返したくない。

　──では、繰り返さないために、必要なものは？

「……決めたぞ、プラム。俺は、国を興す」

「殿下……？」

「誰にも邪魔されず、惚ほれた女を守って生きていくには力がいる。権力もだ。だから、俺は自分の女たちと幸せに生きていくための国を作る」

　確かな決意を口にして、シャノはプラムに向き直る。

「……城が炎上した今、お前は自由だ。そのうえで、改めて言うぞ──プラム・エースウィート。俺と一緒に来い。お前のこれから先の人生を、俺にくれ」

　シャノの求めに、プラムはきょとんとして。

　ほんの少しの間を置いて──くすっ、といつものように微笑ほほえんだ。

「……女たち、って言いましたけど。浮気の宣言ですか？」

「浮気じゃない、本気だ。俺が惚れた女は全員幸せにする。答えを聞かせてくれ」

「しょうがないですね、なんて……もちろんです。これからも精一杯、あなたのために尽くしますから──お傍に、置いてください」

　肯定とともに、プラムは柔らかく微笑む。

　必ず、この笑顔を守り抜いてみせる。

　残照の下、抱きしめた華きや奢しやな体から伝わる温もりに、シャノは想いを誓ちかった。





　　　＊　＊　＊






「……それから俺たちは近くの村へ落ち延びて、エレインと出会ったわけだ」

　大まかな経緯を説明して、シャノはそう締めくくった。

　馬を操っていたエレインが、眉間に皺を寄せてシャノを睨んだ。

「とりあえず、シャノが最低のゲスだということはよくわかった」

「おい、変なまとめ方をするな。誰が最低のゲスだ」

「お前だ、お前！　そんなにもプラムが尽くしてくれているのに、他の女に目移りするとは信じられん！　人の純情を何だと思っているんだ、このクズが!!」

　並んで馬を歩かせていたプラムは「いいんですよ。慣れてますから……」と、遠い目をして呟いた。

　話を終えて、エレインからシャノへの評価は瞬く間に地に落ちたようだった。

　プラムと事に至る寸前までいった件についてはさすがに伏せておいたのだが、もし話していたら、この程度では済まなかっただろうなと思う。

「それより、エレインさん。そちらの近況も教えていただけませんか？」

　プラムが話を戻すと、エレインは照れくさそうに咳払いをして、

「そうだな、すまん……国境での戦いには私も参加していないから、持っている情報は二人と変わらん。だから、王都が陥かん落らくした日のことを話そう」

　馬の歩く速度を緩めて、エレインはゆっくりと話し始める。

「陥落前夜、王都をゾロディア軍が包囲してから、夜明けまで睨み合いが続いた。私はその翌朝から、城門の守りについていたんだ」

　話しながら、エレインは苦虫を嚙み潰したような顔になった。

「朝のうちに、城や城下町のあちこちから一斉に火の手があがった。同時に内側から門が開けられた」

「内側から？　……そうか。それで、あんなに早く王都が陥落したのか」

　初めて耳にする情報に驚きながらも、納得のいく話だと思った。どんなに堅けん固ごな門でも、内側から開けられてしまえば意味がない。

「だが、いったい誰がやったんだ？」

「誰が、という規模ではない。門を開けたのも、火を点けたのも、セレン王国の兵士や将校……そして、王子たちの手によるものだった」

「王子だと!?　どの王子だ？」

　質問を重ねるシャノに、エレインは言いづらそうに目を伏せた。

「第一王子レグルス殿下と、第二王子ライズ殿下。他にも多数の兵士が動いていた。彼らは味方を斬って強引に開門し、開門後は我々に攻撃を仕掛けてきた」

「……王族がセレン王国を裏切った、っていうのか？」

「違う！」

　エレインは感情的に否定してから、我に返ったように沈んだ声で続ける。

「……王族の事情はわからない。しかし、あの時私たちを攻撃してきた部隊の中には、私の同どう僚りようもいたんだ。あいつらは正気じゃなかった。目は虚うつろで、呼びかけても応えなくて……まるで、何かに操られているようだった」

　エレインの説明に、ようやく〝妙なこと〟と言った意味が理解できた。オーバーライトの魔法も、相手を正気ではなくすものだからだ。

「そんな混乱の中で、ゾロディア軍に対応できるはずもない。我々の部隊は瞬く間に瓦が解かいした」

「……だろうな。城まで攻め込まれるのも、あっという間だったし」

〝城〟という単語で思い出したのか、「そういえば」とエレインは呟いた。

「シャノとプラムが交戦した相手だが、おそらくゾロディアのギル王子本人で間違いない。国境での戦いでも、王都へ攻め込む時にも、先陣を切っていたという」

「あいつはまだ生きてるのか？」

「無事だと聞いている。おそらく軽傷で済んだのだろう」

「そうか……」

　結局、あの罠は足止めにしかならなかった。逆に言えば、グライガは最後の意地で、シャノたちを助けてくれたのだ。

「……ギル王子について、他に知ってることは？」

　シャノの魔法が効かなかったことも含め、奴はどうしても気にかかる。

「いや。すさまじく腕が立つという噂うわさは耳にするが、そもそもセレン王国とさほど深い関わりのある人物ではないはずだ。セレンを恨む理由に心当たりはないな」

「違う……何か理由があるはずだ」

　そうでなければ、ああも憎しみに駆られて戦えるわけがない。

　しかし、詳しく知らないエレインにこれ以上訊たずねたところで仕方がない。

　エレインも「少し脱線したが」と一言挟んで、話を戻す。

「私個人はしばらく持ち場で踏みとどまったが、乱心した同僚を斬ることはできなかった。命令系統が崩壊していたので、やむなく独断で城へ引き返そうとした。しかしその時にはもう、城も炎上していたんだ」

「それで、どこに行くこともできず、王都を脱出して放ほう浪ろうしていたわけか」

　シャノが言葉を引き取ると、エレインは小さく頷いて、手た綱づなを強く握にぎり締めた。

「……騎士の恥だ。先祖に合わせる顔がない」

「一時の恥は復ふく讐しゆう戦せんで拭ぬぐえばいい。少なくとも、生きていればその機会はある」

　率直な意見を口にすると、エレインは自嘲ともとれる笑みを浮かべた。

「……そうだな。今は後悔している余裕などない。セレン王国の生き残りと合流して、雪辱を果たすことが私の務めだ。先を急ぐとしよう」

　どうやら、シャノの言葉を励ましと解釈したらしい。

　無理に笑顔を作ると、エレインはプラムと今後の道のりについて話し始めた。

　シャノはぼんやりと、王都で何が起きたのかを考えていた。

（裏切り……だが、兄貴たちが国を裏切る理由はない。見返りがあったならまだしも、王族は全員戦死もしくは処刑されたって噂だ）

　一方で、エレインが噓をついているとも思えない。

　だとすれば、考えられるのは……。

（……今は情報が足りないが、何かが起こっていたのは確かだ。これからゾロディア王国とやり合う以上、その背景を明らかにする必要があるな）

　いずれにしても、セレン王国の敗残兵と合流してからの話だ。

　敗残兵たちをまとめている人物と、うまく連携できればいいのだが……魔女の子であるシャノは、警戒あるいは敵視されることだって有り得る。

（……いや、会う前から後ろ向きに考えてても仕方ない）

　メアルたちのような犠牲を、これ以上出すわけにはいかない。いざとなれば、どんな手を使ってでも、こちらに協力させてやる。

　誓いを新たにしようと、懐を探り、メアルの遺品であるティアラを取り出す。

「……ん？」

　まじまじとティアラを見て、ふと気づいたことがあった。

　飾りの隙間に、小さく丸めた紙し片へんがねじ込まれている。

　紙片を広げると、急いで書いたような崩れた字で、ある一文が記されていた。

「……なあ、プラム。お前はメアルの遺体を、遠目に見ただけだって言ったな？」

「えっ？　はい、そうです。服装や背格好から、きっとメアル様だと……」

「違うな。それはメアルの遺体じゃない」

　シャノの手元の紙片には、こう書かれていた。




　ガースロム公国まで、パーティーに行ってきます。




　パーティー。仮装パーティー。変装したシャノをダーレンが評した言葉。

「──はっ」

　全てを理解して、シャノは思わず笑い声をあげていた。

　おそらくメアルは逃げる時間を稼ぐために、背格好の近い遺体と服を交換したのだ。まったく、逞たくましいことをしてくれる──。

「まだ生きてる……メアルは生き延びて、先に西へ向かったんだ」

　それなら、合流をためらう理由はない。ゾロディアの手が及ぶ前に助けてみせる。

　驚きに目を丸くしているプラムとエレインに、シャノはニヤリと笑って命じた。

「急いで西へ向かうぞ。メアルと力を合わせて、ゾロディアのカスどもを叩き潰す!!」













　セレン王国の王都がゾロディア軍の手に落ちて、数日が経った。

　交通の要よう衝しようにして国内最大の市場を有していた王都の陥かん落らくは、近隣の町や村で暮らす人々の生活にも少なからず悪影響を及ぼした。

　だが、影響を受けただけで済んだ者たちは、まだ幸せな方であった。

　ゾロディア軍の手で滅ぼされた町も、決して少なくはなかったのだから。




　町は燃えていた。

　ゾロディア軍に包囲され、ただちに降こう伏ふくしたにもかかわらず、火を放たれたのだ。

　町民たちは焼け落ちる建物の間を縫ぬって逃げ惑うも、包囲の網あみから抜け出せず、次々と捕らえられていく。

　捕らえられた者たちの末まつ路ろは二つ。

　その場で殺されるか、ギル・ゼドファングの前に引きずり出されて殺されるか──。




　正門前。

　侵攻部隊の本陣に連行され、ギルの前に引きずり出された壮年の男は、ギルの姿を見るなり悲鳴じみた声を漏もらした。

「……あ、あなたが、ギル王子……？　どうしてゾロディアの王族が、直接軍を率ひきいて町を襲うんです……」

「貴様らセレンの民を根絶やしにするためだ。他ひ人と任まかせにはできんな」

　ギルがサーベルを振り上げると、男は「ひっ」と喚わめいてのけぞった。

「た、助けてください！　家にある金目の物は全て差し上げます、ですから──」

　振り下ろされたサーベルが男の首を刎はね、彼の言葉と命を刈り取った。

　別の方向から、息を呑んだような短い悲鳴があがる。

「次は、女か」

　呟つぶやいたギルの前に、兵士たちが一組の姉妹を突き出した。

　端たん整せいな顔立ちの姉妹だった。どちらも少女から女へ移りゆく年頃で、穢けがれを知らない新しん雪せつのように儚はかなげな美しさを備えている。

　周囲を取り巻く兵士たちから、下げ卑びた歓声があがった。

　姉妹は固く身を寄せ合っていたが、やがて姉の方が意を決したように前に出た。

「い、妹は……見逃してください。妹を助けてくださるなら、何でもします」

「ほう……？　では、俺が悦よろこぶことをやってみせろ」

「……っ。な、何をすれば……？」

「自分で考えろ。上手くできたら、妹の方は逃がしてやる」

　突き放すギルの言葉に女は身を硬くしたものの、やがて自分からギルの前にひざまずいた。

「……つ、拙つたない身ですが……精一杯、ご奉ほう仕し……させてください……」

　消え入りそうな声で告げて、女はギルの腰に手を伸ばす──。




「汚い手で触るな」

　どずっ、と肉の裂ける音が響いた。




　自分の腹に突き立てられたサーベルを、女は緩かん慢まんな動作で見下ろした。

「……あ……あ、あぐっ……ぎ、あぁぁっ!!」

　悲鳴をあげて、女は崩れ落ちた。鮮せん血けつの溢あふれ出る傷口を押さえ、体を二つに折って地面をのたうち回る。

　女の胸を踏みつけ、ギルは肩を揺らして嗤わらった。

「クククッ……いいぞ、そうだ。痛みにのたうち、呻うめきながら死んでいけ！　貴様らの断だん末まつ魔まが、天上の音楽にも勝る悦びを俺に与える!!」

　もがき苦しむ姉の姿に、後ろで見ていた妹がパニックを起こした。

「お、お姉ちゃん……いや……いやああぁぁっ!!」

　泣き声をあげ、地を蹴って逃げ出す──だが、包囲の中逃げ出せるはずもなく、すぐに取り押さえられた。

　兵士が妹を引きずって連れてくる。姉の方は既すでに絶命していた。

「お前の姉は、お前を助けるために命すら投げ出したというのに……肉親を見捨てて逃げ出すとは。やはりセレンの民は、虫ケラにも劣るクズだな」

「い……いや……助けて……っ」

「では、貴様のようなクズでもできる課題を与えてやる……『助けてください』と言ってみろ。一度でも言えたら、見逃してやろう」

　ギルの言葉に、少女は一瞬呆あつ気けに取られたものの、すぐに声を発した。

「た、たすけ──」

　言い終える前に、ギルの右手が少女の首を摑んだ。

　喉のどを握り潰すようにぎりぎりと握力をかけながら、少女の体を持ち上げる。

「ぐ……か、はっ……！」

「どうした……？　言うだけでいいんだ。さあ、言え」

「かっ……け、ふっ。た、たす……て……く、だ……」

　骨の砕ける音。

　ありえない方向に首がねじ曲がった少女の死体を、ギルはゴミのように放り捨てた。

「遊びにも飽きた……建物を全て焼き払え。住民は一人残らず殺せ」

　ギルは近くの兵士に命じたが、返事はなかった。

　その兵士だけでなく、周囲にいた兵士たちのほとんどが、無む惨ざんな死を遂げた姉妹を見下ろし、顔色を失っている。

「……聞こえんのか？　その耳が飾かざりなら、永遠に聞こえないようにしてやろうか」

「ひっ……！　も、申し訳ありません、殿でん下か！　ただちに！」

　泡を食ったように答えて、兵士は駆けていった。

「……やはり、雑魚どもを何匹殺したところで、渇かわきは癒いえん……」

　他の誰にも聞こえない声量で、ギルは呟いた。

「シャノ・アトロシアス……貴様の命を絶たなければ……」













　西へ向かう道中、シャノたちは休きゆう憩けいや補給を兼かねていくつかの町に立ち寄った。

　情報を集めるうち耳にした噂うわさは、いずれもシャノの予想を裏付けるものだった。

「死亡した王族のうち、メアルだけが偽者だった」

「偽ぎ装そうに気づいたゾロディア軍は、メアルの首に賞金をかけて捜そう索さくを行っている」

「西へ逃げた敗残兵の中に、メアルの姿もあった」

　このような噂を行く先々で耳にするたび、シャノは気がはやる思いだった。

　ゾロディア軍は王都の守りに一定の人数を割くため、すぐにはメアルを追えないはず。頭ではそうわかっているのだが、気持ちが落ち着かない。

　馬を走らせること十日。

　シャノたちはようやく、目的の城じよう塞さいへ辿り着いた。




　メフェスは、セレン王国の北西地方、ガースロム公国との国境付近に位置する城塞都市である。

　国内では王都に次ぐ人口規模に加え、堅けん固ごな城壁を備えた大都市だ。

　ゾロディアの侵攻に晒さらされている今、城には厳げん戒かい体たい制せいが敷かれており、簡単には城内へ入れないようになっている。

　しかし、身分の確かな者がいれば話は別だ。

「王宮騎士エレイン・アークブレイド様、確認が取れました。お入りください」

　城塞の門番が言い、ほどなく門が開かれる。

「うむ。ありがとう」

「それと、旦那様とお付きの方も、ご一緒にどうぞ」

　門番はシャノとプラムを順に見やって、丁てい寧ねいに促うながす。

　エレインは何か言いかけて、言葉を飲み込んだ。

　馬を引いて門をくぐりながら、他の人間には聞こえない音量で文句を言う。

「シャノ……いつからお前が私の夫になった!?」

「気にすんな。どうせ遅かれ早かれ、お前は俺のものになるんだから」

「通行がスムーズなのはありがたいですけど、どう考えても殿でん下かの私し情じようですよね」

　プラムまで加わってきたが、シャノは聞こえないフリをした。

「それより、メアルのところへ急ぐぞ」

「そう簡単に会えるのか？　相手は姫様だ。もし噂が真実なら、王家唯一の生存者でもある。周りの者が通してくれるかどうか」

「メアルは俺の妹だぞ。兄貴が妹に会うのに、周りの許可などいらん」

「……おい、シャノ。くれぐれも……」

「わかってるよ。何事も穏おん便びんに、だろ」

　釘くぎを刺さすエレインに答えたのとほぼ同時、再び門が開いた。

　けたたましいラッパの音が鳴り響く。

「きゃ……っ!?」

　耳を押さえたプラムが困こん惑わくの声をあげ、シャノも何事かと振り返る。

「ガースロム公国第二公こう子し、ロゼム・マディン・ガースロム様の御お成なりぃぃっ!!」

　雄お々おしい声とともに、金色の馬車が城門をくぐった。

　四頭立ての巨大な箱型馬車で、骨組みから車輪に至るまで黄金でできている。端はし々ばしに施ほどこされた装そう飾しよくが日光を乱反射して、目に痛いほどの輝きを放っていた。

　その輝きにも劣らぬ満面の笑みを浮かべた侍じ女じよたちが、御ぎよ者しやの両隣に立って辺り一帯へ紙吹雪をばらまいている。

　ラッパが奏かなでる行進曲のリズムに乗せて、馬車の窓から若い男が手を振った。

「ハーッハッハッハ！　ごきげんよう、セレン王国の諸君！　僕がガースロム公国第二公子、ロゼム・マディン・ガースロムだ──!!」

　アホが来た。

　シャノは思った。

「で……殿下。なんですか、あの痛々しい人は……？」

「名乗った通りだろう。ガースロム公国の公子様だ」

「そうじゃなくて……あの馬車といい紙吹雪といいラッパといい本人といい……」

「絵に描いたようなアホだな」

　ガースロムの公子──公国を治める公こう爵しやくの息子が来たこと自体は、予想の範はん疇ちゆうだ。

　メアルたちがこんな国境付近まで逃げてきたのは、同盟国のガースロム公国に援軍を要よう請せいするためだろう。その交渉相手が、今到着したというわけだ。

（だが、今の名乗り方……他国へ外交に来た奴の態度じゃねえな）

　冷静に分析するシャノの横で、愕がく然ぜんとしていたエレインが、やがて怒りに震える声を漏もらした。

「な……なんだ、あの男は！　このような訪ほう問もんの仕方、節度がないにも程があるぞ！」

「聞こえるぞ。いいから下がれ。絡からまれると面倒そうだ」

　シャノたちは脇わきに退いて馬車の進路を空けた。しかし、少し遅かったようだ。

「そこの女騎士！」

　馬車のドアが開き、ロゼムが軽やかなステップで降り立った。

　ロゼムは背の高い、二○代半ばくらいの男だった。切れ長の瞳ひとみは揺るぎない自信に溢あふれ、世界の全てを舐なめくさったような不ふ遜そんさを醸かもし出していた。

　兄たちと同じ目だ。直感的にシャノは身構える。

　一方、エレインは騎士としての振る舞いを取り戻していた。

「……王宮騎士エレイン・アークブレイドと申します。ロゼム公子」

「おや？　僕の顔を知っているのか？　ハハハハ、参ったなぁ！　隣国の騎士にも敬愛されているとは、これではセレン王国の王家に嫉しつ妬とされてしまうよ！」

「いえ、あの……先ほどご自身で名乗っておられましたので」

「え？　……なんだ、興きよう醒ざめだなあ。ぬか喜びさせないでくれよ。礼儀のなってない騎士だ」

　ロゼムは態度を一変させ、大げさに肩をすくめると、無遠慮な目でエレインをねめつけた。

「まあ、無理もないか。見るからに教養のなさそうな顔だ。王宮騎士なんて所詮、食い詰めた没ぼつ落らく貴族の寄せ集めだからねえ」

「……っ！」

　エレインが身をこわばらせる。

「何にせよ、せっかくならレディに案内される方が気分がいい。僕を王女殿下のところまで連れて行ってくれ」

　ロゼムは唇くちびるを歪ゆがめて笑うと、懐ふところの革袋から金貨を一枚取り出し、指で弾いた。

　エレインの足元に転がったそれは、ガースロム公国の金貨だった。

「駄賃だ。這はいつくばって拾いたまえ」

「なっ……！」

「お、落ち着いてください、エレインさんっ」

　侮ぶ辱じよくを受けて顔を真っ赤にしたエレインを、プラムがなだめる。

「ん～？　何だい、その反応は。僕はセレン王国の危機に、救援を求められてわざわざ駆けつけたんだぞ？　その僕の厚意を無む下げにするつもりなのか？」

「わ……私は……」















「テメエが這いつくばれッッ!!」




　シャノはロゼムの頭を摑むと、全体重をかけて地面に叩きつけた。

　あまりの勢いに、もうもうと砂さ塵じんが舞う。

　周囲にいた兵士たちは、みな口をあんぐりと開けてシャノの方を凝視している。

「……ロ、ロゼム様ぁぁっ！」

　ピクリとも動かないロゼムに、黄金の馬車を取り巻く兵士たちが駆け寄ってくる。

　シャノはロゼムから離れ、エレインを指差した。

「俺の女を辱はずかしめた奴はこうなる。どうだエレイン、惚ほれ直したか？」

　エレインはこちらを見ていなかった。

　ただ頭を抱えて、呻うめくような声を漏らした。

「……シャノの奴はさっき〝何事も穏便に〟と言わなかったか？」

「空耳でしょう」

　とうに慣れきった様子でプラムが応じた。




　駆けつけた衛えい兵へいによって、シャノたちは牢ろう屋やに放り込まれた。

　素す性じようを明かせばかえって混乱を招きかねない、と思って大人しく従うことにしたが、シャノは早くも自分の選択を後こう悔かいしつつあった。

「ひどくカビくさいな、この牢屋。しばらく使われてないんじゃねえか」

「道具があれば、お掃そう除じしたいところですけどね」

「せっかく自由の身になれたと思ったら、虜りよ囚しゆうへ逆戻り。しかも部屋のグレードは大幅ダウンときたもんだ。こりゃ素直に名乗った方がマシだったかな」

「ふざけている場合か!!」

　思い思いの感想を言い合うシャノとプラムに、エレインが声を荒らげた。

「シャノ！　仮にも相手は同盟国の貴族だというのに、よくもあんなことを……！　私が何のために我慢していたか、わかっているのか!?」

「ちょっと我慢した方が、あいつをぶっ飛ばした時スカッとするからだろう」

「違うわ、ド阿あ呆ほッ!!」

「仕方ねえだろ。いくら我慢強い俺にだって、限度ってものがある」

「その我慢強い人は、つい先日も実の兄を殴り倒して問題になったはずですけど」

「さあ？　そんな昔のことは忘れたな」

　シャノは素知らぬふりで、プラムの冷ややかな目をかわした。

「まあ、手は打ってある。心配するな」

「そういう問題では……！」

　言いかけて、怒鳴り疲れたのか、エレインはその場にへたりこんだ。

　ぐぎゅるるるる、と狙い澄すましたようなタイミングで腹が鳴る。

「…………腹が減った……」

「城塞に着いたら食事するつもりで、急いで来ましたからね」

「エレインが一日五回も六回もメシ食うから、保存食がカラになったんだぞ」

　指摘すると、エレインはたちまち顔を火ほ照てらせた。

「う、うるさい！　その分、道中ではしっかり護ご衛えいとして働いただろうが！」

「別にいいんだが……どういう体してんだ、お前」

　エレインの外見からは想像もつかないような怪力は、この燃費の悪さによって支えられているのかもしれない。

「でも、よく働いて頂けたのは本当ですよ。野宿の時も、毎晩遅くまで見張りに立ってくれましたし」

「そういえば、俺はエレインが寝てるところ、見たことねえな」

「貴様のような色しき魔まの前で無防備に寝姿を晒すほど、私は愚おろかではない」

　きっぱりと言われてしまった。

　魔法でエレインを辱めたことのある身としては反論できず、シャノは話をそらした。

「ま、腹を立てると腹が減るってな。俺もあのロゼムって奴にムカついたせいで、腹が減ってきた。早く解放して欲しいもんだ」

「……別に、お前が怒る必要はない。ロゼムの言っていたことは事実なのだから」

　急に消沈した様子で、エレインは呟つぶやいた。

「私の……アークブレイド家のことは知っているか、シャノ？」

「知らんが、俺の女の実家に関する話なら、立場上知っておきたいな」

「いい加減にしないと斬るぞ、貴様」

　エレインは低い声で脅おどしをかけてから、気を取り直して話し始めた。

「私が幼い頃、アークブレイド家は子し爵しやく家だった」

「子爵家？　貴族だったのか？」

　明かされた身分に、シャノは眉をひそめた。

　貴族は一般に、自分の領地を持ち、領民を従える支配階級だ。

　一方で王宮騎士は、身分こそ平民より上ではあるが、あくまで王に仕える戦士階級だ。貴族よりは遙はるかに格下になる。

「七代続いた由ゆい緒しよある家系だった。しかし……ある理由から領地を手放すことになり、家は没落。路ろ頭とうに迷うことになってしまった」

　エレインはどこか遠くを見るような目で言った。

「幸い、私は武芸の才を見出され、王宮騎士の位を頂くことができた。家の零れい落らくを陰かげで笑う者も多いが……つまり、誹ひ謗ぼうには慣れているんだ。あまり気にするな」

「……ある理由、ってのは？」

　シャノが問うと、エレインは不意にプラムへ視線を投げかけた。

　目が合ったプラムが、びくりと小さく肩を震わせる。

「その様子だと、プラムは我が家の事情を知っているようだな」

「……はい。メイド同士の噂話、程度ですけど」

「だそうだ、シャノ。その先はプラムに尋たずねてくれ。あまり、自分の口から話して気持ちのいいことではない」

「何だ、それ。お前から言い出しておいて……」

　漏らした不平に、牢の外からの足音が重なる。

　シャノたちは反射的に立ち上がり、鉄てつ格ごう子しの外へ目を向けた。

　複数の足音が近づいてくる。どうやら二人のようだ。

　反響する二つの足音は徐々に大きくなり、シャノたちの牢の前で止まった。

　足音の主は、少女と白髪の老人の二人組だった。

　少女は鉄格子越しにシャノを見上げると、不敵な笑みを浮かべて言った。

「っ……やっぱり、ね。シャノだけは、死ぬわけないって……思ってたわ」

「だから俺宛てのメッセージを残したのか。良い判断だったな」

　ひどく久しぶりに感じられる、メアルのむくれっ面がそこにあった。

　しかし、妙に言葉がつっかえている。よく観察してみると、どうやら隠そうとしているようだが、肩の上下がやけに速い。

「お前、息切れしてるぞ。さては俺に会いたい一心で、途中まで走って来たな？」

「なっ!?　……バ、バカじゃないの!?　そんなわけないでしょ！」

　メアルは激しく首を振ってから、「そうじゃなくて」と話題を変えた。

「あんたがロゼム公子を摑んで叩きつけた、って報告を受けて来たんだけど」

「その通りだ」

「……はぁぁぁぁぁ」

　メアルは肺の空気を全て吐き出すような、やたらと深い溜ため息いきをついた。

「今回はなぜかロゼム公子がすごくご機嫌で、あっさり許してくれたからいいけど。二度とそんな真ま似ねしないでよね」

　メアルが目で合図すると、傍かたわらの老人が牢の鍵を開けた。

「ふぉっ、ふぉっ……」

　老人は立派にたくわえた白ヒゲを揺ゆらして笑った。

　深く刻まれた皺しわの奥から、優しげな瞳でこちらを見つめている。その目に、どこか見覚えがあるような気がした。

　しかし、今それよりも気にかかるのは、メアルの態度だ。

「何だよ、メアル。ロゼム公子って、あんな奴の肩を持つのか？」

「当然でしょ」

　メアルは背を向けると、肩越しにこちらを振り返って告げた。




「ロゼム公子は、私の旦那様になるんだから」




「………………は？」

　シャノの思考は停止した。




　城塞の大広間には、既すでに十名ほどの人数が集まっていた。いずれも頑がん健けんな体格の男たちで、玉ぎよく座ざへ続く真紅の絨じゆう毯たんを挟はさむようにして左右に並んでいる。

　シャノたちを先導するメアルが大広間に現れると、男たちは一斉にひざまずいた。

「王都の戦いでは、将の大半が戦死したわ。かろうじて逃げおおせた一部の者と、元々城塞の守りを任されていた者。逃亡中に運良く合流できた者──」

　メアルは玉座の前で立ち止まり、体ごとこちらへ振り向く。

　そうして静かに──あるいは当然のように──玉座へ腰を下ろした。

「残った将兵を取りまとめて、ここに結成されたのが……新生、セレン王国軍よ」

「新生……王国軍……！」

　シャノの傍らで膝をついたエレインが、感動の響きを込めて復唱した。

「それでは……王女殿下が国王陛へい下かのご遺い志しを継ぎ、セレン王国を取りまとめてくださるのですね！」

「そうね、……そのつもりよ」

　熱のこもったエレインの言とは対照的に、メアルの答えにはためらいがあった。

「ちょっといいか？　その前に確認しておきたい」

　シャノは玉座の前に突っ立ったまま、テキトーに手を挙げた。

　ひざまずいていた将兵たちが、怪け訝げんな目でこちらを睨にらむ。

　シャノのことを知らない者にとっては、さぞ不敬な態度に映るのだろう。

「俺はシャノ・アトロシアス。国王グライガと魔女の間に生まれた子だ。正統な王族じゃないが、メアルの異母兄弟にあたる」

　簡略的に名乗ると、今度はいくつもの驚きの声があがった。

「なんと……」「では、例の〝魔女の子〟が……？」

　いちいち付き合う気にもなれず、シャノは話を戻す。

「それで、確認したいんだがな。王家の生き残りはメアルだけなのか？」

「間違いありません。間かん者じやを放って確認させております」

　答えたのは、メアルの傍らに立つ老人だった。

「お前は誰だ？」

「申し遅れましたな。わしは、ドゥガン・イルクと申します」

「ドゥガン・イルク！」

　名を聞いて、ようやく思い出した。

〝セレンの謀将〟と謳うたわれた老ろう獪かいな戦術家で、過去にはゾロディア軍からの度重なる攻撃を食い止めた名将。

「戦史書で見たことがあるぞ、将軍。とうに隠居したと思ってたが」

「ほっほっ。陛下がこの老骨を必要と言ってくださるうちは、働き続けるつもりでおります。しかし……」

「その親父も死んだ。新生王国軍と簡単に言うが、反撃の手立てはあるのか？」

「ええ、無論。反撃のために我らはガースロム公国を頼り、こうして西へ落ち延びたのですから」

「そう、そこだ。俺が訊ききたいのは」

　きっぱりと言ってから、シャノはメアルを睨みつけた。

「メアル。さっき、ロゼムが旦那だとか言ったな。いったいどういう意味だ？」

「聞いての通りよ。私はあの人と結婚するの」

　メアルは表情を変えず、いささか早口に答えた。

「初耳だ」

「シャノは今日城塞に着いたばかりだから、そうでしょうね」

「本気で言ってるのか？　あいつはセレン王国を完全に下に見ている。あんな奴と結婚したら、お前が不幸になるだけだ」

「これは私が決めたことなの。王族でもない人間が口を挟まないで」

　シャノとメアルの視線が真正面からぶつかり合い、火花が散る。

　張りつめた空気を解きほぐすように、イルク将軍がわざとらしく咳せき払ばらいを挟んだ。

「……シャノ様。援軍の要請を受けて、ガースロム公国が出した条件……それは、メアル様がロゼム公子の妻となることなのです」

「イルク!?　それは秘密にする約束よ!?」

　突然の暴露に、メアルが慌てふためく。──だが、遅かった。

「……、……何だと？」

　一瞬のうちに、シャノの頭の中で何かが切れた。

「ははっ……城門での舐めた態度にも納得したぜ。こっちの弱みにつけ込んで、人様の妹に手ぇ出そうとはいい根性だ。あのゲス野郎!!」

「口をつつしみなさい、シャノ!!」

　かつてないほど強い口調で、メアルが叫んだ。

　感情をぶつけ合う二人に、周囲の将兵たちが色を失う。

　その時、広間の扉が重いきしみをあげて開いた。

「やあ！　やあやあ、元気にしていたかい？　我が妃きさきよ！」

　歌うような調子で現れたのは、渦か中ちゆうのロゼムだった。額ひたいに包ほう帯たいを巻き、ぞろぞろと多数の護衛を引き連れている。

「……これは、ロゼム公子。ご機嫌うるわしゅう」

「ハハハ、他人行儀な言い方はよしたまえ、メアル。あなた、とでも呼んでくれた方がしっくりくる」

　ロゼムは将兵たちの間をかき分けてメアルに近づくと、メアルの顎あごを指先で軽く持ち上げた。

「っ……こ、公子、何を……」

「立場をハッキリさせるのは早い方がいい。ちょうどセレンの者も集まっているようだし、ここで誓ちかいの口づけを交わそう」

　ロゼムはそのまま強引に、メアルの唇を奪おうとした──しかし、シャノがロゼムの肩を摑んだことで動きを止めた。

「……そのくらいにしておけよ」

「おお！　誰かと思えば、僕の命の恩人じゃないか！」

　ロゼムはシャノを見るなり、犬のように人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた。

　エレインが不思議そうに瞬まばたきを繰り返し、首をひねる。

「い、命の恩人……？」

「なんだ、気づいていなかったのか？　さっき城門近くで君たちに会った時、毒どく蜂ばちが僕の顔に留まったんだ。あの時彼がとっさに反応してくれていなければ、今頃……」

　身震いするロゼムを見やってから、エレインがこちらに訝いぶかしげな目を向けた。

「……おい。さっき〝手は打ってある〟と言ったのは……」

「ああ。このことだ」

　シャノは声を潜ひそめて頷うなずいた。

　元々単純な性格だからか、記き憶おく改かい竄ざんの効果は覿てき面めんのようだ。

　それに、このくらいの軽けい微びな改竄にとどめることにはメリットもある。

　人の記憶は曖あい昧まいなもので、後の印象や発言に歪められる。魔法の効果が切れても、「あの時、虫がいた」というロゼム自身の発言が記憶を作り変えるはずだ。

「自己紹介がまだだったな。俺はシャノ。メアルの兄だ」

「そうだったのか！　婚約者の兄に助けられるとは、奇縁なことだな」

「そのことだが、お前にメアルはやらん。国に帰れ」

「では、我が国からの支援もナシだ」

　ロゼムはいっそ爽さわやかなまでに即答した。

「勘かん違ちがいするなよ、シャノ君。今困っているのは君たち、セレン王国だ。お願いする側の立場というものをわきまえたまえ」

「セレンとガースロムは同盟国のはずだ」

「もちろん。だが、同盟は互いにメリットがあってこそ成立する。滅亡寸前のセレン王国を助ける以上、それ相応の見返りを求めるのは当然だろう？」

　シャノは声に出さずに舌打ちした。

　確かに、ロゼムの言うことは理りにかなっている。虫のいい話をしているのはこちらの方だ。しかし──。

「……メアル！」

　シャノが振り返って呼ぶと、メアルはびくりと肩を震わせた。

「お前の気持ちはどうなんだ」

「私は……お父様の代理として、なすべきことを……」

　まっすぐなシャノの言葉に、怯おびえたように目を伏せる。

「そういうことじゃない。お前自身の気持ちを訊いてるんだ」

　メアルは答えずに立ち上がり、回り込むようにシャノから離れた。

「……気分が優れないので休みます。ロゼム公子、話の続きはまた後ほど」

「おい！」

　シャノはメアルに手を伸ばしたが、周りの将兵たちによって阻止された。追うことを許される空気ではない。

　逃げるように立ち去るメアルを、シャノは黙って見送ることしかできなかった。

「僕も失礼するよ、シャノ君。しばらくこの城に留まるつもりだから、僕の気が変わらないうちに、君の口からも賛成の言葉を聞きたいものだね」

　嫌味な高笑いを残し、ロゼムは部下たちを引き連れて去っていった。

「……殿下。わたしたちも、客室を使ってよいとのことです。ひとまず休んで、旅の疲れを癒いやしませんか？」

　努めて明るい口調で、プラムが提案した。気を遣わせているようだ。

「ああ……そうだな」

　苛いら立だつ心を抑えつつ、シャノも努めて平静に答えた。

「…………」

　ふとエレインの方を見ると、どこか思案にふけるような表情を浮かべていた。




　その日は疲れもあって、最低限の食事を済ませるなり眠ってしまった。

　情けない話だが、多少は不貞寝という面もあったかもしれない。

　だから、自分の肩を揺さぶりながら呼ぶ声にも、シャノは当初ぞんざいな反応しか返さなかった。

「……起きて。起きてください、殿下……」

「ん……何だよ、プラム……まだ眠いっての……に」

　瞼まぶたをこすりながら薄目を開けて、シャノはそのまま凍こおりついた。

「ふふっ……おはようございます、殿下♪」

　ふるん、と白桃のような二つの膨ふくらみが揺れる。

　以前にも見た桃色の下着姿のプラムが、シャノの上で四よつん這ばいになっていた。豊かに実った胸の膨らみが、目の高さにある。

「……どうしたんだ、プラム？」

「殿下が悪いんですよ？　わたし、あの夜の続きをしていただける日を待っていたのに、ちっとも手を出してくれないんですから……」

　赤い瞳ひとみが、魔性の輝きを宿してシャノを見下ろす。

　その目を覗のぞき込むと、視線の矢で射抜かれたように甘い痺しびれが手足へと走り、胸の奥が急に高鳴り始めた。

「……本気か？」

「冗談でこんなことしません。わたしの全部を、殿下のものにしてほしいんです。それに、エレインさんだって……」

　プラムがベッドの脇を視線で促す。

　示された先を目で追うと、こちらも下着姿のエレインが立っていた。

「シャ……シャノ……」

　エレインは左右の手で白い下着を隠すようにしながら、所しよ在ざいなさげに視線をさまよわせていた。

　露あらわになった素肌にほんのりと赤みがさしており、顔に至っては茹であがったように真っ赤になっている。

「私のことも……お前の好きに、してほしい……」

「……いいのか？」

「だって……魔法で快感を教え込まれたあの日から、体が疼うずいて仕方ないんだ。城塞に着くまでの道中でも、お前の寝顔を見るたび、何度襲いたくなったか……」

　震える声で意思を告げると、エレインもベッドに膝立ちになった。

　二人は身を寄せ合って、シャノに近づいてくる。

　蜜みつのように甘かん美びな香りが鼻び腔こうをくすぐった。

「殿下……」

「シャノ……」

　ふたつの唇が迫ってくる。

　シャノは目を瞑つぶって、二人の想いが触れる瞬間を待ち構えた。




「でーんーか！　起きてください、もう朝ですよ！」

　突如耳元で響いた声とともに、世界が弾けた。




　窓から射し込む光と、小鳥のさえずり。

　早朝の冷たい空気に気管を刺激されて、シャノは上体を起こした。

「あ、やっとお目覚めですね。ゆうべはよく眠れましたか？」

　窓を背にしたプラムが、いつもの笑顔を向けてくる。

　着衣も普段通りのエプロンドレスで、一切乱れていない。

「……？　どうしたんですか、殿下。ぼーっとして」

「俺の夢を返せ」

「はい？」

「夢の続きだ！　服を脱いで俺の上に四つん這いになれ！　それからエレインも下着姿で連れてこい、今すぐにだ!!」

　言い終えるかどうかのうちに、頰ほおにプラムの平手打ちが炸さく裂れつした。




「……はあ、楽しい夢をご覧になっていたと。そうですか」

　シャノが夢の内容を説明すると、プラムは溜息混じりに頷いた。羞しゆう恥ちからか、頰に赤みがさしている。

「ああ。じつに気分が良かったぞ」

「こっちは気分最悪です。なんでわたしが殿下を襲うんですか。そんな痴ち女じよみたいなことできるわけないでしょう」

「したじゃないか。俺がダーレンを殴った日の夜」

「っ……！　あ、あれは、あのくらいしないと殿下がわたしの気持ちをわかってくださらないと思って！　決して欲求不満だったわけじゃありませんから！」

「そうかな？　俺は知ってるぞ。城にいた頃、お前が俺から取り上げたエロい本を毎晩読みふけって妄もう想そうに勤しんでいたことを……」

「ま、毎晩じゃありません!!」

　…………沈黙が降りた。

　当てずっぽうのつもりが、とんでもない発言を引き出してしまった。

　プラムもすぐに気づいたらしく、一瞬で耳まで沸ふつ騰とうする。

「……ってことは、何度かそういう日が──」

「わあああああああ!!　わあああああああっ!!」

　プラムは意味不明の叫びをあげながら、摑つかんだ枕をぼふぼふとシャノの頭に叩きつけてきた。

「忘れてください！　今すぐ忘れて！　わすれてーっ!!」

「わかった、わかった！　忘れるから落ち着け！」

　必死で制止すると、プラムは肩で息をしながら引き下がった。すっかり半泣きになっている。

　気まずそうに目をそらしたまま、小さな声でゴニョゴニョと呟く。

「……殿下が、誕生日プレゼントにわたしが欲しいなんて言い出すから……わ、わたしもそういう経験はありませんし、予習のつもりで……目を通しただけで……」

「予習って、お前」

　あの時はそもそも、本気にされるとは思っていなかったのだが。

　色々な意味で、生き真ま面じ目めな奴だ。

「……、……殿下は……」

「なんだ？」

「夢に出てきたような……小悪魔というか、痴女というか。そういう感じの娘が、お好きなんですか……？」

「ん？　……まあ、好きといえば好きだが」

　妙なことを訊くものだと思いながら、シャノは答えた。

　プラムは胸の前で両手の指を絡ませながら、「そうなんですか」「そうなんですね」と何度も呟いていた。

　気まずい空気を打ち破るように、軽快なノックが響いた。

「シャノ、プラム、起きているな？　入るぞ」

　こちらが返事をするより早く、エレインが上がり込んできた。当然ながら、いつもの鎧よろい姿だ。

「おはよう。先ほど大声が聞こえたようだが、何かあったのか？」

「……こっちの話です。気にしないでください」

「それならいいが……おい、シャノ。何か、お前が私を見る目つきに不純なものを感じるのだが、どういうつもりだ？」

　突然、剣先のように尖とがった目で叱しつ責せきされた。

　シャノが今朝の夢について話すと、エレインは不信感を引っ込めたものの、代わりに怒りを堪こらえるような表情になった。

「……そう、か。夢なら……夢なら仕方あるまい。夢の内容など、自分の意のままにできるものではないからな。はは、はは……」

　表面上は理性的に答えつつも、エレインの笑顔はひきつっていた。

「いや、夢は確かに夢だが、あれは俺の願望そのものだ」

「やはり斬るか」

　続けて、表面上の理性も一瞬で失せた。

「いきり立つなよ。願望を抱くのは自由だろうが」

「やかましい！　貴様のような私欲丸出しの男を野放しにすること自体が大問題だ！」

「まあまあ、落ち着いてください。それより、殿下にご用だったのでは？」

　プラムが話をそらすと、エレインは思い出したように「……うむ」と呟いた。

「メアル様の件、どうするつもりだ？　シャノに限って、このまま大人しくしているとも思えないが……」

「当たり前だ。政略結婚自体に反対はしないが、あんな奴が相手じゃ……」

　言いかけて、シャノは違和感に気がついた。

　メアルは元々、ロゼムと結婚する予定だったのか？

　それは違うだろう。話に聞いた限りでは、ロゼムとの結婚は、王都陥かん落らく後にガースロム公国から持ちかけてきた話だ。

（じゃあ、メアルは元々誰と結婚する予定だったんだ？）

　再びノックの音が響き、シャノの思考は中断を余儀なくされた。

「入っていいぞ」

　シャノが声をかけると、音もなくドアが開いた。

　姿を見せたのは、柔にゆう和わな笑みを浮かべた老人──イルク将軍だった。

「これは……！　おはようございます、イルク将軍！」

　エレインが慌てて姿勢を正し、敬礼する。

　イルクは「楽にしなさい」と優しくエレインに促してから、シャノを見やった。

「おはようございます、シャノ様。起きておいででしたかな」

「ご覧の通りだ。何か用か？」

「話がありましてな。セレン王国の今後について」

　イルクの小さな目が、ぎらりと不ふ穏おんな輝きに満ちた。

「シャノ様……いいえ、シャノ王子。セレン王国を継いではいただけませんかな」

「……何だと？」

「順当に考えれば、メアル様の兄君であるあなた様が王位を継ぐのが道理。生まれの事情も、もはや咎とがめる者はおりますまい。その気がおありなら、私は全力をもって……」

「エレイン。このジジイを斬れ」

　身を硬くして話を聞いていたエレインは「は!?」と間抜けな声で聞き返した。

「国こつ家か転てん覆ぷくを企図した言げん質ちがある。王国法に照らせば死刑だ。やれ」

「む、無理を言うな！　将軍を斬れだと!?」

　イルクは顔色ひとつ変えずに「ほっほっ」と笑った。

「何故ですかな、シャノ王子。王になりたくはないのですか？」

「国が欲しいなら自力で興おこす。どさくさ紛れに玉座を奪ったって、誰も俺を王だとは認めないだろうし、俺の本意でもない。──それよりも、だ」

　シャノはありったけの眼力を込めて、イルクを睨みつけた。

「ガースロム公国の要求を俺にバラしたのもお前だったな、将軍。何を企たくらんでるか正直に吐け。内容によっては力を貸してやる」

「……ふむ。これはどうやら、お見通しでしたか」

　白ヒゲを弄もてあそびながら、イルクは声を立てずに笑った。

「ど、どういうことだ、シャノ？　私には意味がわからん……」

「イルク将軍は俺の私欲を試したんだよ。俺がメアルのために動いてるのか、それとも王の座を狙ってるのかをな」

　そのために結婚の経緯を明かし、うまい話を持ちかけて反応を見たわけだ。

「ご立派になられましたな。シャノ様がまだ幼い頃、何度かお会いしましたが……」

「無駄話はいい。さっさと本題に入ってくれ」

「こ、こらっ、シャノ……！」

　エレインが咎めるが、動じているのもエレインただ一人だった。

「では申し上げましょう、シャノ様。メアル様の結婚を阻止していただきたい」

「言われるまでもない。だが将軍、お前がそれを望む理由は何だ？」

「ふむ……実はワケがありましてな」

　勿体ぶって言うと、イルクは重々しく語り始めた。

「シャノ様。わしは城が炎上した時、真っ先にメアル様を助けに参りました」

「ほう」

「その理由がおわかりになりますかな？」

「メアルが可愛いからか」

「はい」

　シャノはイルクの手を取り、がっしりと握手を交わした。

「良い判断だった。親父に代わって褒ほめてやる」

「……ってこら、シャノ!?　そんなわけないだろうが！」

「だが今、イルク自身が頷いただろ」

「ほっほっ。どうせ助けるなら可憐な王女殿下をお助けする方が、兵士たちにも気合いが入りますからのう」

「…………」

　平然と言ってのけるイルクに、エレインは愕然として言葉を失った。

「というのは無論、冗談でしてな」

　朗ほがらかに撤回するイルクに、エレインは盛大にずっこけた。

「エレイン。お前、さっきから一人で何やってるんだ」

「……イルク将軍は気さくな方だと、メイドたちの間でも評判でしたけど……何だか、殿下と同じタイプの方みたいですね」

「おいプラム、どういう意味だ？」

　話がそれたのを察してか、イルクはエレインが立ち上がるのを待って、さっきまでよりも多少真面目な顔つきで話を再開した。

「城が陥おちた時……シャノ様の兄君が乱心され、一部の部隊を率いて味方を攻撃されていたことは、既にご存知ですかな？」

「一番目と二番目の兄貴だな。エレインから聞いた」

「お気づきでしょうが、これは全く理屈に合わないことです。そこで、一件の裏に何らかの超常的な力が働いているのではないか、との疑問が生じます」

「一応言っておくが、俺は何もしてないぞ」

「シャノ様を疑ってはおりません。ただ、敵に魔法を使える者がいるとすれば……その魔法に対抗できるのも、おそらくシャノ様だけです」

　敵の中に、魔法を使える者がいる──その仮説は、シャノも検討したことがあった。

　だが今の段階ではまだ断定できないし、魔法の効果は千差万別で、対策を講じることもできない。まずは情報を集めることが先決だ。

「魔法かどうかはともかく……それでどうして、メアルを優先的に助けた？」

「国王陛下は、メアル様を連れて先に逃げるよう命ぜられました。それは、シャノ様。あなた様の助けを得るためでございます」

「俺の助け？」

「メアル様がいれば、シャノ様は必ず助けに来ると陛下は仰おおせでした。女性以外のことでシャノ様を動かす方法はない、とも」

「……娘をエサ扱いかよ、親父の奴。目的のためなら手段は問わないってことか」

　シャノは呆あきれ果てて肩をすくめた。死んでさえいなければ、直接会って文句の一つも言ってやるところなのだが。

「そうではないのです。手段は選ばなければいけません」

「そこから結婚の話に繋がるわけか」

「ゾロディア軍を撃退できても、その代だい償しようでセレン王国がガースロム公国の傀かい儡らい国家に成り下がっては意味がありません。今の状況で縁談がまとまれば、そうなるのは必定。ゆえに、結婚を阻止していただきたいのです」

「破談にするだけなら、いくらでも方法はあるだろ」

「いいえ、我が軍は戦力を失いすぎました。ガースロム公国の支援は必要です。つまり同盟関係は維持したまま、結婚を阻止していただきたい」

「……簡単に言ってくれるぜ」

　相手の要求がハッキリしている以上、普通に考えればそんなことは不可能だ。

　魔法を使えば話は別だが──だとしても、先にすべきことがある。

「いいだろう。だが、その前に一つ確認しておきたい」

「はて、何ですかな？」

「今までの話は、俺たちの都合だ。肝心のメアルの気持ちを聞いていない」

「なるほど。ですが、どのようにご確認なさるおつもりで？」

「メアル本人と、一対一で話をする」

　シャノの答えに、イルクはヒゲを弄いじりながら小さく唸うなった。

「それは難しいでしょうな。メアル様は陛下の代理として、大変ご多忙の身。最近は、常に誰かと行動を共にしておられます」

「一対一じゃないとダメだ。あいつには立場がある。人前で本音は出せない」

「そうですなあ……仮に、お一人になる時間があるとすれば……」

　あるとすれば、それは──。

　不意に天てん啓けいのような閃ひらめきが走り、シャノは顔を上げた。

　見れば、イルクもこちらの顔を覗き込んでおり、小さな目に爛らん々らんと子供のような輝きを湛たたえていた。

「……俺を止めたりしないだろうな？」

「話をなさるためなら、よろしいでしょう。手出しは厳禁ですぞ」

「本来の目的を忘れたりしねえよ」

「では、人払いは任されましょうかの。ほっほっ」

　互いに明確な言葉は口にせずとも、通じ合っている確信があった。

　そんなシャノたちの様子に、プラムとエレインは怪訝そうに顔を見合わせた。

「何か……お二方から、悪巧みの気配を感じるのですが」

「……奇遇だな。私もだ」

　当然ながら、シャノは二人の会話を無視した。




　その日の夜。

　あらかじめイルクから聞いておいたスケジュールに従い、シャノは城塞内の、貴き賓ひん用浴場へ向かった。

（見張りは一人。湯浴みのメイドは後から来る、って話だったな）

　廊ろう下かの角で待ち構えていると、ちょうどメアルがやってきた。一人の女兵士を従えている。

「私は中で待ってるから。メイドが来たら通してあげて」

　女兵士に言いつけて、メアルは浴室へ続くドアをくぐった。

　完璧なタイミングで来られたようだ。シャノは内心でイルクに賞賛を送った。

（さて、それじゃ魔法を使って……）

　ドアの前にいる女兵士に魔法を使ってから、シャノは堂々と近づいていく。

「よう。見張り、ごくろうさん」

　女兵士はシャノに気づくと背筋を正し、快かい活かつな笑顔を浮かべた。

「お疲れ様です、シャノ様！　王女殿下が中でお待ちですよ」

「ああ。いつも悪いな、妹のわがままに付き合わせて」

「とんでもない！　シャノ様以外の方に肌を見せたくないというのは、王女殿下たってのご希望ですから……さあ、どうぞ。ここは私が見張っていますので」

　笑顔に見送られて、シャノはドアをくぐった。

　廊下からドアを一枚隔へだてた先は、脱衣場だった。メアルはさっさと浴室へ向かってしまったらしく、ドレスや下着が適当に脱ぎ散らかしてある。

「だらしない奴だな、まったく」

　自分も服を脱ぎながら、シャノは廊下の女兵士の様子を気にかけた。

（……あの調子なら、誰が来ても追い返してくれるだろ）

　記憶をどう捏ねつ造ぞうすべきか迷った末に、メアルを兄依存症の変態のようにしてしまったが、仕方あるまい。どうせ消える記憶だ。

「よし」

　裸になって気合いを入れ直し、シャノは浴室へ続く戸を開けた。

　浴場は、その気になれば何十人も入れそうなほど広々としていた。

　個人用の浴室とはいえ、王族をはじめとする賓客の利用を想定している以上、それも当然のことだろう。

　泳げそうに広く深い浴槽の前で、メアルはこちらに背を向けて片膝をつき、かけ湯をしていた。

「はぁ……っ。気持ちいい……」

　気の抜けた声とともに、メアルはうんと伸びをする。

　真っ白な肌に弾かれた水滴が、シャンデリアの光を反射してきらきらと輝く。

　小さな背中から、くびれた腰、控えめに膨らんだヒップまで、華奢な体が惜しげもなく露になっていた。

（……改めて見ると、こいつもそこそこ大人に近づいてんだな）

　ついそんな感想を抱いてから、本来の目的を思い出して、我に返る。

　と同時、メアルが気配に気づき、振り向いた。

「あら、早かったわね？　それじゃ早速、髪を流し……て」

　笑顔が瞬またたく間に凍りつく。

　絶句するメアルに、シャノはずかずかと遠慮なく近づいた。

「おう、まずは髪だな。手洗いでいいか？　それともブラシか何か使うのか？」

「…………」

「いつもお前がどうしてるのか知らねえから、洗い方教えてくれよ。おい、メアル？」

「……で」

　メアルは顔を真っ赤にして、手元の桶おけを振り上げた。

「出てけええぇぇ──っ!!」

　絶叫とともに、桶を投げつけられた。

　それをかわすと、メアルは起伏に乏しい裸体を腕で隠しながら後ずさる。

「なんで、なんでここにいるのよ!?　間違えて入ってきたの!?」

「俺がそんな愚おろかなミスを犯すわけないだろうが。もちろんわざと入ってきたんだよ。見張りを騙だまして」

「堂々と言うな、変態──っ!!」

　メアルは半泣きで叫び、シャノから逃げ出そうとした。

「おい、メアル！　風呂で急に走るのは……」

「──きゃ、っ!?」

　シャノの忠告よりも早く、メアルが足を滑すべらせるのが見えた。

「メアルッ！」

　咄とつ嗟さにシャノは床を蹴って、メアルに手を伸ばした。

　メアルの華きや奢しやな体を抱き寄せながら、前のめりに倒れる。

　一瞬遅れて、腕に衝撃が走った。どうにか、衝撃を引き受けることはできたようだ。

「ふー……メアル、大丈夫か……？」

　腕を緩め、メアルを見下ろす。

　メアルは頰を紅潮させたまま、何かに怯えるように瞳を震わせていた。

「ぅ……あ……」

「大丈夫か？　どこかぶつけたんじゃ……ん？」

　ふと──気がついた。

　図らずも、自分がメアルを押し倒す格好になっていることに。

「……ないで」

　メアルが小さな声で、何事か呟いた。

　聞き取れずにただ見下ろしていると、メアルは涙をこぼしながら、もう一度言う。

「乱暴に……しないで。せめて、ぐすっ、優しく……してよぉ……」

「おい待て」

「何よぅ……えぐっ、どうせ……私が結婚する前に、初めてを奪いに来たんでしょ……それで、事を終えたらさっさと城を出るつもりなんでしょ……？」

「お前、自分の兄貴を鬼き畜ちくに仕立て上げて楽しいか？」

　あんまりなイメージの悪さに、多少の怒りを込めて睨みつける。

　しかし、その反応で火が点いたのか、メアルも燃える瞳でこちらを睨み返した。

「何よ、本当の事じゃない！　プラムだけならまだしも、エレインとかいう女騎士まで連れ込んで〝俺の女〟だとか！　女の子をとっかえひっかえして、さぞかし楽しいことでしょうね、この色ボケシャノ!!」

「なんでそこまで言われなきゃならんのだ。俺はお前に何もしてねえだろ」

「そうよ、何もしないから悪いのよ！」

　メアルは正面からシャノの言葉を打ち返すと、再び瞳に大粒の涙を溜めた。

「ずっとそうよ……子供の頃は一緒にいられたのに。プラムが来てからは、いつもプラムに構ってばかりで、私には会ってもくれなくて……」

「……ん？」

　涙声で放たれたメアルの言葉に、予想外の感情が含まれているのを感じ取って、シャノは首を傾げた。

「城を抜け出す行動力はあるくせに……なんで、私のところに来ないのよっ……バカ。シャノのバカ……！」

「待て。その話をしに来たんじゃなくて、ロゼムと結婚するって件をだな……」

「知らないわよっ。あんな奴のことなんて、話したくもないわ」

「……あんな奴、か」

「そうよ。あんな馬鹿公子と結婚なんてしたくないわ。だけどもう、そうでもしないと王国を……私を育ててくれた人たちを、守れないじゃないの！」

「それが、お前の本当の気持ちなんだな？」

　ようやく、素直な言葉が聞けた。

　その感慨に浸る間もなく、メアルはシャノの胸に顔を押しつけて泣き出した。

「私を一人にしないで……私はお父様とは違うの。一人じゃ、何もできないから……」

「ああ。兄ちゃんに任せとけ」

　子供をあやすように頭を撫なでてやりながら、シャノは穏やかな気持ちで頷いた。
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「……で、なんで私があんたの背中を流さなきゃいけないのよ」

　石せつ鹼けんを泡立てたタオルでシャノの背中を擦こすりながら、メアルは不平を漏らした。

　シャノからは見えないが、きっと不満げな顔をしていることだろう。

「嫌なら代わるぞ。俺がメアルを洗ってやる」

「絶対に嫌。こっち向かないでよ？　向いたら死刑にしてやるから」

「国王代行に言われちゃシャレにならんな」

　経緯はともあれ、メアルから何かをしてもらうなんて初めてのことだ。

　肩を揺らして笑いながら、シャノは黙ってメアルに身を委ねた。

「……背中、広すぎ」

「そうか？　まあ、男だからお前よりはな」

「……プラムとは……」

「ん？」

「プラムとは、よく、こうしてお風呂に入ったり……するの？」

　なんでそこでプラムが出てくるのだろうか。そういえば、さっきもプラムがどうこう言っていた気がするが……。

（メアルの奴、妬いてるのか？）

　と──シャノの沈黙を肯こう定ていと捉えたのか、メアルが動く気配を感じた。















　ぎゅっ、とシャノの背中に体温が密着する。




「……こっ……こういうこととか、してもらってるんでしょ……？」

　上ずった声。

「こんな、風に……体を擦りつけて、洗ったり……とか……っ」

　きめ細やかな柔やわ肌はだが、泡でぬるぬるになったシャノの背中を滑る。

　膨らみかけの慎ましやかな弾力が、背中に押しつけられて潰れる感触があった。

「……おい」

「な、何よ……どうせ、プラムと比べて小さいとか思ってるんでしょ……卑怯よ、あんなおっきいのぶら下げて……いつもシャノのこと誘惑して……！」

「そうじゃなくて、どこでこんなこと覚えてきた」

「以前、お兄様たちが話してるのをこっそり聞いたわ。ライズお兄様は、愛人にいつもこうやって体を洗わせてるって……男の人って、こういうの好きなんでしょう？」

「好きか嫌いかで言えば、そりゃ好きだが」

　第二王子にそのようなご趣味がおありとは知らなかった。

「今日のお前、変だぞ。メアルはこんなことできる奴じゃないだろ」

「今までできなかったからやってるのよ。プラムには、絶対負けないんだからっ……」

　胴に回された細腕に、ぐっと力がこもった。

「いや、俺はこんなのしてもらったことないぞ」

「……え？」

　聞き返すメアルの声は、非常に間抜けな響きを伴っていた。

「だから、プラムもこんなことしないし、そもそも一般的な行為じゃないんだって」

「……そう、なの？」

「ライズの兄貴にそういう趣味があっただけだろ。やるなとまでは言わんが、無理して真似するようなことじゃないぞ」

「…………」

　背中に密着していた体温が、すっと離れた。

　すたたた、と足音が浴槽の方へ向かい、飛び込むような水音が響いた。

「最悪っっ!!　シャノのバカ！　大バカ!!」

　浴槽から顔だけ出したメアルが、耳まで真っ赤にしてこちらを睨んだ。

「俺が悪いのかよ……」

　まあ、元はと言えばシャノが風呂に乱入したせいでもあるが。

　シャノも体を流して、浴槽に浸かることにした。

　メアルは相変わらず「絶対こっち見ないでよ」と怒りつつ、背中合わせにくっついてくる。距離を取りたいのか取りたくないのか。

「なあ、メアル。俺がお前を避けてた理由は、別にプラムが来たからじゃない」

「え？　……じゃあ、何なの？」

「この間、中庭で俺とお前が話してた時、ダーレンがお前にちょっかい出しただろう。あれと似たようなことが、昔もあったんだよ」

「そ……そうだった？」

「ああ。お前は覚えてないかもしれんが」

　シャノが八歳の頃──軟なん禁きん状態になる少しだけ前、当時メアルは四歳で、歳の近いシャノによく懐いていた。

　兄たちには、それが面白くなかったのだろう。シャノを人気のない場所へ連れ込んで暴力を振るい、止めに入ろうとしたメアルにも手を出した。

（……あの時初めて、魔法を使えたんだよな。メアルを助けたい一心、半ば無意識で、兄貴たちの記憶を混乱させてる間に殴り倒して……）

　そのせいで魔法の危険性が露ろ見けんし、軟禁のきっかけになったのだった。

「俺はお前が大事だから、迷惑かけないように避けてたんだよ」

「そう、なんだ……そっか。ふーん……」

　メアルはどこか浮ついた声で、何度も納得の言葉を繰り返した。

「…………えへへ」

「えへへ？」

　妙な声に振り返ると、メアルは思いっきり頰を緩ませていた。

　しかし、シャノの視線に気づくとビクンと肩を跳ねさせて、

「こ、こっち見んなバカぁぁ!!」

「ぶっ!?」

　シャノの首が半回転するほどの、渾こん身しんのビンタを食らわせてきた。

　痛みをこらえて首をさすっていると、また背中越しに、遠慮がちな声が聞こえた。

「あ、あのさ。お礼……まだ言ってなかったと思うんだけど」

「人を殴っておいて礼を言うって、どういう論理だ」

「そうじゃなくて！　私がダーレンお兄様に乱暴された時、シャノが助けてくれたじゃない？　あの時のお礼、言えてなかったから」

「ああ……つっても、ありゃ半分俺が原因みたいなもんだしなあ」

　と答えてから、あの時の中庭での会話を思い出した。

「そういえば、お前が政略結婚させられそうになってた相手って誰だ？　ロゼムじゃねえのはわかるけどよ」

「えっ……」

　メアルは何故か、とても嫌そうな声を漏らした。

「どうせ立ち消えになった話だ。せっかくだから教えてくれよ」

「……、…………シャノ」

「何だ？　ちゃんと聞いてるぞ？」

「だから……！　シャノと結婚する予定だったの、私は!!」

　…………。

　シャノは油が切れたネジ巻き人形のように、ギギギと首を傾げた。

「すまん。もう一回言ってくれ」

「一から説明するわよ……お父様はシャノに一軍を与えて他国を攻撃し、侵略した地域をセレンの属国としたうえで、シャノに統治させるつもりだったの」

　メアルの説明に、ようやくピンときた。

　国が欲しくないか──父の言葉の真意は、文字通りのところにあったのだ。

「お父様は、シャノの魔法と才能を高く評価していたわ。このまま城内で朽くちさせるには惜しい。だから、都合よく働かせるつもりだった」

「いや、無理だろ」

　シャノは即座に否定した。

「俺は魔女の子だ。一国を与えたりしたら、兄貴たちが黙ってねえよ」

「だから私を嫁とつがせる予定だったのよ。シャノの監視役としてね」

「はあ。それにしても、メアルを俺の嫁にねえ……」

　セレン王国の法や倫理に関して言えば、近親婚は珍しいが、禁きん忌きではない。

　とはいえ、さすがに自分の息子と娘を政略結婚させようとする父親の話など、歴史上聞いたこともないが……。

「……ん？　なあ、メアル」

「どうしたの？　何かわからないことがあった？」

「前に政略結婚について話した時、お前、嫌だとは言ってなかったよな」

「へっ!?」

　メアルは急に上ずった声をあげた。

「そ、そうだったかしら？　よくわからない、とは言った気がするけど……」

「だったか？　まあ、覚えてないならいいんだが」

　過ぎた話はこのくらいにして、ロゼムへの対策を考えねばならない。

　体よくロゼムを諦あきらめさせる方法があれば、それがベストだろう。向こうから結婚を断りたくなるように仕向ける……たとえば……。

「おっ」

　突如として閃いた妙みよう案あんに、シャノは小さく声をあげた。

「メアルを……嫁に……そうか。その手だ！」

「な、何？　どうしたの？」

　戸と惑まどうメアルに背を向けたまま、シャノはニヤリと獰どう猛もうに笑った。

「喜べ、メアル。約束通り、俺が縁談をぶち壊してやる」
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　翌朝、シャノは早速ロゼムのもとへ向かった。

　ロゼムは客室にはおらず、城壁の上で片膝をつき、朝日を仰いで祈りを捧ささげているところだった。

「シャノ……だったかな？　見ての通り、今は忙しい。少し待ちたまえ」

「誰に祈ってるんだ？」

「創造神ガルヴ。我が国では誰もが崇あがめる、至上にして最愛の神さ」

「神様……ね」

　神がどうのという話になると、胡う散さん臭くさい印象ばかりが強まる。

　確かに、魔女や悪魔が実在する以上、神も存在するのかもしれない。

　だとすれば、その神とやらはよほど底意地の悪い奴に違いない……というのがシャノの正直な意見だった。

　そんなことを考えている間に、ロゼムは揚々と立ち上がった。

「待たせたね。では、話を聞こうか」




　場所を個室に移し、シャノは机を挟んでロゼムと向かい合った。

　シャノの隣にはメアルがおり、後ろにはプラム、エレイン、イルクが控えている。

　ロゼムの後ろにも、公国の兵士が五人ほど控えていた。

「それで、僕に話とは？　メアルをくれる決心がついたのかい？」

　余裕たっぷりに、ロゼムは厭いやらしい笑みを浮かべた。

「その逆だ。訳あって、メアルは渡せない」

「君も頑固だねえ。そういう態度に出るなら、支援の話は……」

「訳あって、と言ってるだろうが。まず事情を聞け」

「ふん、僕の知ったことじゃないが……言ってみたまえ。どういう事情なんだ？」

「メアルの腹には俺の子がいる」

　シャノの衝撃的な発言に、メアルとイルクを除く全員が噴き出した。

「げほっ、ごほっ……はあッ!?　何だと!?」

　人相が変わるほどに目を剝むいて、ロゼムが狼狽を露にした。

「き、君たちは兄妹なんだろう？　なのに、そんな……」

「妹だろうと、女は女だ。メアルはとっくに俺の手でキズモノになってんだよ。だから嫁には行けない。そうだな？」

　促すシャノに、メアルは口の端を引きつらせながら笑顔を作った。

「……え、ええ……そういうことよ、ロゼム公子……」

「見え透いた噓うそだ。僕がそんな作り話に騙されると思っているのか！」

　無論、シャノもこの程度で相手を騙せるとは思っていない。

「じゃあ証明してやるから、よく見てろ」

　言って、シャノはメアルの頰に手を伸ばし、こちらを向かせる。

「えっ？　ちょっとシャノ、何を──」




　言い終える前に、メアルの唇をキスで塞ふさいだ。




　──と見せかけて、実際には唇同士が触れる寸前で止めている。

　メアルの頰に触れたままの手で隠しているので、周りからは、唇が触れているように見えるはずだ。

「……っ！」

　しかも、メアルはびくりと身を強張らせると、驚きのあまり体勢を崩し、へにゃりと椅子から滑り落ちてしまった。

　プラムやエレインまでもが驚きよう愕がくのあまり硬直し、言葉を失っている。

　良い反応だ。誰とも打ち合わせをしなかったのは正解だった。

「……なっ……なな、なっ……何をしている!?」

　ロゼムの裏返った声が響いた。

「何って、ガースロム公国にはキスの文化もないのか？」

「そうではない！　だが兄妹で……い、いや待て。冷静に考えてみればキスくらい、家族愛があればできることだ。文化の違いというものだな」

「じゃあ、子作りの方を実演してやる」

　にこやかに答えて、シャノは、キス（未遂）のショックが抜けないままのメアルを抱きかかえ、机の上へ仰向けに寝かせた。

「……え？　シャ、シャノ？　冗談よね……？」

「本気だよ。公子様にもわかるように、ハッキリ証明しなきゃいけないからな」

　怯えるメアルを見下ろして、ドレスの胸元を力任せに引き裂いた。

　ほとんど起伏のない、真っ白な胸が露になる。

「ひっ……！　やっ、やだ、やめてっ！」

　メアルはシャノの行為を演技と気づいていないのか、本気で泣き叫んだ。

　プラムとエレインも、さすがに止めに入ろうと近づいてくる。

「殿下、やり過ぎです！　それ以上は……！」

「シャノ、貴様！　ふざけるなッ!!」

　好都合だ。シャノは二人の制止をすり抜け、逆に左右の腕で抱き寄せた。

「きゃっ!?」「何をする、シャノ!?」

　メアルを含め、三人の女をまとめて抱きしめたまま、シャノは呆ぼう然ぜんとしているロゼムへと机越しに笑いかけた。

「ご覧の通りだ。俺の周りの女は、全員俺の食い物なんだよ。他人が入る余地はねえ。妹との結婚は諦めてもらおうか」

「お……おのれ……色魔めッ……！」

　唇をぶるぶると震わせて、ロゼムは怨えん嗟さの声を絞り出した。

「食い物だと!?　貴様、ふざけ……むぐっ!?」

　エレインはシャノの発言に激げき昂こうしたが、流れを察したプラムがとっさに口を塞いでくれた。

　更にプラムは自分のエプロンをメアルに渡して、胸元を隠す。

　素晴らしいアシストに感謝しつつ、シャノはロゼムに向き直った。

「交渉の内容を変えたい。この戦争の後、セレン王国はガースロム公国への経済支援をもって見返りとする」

「なぜ僕が譲じよう歩ほせねばならない？　都合のいいことを言うな！」

「交渉が決裂すれば、ガースロム公国にとって、もっと都合の悪いことになる」

　シャノが指摘すると、ロゼムは「な、何？」と怯んだ。

「仮にこのままセレン王国が滅亡した場合、その領土と資源はゾロディア王国の所有物になる。そうなれば、次に攻め込まれるのはガースロム公国だ」

「……っ！」

　ロゼムの顔色が変わった。痛いところを突いたようだ。

「このままゾロディアの奴らを跳ちよう梁りようさせるよりも、同盟国のセレン王国を防ぼう波は堤ていにしていた方が、お前らにも都合がいいんじゃないのか？」

「ぐっ……うぐぐぐっ……」

　ロゼムは歯を食いしばり、うめき声をあげた。あと一押しだ。

　だが──ロゼムはやがて、何かの限界点を超えたかのように、今までと違う重々しい声を漏らした。

「だから……何だというんだ……」

「……何？」

　思わず聞き返すと、ロゼムは机を強く叩いて叫んだ。

「傷物だろうが妊にん婦ぷだろうが、それが何だ！　僕は構わん！　メアル王女も、その腹の子も、責任持って愛してやろう!!」

「…………」

　想定外の返答に、今度はシャノが面食らった。

　シャノは、目の前の男をプライドの権ごん化げだと思っていた。

　だから、メアルが相応しくない女だとわかれば、見放すと考えていたのだが……。

「どうしてもメアルを渡したくないというのなら、決闘を受けたまえ！」

「決闘だと？」

「そう。僕と君のどちらが正しいか、神の御前で決着をつけよう！　それとも、剣の腕には自信がないのかな？　ふふふっ」

「やりたいんなら、まあ、付き合ってもいいけどよ」

「ふははは！　言ったな？　公衆の面前で君を成敗してやるから覚悟したまえ！」

　自信過剰な面が見え隠れするとはいえ、自分自身で決闘を挑んでくる辺りも、意外に潔いさぎよいものだ。

　アホには違いないが、ロゼムを少しだけ見直す気になった。

「決闘……！　それは良い！　素晴らしい提案だ！」

　取り押さえられていたエレインが、急に目を輝かせて叫んだ。

「お前、決闘好きだね」

「無論だ、シャノ。もしも戦いくさになれば、無関係な者も巻き込んでしまう。当人同士が直接剣を交えて済むなら、そうすべきだ」

「ほう……」

　単純に決闘が好きというより、犠牲を減らそうとする博愛精神の賜たま物ものらしい。

「なるほど。一理あるな」

「そうだろう？　父上がいつも言っておられたのだ」

　誇らしげに胸を張ってから、エレインは「はて」と不思議そうに首を傾げた。

　忘れていた何かに考えを巡らせ、やがて答えに辿りつく。

「……そうだ！　シャノ、貴様さっきはよくも……」

「誰か、僕の剣を持て！　場所を移動するぞ」

　ロゼムは配下の兵士たちを促し、既に決闘の準備に取りかかっていた。

「さて、俺がいなきゃ始まらん。エレイン、話は後でな」

　タイミングの良さに便乗して、シャノもそそくさとロゼムたちの後を追う。

　会談中沈黙を守っていたイルクが、朗らかな笑顔でシャノに並んだ。

「いやはや。むしろ決闘の後にこそ、修羅場の予感がしますなあ」

「お前、面白がってるだろう」




　決闘は、城塞の訓練場で行われることになった。

　セレンとガースロムの将兵たちが、円を描いてシャノとロゼムを取り巻いている。

「そういえば、シャノが直接戦うところは初めて見るが……剣の腕は立つのか？」

「えっ？　さあ……普段はわたしが護衛をしているので、わたしも初めて見ます……」

　エレインとプラムの囁ささやき合う声を聞き流しつつ、シャノは決闘相手を見据えた。

「ふふっ……僕のレイピアは流星よりも速いのさ。三○○回を超える模擬戦に全勝した僕を、人は〝無敗の剣聖ロゼム〟と呼ぶ！」

　腰の入っていない構えでヒュンヒュンとレイピアを振り回しながら、ロゼムは既に勝ち誇った様子で吼ほえた。

（……明らかに素人しろうとだぞ、こいつ）

　公国側の兵士たちを見ると、真っ青な顔で何やら囁き合っている。

　もしや、と思った。

「……ロゼム。お前、実戦に出たことは？」

「ない。他国の人間と剣を交えるのも初めてだ。この決闘をきっかけに、僕の剣さばきは世界に轟とどろくだろう！」

「あー、なるほど……はいはい、わかった」

　要するに、普段はめちゃくちゃ手加減されているのだろう。そのことに気づかないまま、無駄に自信だけをつけてしまったわけだ。

（勝つのは簡単そうだが……待てよ。その場合、どうなる？）

　用意された長剣を点検しながら、シャノは考えた。

　まず、シャノがロゼムを斬った場合。

　合意の上での決闘とはいえ、公子を殺されたとあっては、ガースロム公爵が黙っていないだろう。ロゼムを斬るのは避けるべきだ。

　では、シャノがロゼムに（極力負傷させずに）勝った場合。

　ロゼムはあれだけ自信満々なのだから、シャノが勝てばヘソを曲げてしまうだろう。セレン王国への支援に悪影響を及ぼしかねない。

　ならば、機嫌を取ってシャノが負けた場合。

　これは論外だ。メアルを守るという本来の目的が果たせなくなってしまう。

「ええい、めんどくさい野郎だな!!」

「はっ？　な、何だ突然！」

　半ば無意識で怒鳴りつけたシャノに、ロゼムは大きくたじろいだ。

　だが怒鳴っても仕方がない。他に何か方法を考えねば。

「さて、そろそろ決闘を始めようじゃないか！　誰か、開始の合図を！」

「では、僭せん越えつながら、このドゥガン・イルクめが……」

　イルク将軍は円から一歩踏み出し、シャノとロゼムを見比べた。

「お二方、よろしいですな？　……では、はじめぃッ！」

　開始の宣言とともに、ロゼムは踊るようなステップで踏み込んでくる。

「セイッ！」

　繰り出されたレイピアの一突きを、シャノは体をねじって易々とかわす。

「ハァッ！　トゥアアッ！」

　奇声とともに無数の突きが放たれる。

　シャノは足さばきだけでひょいひょいと突きを避けつつ、対応手段を考える。

（やかましい奴だ。こっちは、どうやって好都合かつ穏便に事を収めるか考えてるっていうのに……あー、どうしたもんかな）

　更に、周囲からもどよめきがあがり始める。

「……あの王子、受けもせずに全ての突きを避けてるぞ……？」

「そうだな。いくら相手がロゼム様とはいえ……」

「外野、うるさいぞ！　今考え事してるんだから黙ってろ！」

　シャノは思わず怒鳴りつけた。

「はー……はー……け、決闘中に考え事とは、余裕……じゃないか……」

　ロゼムが肩で息をしながら言う。なんだか、放っておいても自滅しそうだ。

　しかしさっき想定した通り、おそらく勝つのも負けるのも得策とは言えない。

（……待てよ。直接勝敗をつけるのがダメなら……）

　脳のう裏りをよぎったのは、今朝、神に祈りを捧げていたロゼムの姿だ。

　シャノは足を止め、だらりと腕を下げた。

「ふう……ふっ。降参のつもりか？　ならば、その剣を叩き落としてやろう！」

　好機と見たロゼムが、一気に飛び込んでくる。

　間合いに入る直前、その瞬間を狙って、シャノは魔法を発動した。




　──今、お前の全身の骨は粉々に砕けた！




「ぎゃああああぁぁッ!?」

　壮そう絶ぜつな悲鳴をあげて、ロゼムは床に転がった。

「あぎゃっ、がぁっ、ひっ……！」

「ロゼム様!?」「ロゼム様、どうなさったのですか!?」

　悶もだえ苦しむロゼムに、周囲の者たちから動揺の声があがる。

「か、体が……骨がぁ……あれ？　痛く……ない？」

　たとえどれほど強烈でも、感覚記憶は一瞬で消える。ロゼムは自分の手足をあちこち動かしながら、怪訝そうに起き上がった。

「フッ、ハハハハ！　何かわからんが、気のせいだったようだな……今度こそトドメを刺してくれるぞ、シャノ！」

　拾い上げたレイピアを構え、ロゼムは再び突っ込んでくる。

　シャノは再度魔法を使う──全身の骨がバッキバキに折れた記憶を刻み込む。

「ぎょえああああぁぁッ!?」

　凄せい絶ぜつな絶叫をあげて、ロゼムは床に転がった。

　打ち上げられた魚のように身を跳はねさせて、困惑に震える声を漏らす。

「……な、何だ。いったい何なんだ!?　さっきから、まるで雷に打たれたような衝撃が何度も襲ってくる！」

「その痛みはな、ロゼム……俺たちが戦ってはならないという証だ」

「何だって……どういう意味だ？」

「まだわからないのか？　創造神ガルヴが、お前に警告を与えているんだ」

「な……にっ!?」

　ロゼムは転がったまま目を剝いて、こちらを見上げる。

　できる限り優しく見えるように、シャノはロゼムに手を差し伸べた。

「争いは虚むなしい。力を合わせ、共に戦おうじゃないか。ロゼム」

「……シャノ……」

　ロゼムは服の埃ほこりを払って立ち上がり、シャノと固い握手を交わした。

「僕は間違っていたようだ。神の意思に従い、君に力を貸そう」

「ああ。共にゾロディアの奴らを追い返そうぜ」

　二人の和解に、決闘の行方を見守っていた周囲の将兵たちが歓声をあげた。

「…………」

　ただ一人、不信の目でシャノを睨むエレインを除いて。




　支援の話がまとまり、ロゼムは公国との連携のために一旦帰国した。

　事が丸く収まって、シャノはようやく羽を伸ばしていたが、その夜、エレインが険しい表情でシャノの部屋を訪れた。

「……今日のこと。一体どういうつもりか、説明してもらおう」

　いつになく強い語調のエレインに、シャノは首を傾げた。

「どうって、俺はベストを尽くして目的を達成した。何か問題があるか？」

「問題だらけだ！　貴様は客人の面前で王女殿下の肌を晒し、品格を貶おとしめ、挙あげ句くの果てには公子を騙して、決闘を侮辱したではないか!!」

　怒鳴るエレインに、脇で控えていたプラムが仲裁に入る。

「お、落ち着いてくださいエレインさん。殿下には殿下のお考えが……」

「その考えとやらを非難しているのだ！　前々から思っていたが、シャノは卑ひ劣れつな手に頼り過ぎる。人として恥じるべきだと思わないのか？」

「俺はいつでも、自分と、自分の女のことを最優先に考えて行動してる。それを変えるつもりはない」

「自分と女のためだと貴様は言うが、そのためなら何をしてもいいというのか？」

「いい」

　即答すると、エレインは一瞬唖あ然ぜんとしてから、表情を真紅の怒気に染めた。

　が、その怒りは爆ぜることなく、急速にしぼんでしまった。

「……もういい。貴様とやりあっても仕方がない」

「エレイン……？」

「これだけは言っておく。私は貴様のものではない。今後、気安く話しかけるな」

　冷淡な拒絶を残して、エレインは部屋を出て行った。

「……実直な方なんですよ。エレインさんは」

　困ったように笑って、プラムが呟く。

「そんなことは俺にだってわかる」

「でも、エレインさんがそうなった理由まではご存知ないでしょう？」

「……？　元々そういう性格じゃないのか」

「エレインさんの家系……アークブレイド家の没落が、関わっていると思います」

　プラムは寂しげに、エレインが出て行ったドアを見つめた。

「アークブレイド家が没落した原因は、エレインさんのお父上にあります」

「エレインの親父が？」

「はい。優れた人格者で、領民からはとても慕したわれていたと……貧しい者、病める者には自ら進んで施しを与え、誰に対しても分け隔てなく接したそうです」

　その説明だけで、シャノには話の先が読めた気がした。

「貧しい人々を無差別に救い続けた結果、子爵家の財産は底をつきました。それでも、子爵は慎つつましく暮らしていたのですが……」

「騙されたのか？」

「……幼少からのご友人に、多額の借金を押しつけられたと聞いています。残ったわずかばかりの財産も失い、ご自身も衰すい弱じやくの末、病に倒れたと……」

「悲惨な話だな」

　胸に苦いものを感じながら、シャノは小声で吐き捨てた。

「きっと……それでも、エレインさんはお父上の生き方を誇りに思っているのでしょう。だから、ご自身も清せい廉れんであろうとしているのではないでしょうか」

　シャノは黙って頷いた。

「俺は、エレインのそういう不器用なところが好きだ。その不器用さのせいで窮きゆう地ちに立たされた時は、俺が助けてやりたいとも思う」

「エレインさんは、殿下に助けられるのを嫌がるかもしれませんよ？」

「知らん。俺が助けると決めたんだから、必ず助ける」

「……まったく。勝手なんですから」

　呆れたように、その実とても嬉しそうに、プラムは微笑ほほえんだ。




　今回の一件がもたらした変化は、エレインの態度だけにとどまらなかった。

　具体的には、今まで冷たかった妹が、毎晩部屋を訪ねてくるほど急激に距離を詰めてきたことで──。

　その夜も、控えめなノックにドアを開けると、ネグリジェ姿のメアルがいた。

「あ、あのね、シャノ……怖くて眠れないの。今夜、一緒に寝てもいいかしら……」

「帰れ」

　シッシッ、とシャノは来客に手を振って追い払った。

「かっ……帰れとは何よ!?　この私が、貴重な時間を割いて会いに来たのよ!?」

「一昨日は夜食を、昨日は菓子を持ってきておいて、今日は何かと思ったらお前がメインディッシュかよ。王女のくせに下品な冗談覚えてくんな」

「誰もそんなこと言ってないでしょ!?」

　声を荒らげて否定しつつも、メアルはぽつぽつと途切れがちに言葉を紡つむぐ。

「……でもほら、私、今回のことで変な噂が立っちゃったし……」

「人の噂なんてすぐに消える。気にするな」

「気にするわよ！　……だ、だからね。あんたが責任取って──」

「大丈夫だ、良い相手が見つかる。何たって、お前は俺の自慢の妹なんだからな」

　わざとメアルの声にかぶせて〝妹〟という単語を強調した。

　そうしたシャノの態度に、メアルはハッキリと拒絶を感じ取ったようだ。

　小さな拳こぶしを握り、潤うるんでいく瞳でシャノを睨みつける。

「……ああ、そう。いいわよ！　あんたみたいな色狂い、こっちから願い下げなんだから！　シャノのバカ!!」

　涙声で怒鳴りつけて、メアルは叩きつけるように扉を閉めた。

「……殿下。本当に、それでいいんですか？」

　部屋の中でつくろい物をしていたプラムが、怪訝そうに見上げる。

「メアルは王族最後の生き残りだ。もし俺の旅に同行させれば、あいつは王国のことが気になって、結局幸せにはなれないだろ。こうするのが最善だ」

「殿下が王国に残る、という選択はないんですか？」

「ないな。家臣が納得するとは思えないし……何だ、お前は残りたいのか？」

「違いますけど……メアル様をその気にさせておいて、ああいう態度を取るのは感心しませんよ。ハーレムを築くなんて公言するなら、女性の心のケアにはもっと気を配るべきじゃありませんか？」

　プラムの諫かん言げんに、シャノは胸を突かれたような心地がした。

　確かに、今回は色々なことを急ぎすぎて、先のことにまで気を配っていなかった。

「そうだな。お前の言う通りだ。次から気をつける」

「えっ？　……今日は変に素直ですね。いつもはああ言えばこう言うのに」

「俺だって、人の話を素直に聞くことくらいある」

　プラムはきょとんとして首を傾げたが、ふと小悪魔めいた笑みを浮かべると、

「ははーん、なるほど。さてはわたしの可愛さに気づいて、大事にしなきゃって思い始めたんですね？」

「何言ってんだ。プラムは初めて会った時から可愛いだろ」

　らしくもない冗談に、本気の言葉を投げ返す。

　プラムは何度か目を瞬またたいてから、かあああっと顔を真っ赤にすると、

「殿下のバカ──っ!!」

「おわっ」

　すごい速さで詰め寄ってきて、シャノを突き飛ばした。

「今のは〝そんなわけないだろ〟ってツッコむところでしょう！　かかっ可愛いとか、そんなことをサラッと……あーもう、殿下がこういうの好きだっていうから頑張ったのに！　女心がわかってないです！　殿下のバカ！」

　本日二度目のバカ呼ばわりを残して、プラムは部屋を飛び出した。

「……本当、さっぱりわからん」

　プラムの指摘を復唱するように、シャノはひとり呟いた。

　余談ながら、次の日からシャノの食事に好物が出てくる確率が急激に上がった。

　女心は複雑らしい。




　決闘から十数日が経ち、ロゼムが援軍を引き連れて城塞へ戻ってきた。

　すぐに作戦会議が開かれることになり、イルク将軍がシャノのもとを訪れた。

「シャノ様。先日はメアル様の件、お疲れ様でしたな。礼と言うにはささやかですが、わしはあなた様を全力で支援することを約束いたします」

「……今日は、作戦会議が開かれる日だな？」

「ええ。シャノ様にもご出席いただくために、参上した次第でございます」

　イルクの返答に満足を得て、シャノは頷き返した。

　この時を待っていたのだ。

「行くぜ。ここからが反撃開始だ」

　イルクとともに、シャノは意い気き揚よう々ようと、議ぎ場じようへ足を向けた。













　セレン、ガースロム両国の将兵ならびに代表者が列席する中、作戦会議は行われた。

　メアルは会議に出ないので、見知った顔はイルク将軍と、もう一人──。

「やあやあ！　元気にしてたかい、マイブラザー！」

　やたらと馴なれ馴れしい態度に急変したロゼムだ。

「……誰が兄弟だ」

「もう忘れたのかい？　僕と君は、創造神に認められた運命の兄弟じゃないか」

「肩に腕を回すな！　俺は男とベタベタする趣味はねえんだ。どうしてもってんなら、美少女に生まれ変わって出直してこい」

「ハハハハ！　君は冗談が上手いなあ！」

　ロゼムは決闘での一件以来、すっかりシャノに懐なついてしまった。

　自分で蒔まいた種とはいえ、まさかここまで単純な奴だとは思わなかった。計算ミスとしか言いようがない。

「えー、お揃いのようじゃな。では、そろそろ始めますぞ」

　イルクが取り仕切る中、作戦会議は情報共有から始められた。

　諜ちよう報ほうの働きは極めて優秀なもので、ゾロディア王国の備えと動きは詳つまびらかに報告されていた。

「まず、セレン王国領内の動きですが……王都付近の町や村は、その多くがゾロディア軍によって焼き払われました。王都陥かん落らくから三○日が経ちましたが、その間に焼かれた町村の数は少なくとも八つ。住民も、そのほとんどが殺されたと……」

　凄せい惨さんな報告に、将兵たちから動揺の声があがる。

　シャノも平静ではいられなかった。

　こうして戦いの準備を調えている間にも、奴らは虐ぎやく殺さつを続けている。こんなことは、一刻も早く阻止しなければならない。

　次に一同を驚かせたのは、ゾロディア王国を揺ゆるがす政変が起きていたことだ。

「ゾロディアの国王が……死んだ!?」

　どよめく将たちを一いち瞥べつして、イルクは重々しく頷うなずいた。

「うむ。ゾロディアの王は、和平のためにセレン王国へ向かう途中、賊ぞくに襲われて命を落とした。それが公式な発表じゃ」

「お待ちください、イルク将軍」

　セレンの将が、驚きを露あらわにしたまま手を挙げる。

「敵の王は、和平に向けて動いていたのですか？」

「いかにも。そもそも今回の侵攻作戦は、第一王子ギル・ゼドファングをはじめとする主戦派の連中が、強引に行ったものらしい」

「しかし、我が国とゾロディアとの間には、領土を巡る確かく執しつが……」

「領土に関しては、元々互いの主張があった。しかしギル王子は国境付近のみならず、セレンの王都まで侵攻した。それではゾロディア側に大たい義ぎ名めい分ぶんが立たんのじゃ」

「大義名分……ですか」

「実際、今回の侵攻に関しては国内外からも批判の声が大きく、ギル王子は本国へ召しよう還かんされて、国王から叱しつ責せきを受けたという」

　つまり、ゾロディア王国も一枚岩ではないということか。

　将たちのざわめきの中、シャノはよく通るように声を張り上げた。

「ゾロディアの王を殺したのは、ギル王子か？」

　ぴたり、と。

　シャノが核心を突くと、将たちは固かた唾ずを飲んでイルクの答えを待った。

「公式には、既すでに申し上げた通り、賊の仕し業わざということです……が、タイミングが良すぎることから、ギル王子の謀ぼう略りやくを疑う者も多いようですな。証拠はありませんが」

「ギル王子は主戦派だと言ったな。国王が没した今、穏おん健けん派はの筆頭は誰だ？」

「第二王子シルヴァ。彼が筆頭にあたりますな」

　隣で机に頰ほお杖づえをついていたロゼムが、急に立ち上がって叫んだ。

「ハハハ！　天才的頭脳を持つこの僕にはわかったぞ、マイブラザー！　第二王子を味方につけて、ゾロディア王国の内部分裂を図ろうというのだろう？」

「話を聞いてりゃ誰でもわかるだろ」

「残念ながら、国王の死後、シルヴァ王子は行方不明です。ギル王子に殺害されるのを恐れて、どこかへ逃げ出したという噂うわさですが」

　嘆たん息そくして、イルクは残念そうに続けた。

「それに、シルヴァ王子を味方につけても、敵を二分するのは難しいでしょうな」

「というと？」

「ギル王子は戦場の最前線に立ち、勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いぶりで知られる豪ごう傑けつ。対して、シルヴァ王子は至って凡ぼん庸ような人物。求心力に差がありすぎます」

　そんなことか、とシャノは鼻で笑った。

「ギルが支持されているのは〝ゾロディアが勝っているから〟、ただそれだけだ。奴らを一度血祭りにあげてやれば、主戦派も手のひらを返すだろうよ」

　シャノの強気な発言に対し、議ぎ場じようのあちこちで囁ささやき合う声がした。

「……簡単に言ってくれるぜ……それができないから困ってるんだろうが……」

「……王族でもないくせに、でかい口叩きやがって……」

「聞こえているぞ、君たちッ！　魂を分けた僕の兄弟を愚ぐ弄ろうする気か!?」

　ロゼムは怒れる瞳ひとみで一同を睥へい睨げいしてから、フンと鼻を鳴らして笑った。

「此こ度たびの戦いくさには、我が国がついている。君たちがどれほどヘナチョコだろうと、華か麗れいにして精強なる公国軍がいる限り、負けはないと思いたまえ！　ハハハハ！」

　激怒しておいて挑発するというロゼムの器用な変転ぶりに、将たちは一斉に顔を引きつらせた。シャノへの悪印象さえも霞かすむほどイラついているようだ。

（ロゼムの奴、いるとウザいけど便利だな……）

　シャノは率直な感想を抱いた。

「──まあ、ご心配はもっともだ。そこで、ひとつ提案がある」

　周りの注意を自分に向けさせてから、シャノはイルクに顎あごをしゃくった。

「イルク。ゾロディア軍の侵攻はどの程度まで進んでいる？」

「王都と、先ほど申し上げた通り、周辺の町や村がいくつか占領されております。王都に駐留している兵力は、およそ三万」

「こちらの兵力は？」

「概算でセレン王国軍が五千、ガースロム公国軍が一万。ざっと敵の半分ですな」

　イルクが告げた兵力差に、将たちが再び動揺の声を漏もらす。

　シャノは机を叩いて喧けん騒そうをかき消すと、再び強い声音で言った。

「俺が潜入する」

　将兵たちが顔を見合わせる中、念を押すようにもう一度告げた。

「何万人いようと関係ない。俺が内側から、王都の守りを突き崩してやる」




　会議の後、イルクと二人で議場に残ったシャノは、最初に呆あきれ交じりの感想を聞かされることとなった。

「わしがセレン王国軍に入隊してから、五○年以上経ちますが……いやはや。あんなメチャクチャな作戦会議は初めてでしたぞ」

「どうせ俺は鼻つまみ者だ。まず実力を示さなきゃ、誰も後についてこねえだろ」

「ふむ。シャノ様のそうしたお考えは、国王陛へい下かにそっくりですな」

「やめろ」

　ぞっとしない感想にシャノは顔をしかめて、肩を落とした。

　イルクは妙にまじまじとシャノの顔を覗のぞき込んでから、重い口を開いた。

「……陛下が亡くなった以上、わしがお話しすべきでしょうな。シャノ様の、母上について」

　思いがけない話に、シャノはイルクの顔を見返した。

「お袋のこと、知ってるのか？」

「魔女を捕らえに行く……陛下がそう言い出した時、わしが部隊の陣頭指揮を執りました。もう二○年も前の話ですな」

　遠き日の思い出を語るように、イルクは穏やかな目をした。

「お袋は捕らえられた牢ろう屋やの中で俺を産んで、隙すきを衝ついて脱出した……そこまでは俺も知ってる。今更何の話をする気だ？」

「シャノ様の母上はその後、幾度となく、シャノ様を取り戻すために王都を襲撃されました。そのこともご存知でしたかな？」

「……初耳だな」

　以前父から聞いた話では、母は王都を脱出して以降、消息不明のはずだった。

　だから、自分は母から見捨てられたものと思い、母のことはあまり考えないようにしていたのだが──。

「当時、シャノ様はまだ一歳にも満たぬ頃でしたから、覚えていないのは当然でしょうな。度重なる襲撃により、城はかなりの被害を受けたものです」

「だが、少なくとも俺が物心ついてからは、城が襲われたことはなかったぞ」

「陛下が錬れん金きん術じゆつ師しに依頼して、魔女封じの結界を王都に張り巡らせたのです。結界の中に入った魔女は、身動きが取れなくなります」

　イルクはシャノの表情を窺うかがうように一拍置いて、続けた。

「以後、シャノ様の母上は現れなくなりました……しかし、シャノ様を取り戻したい思いがあったことは確かです」

「なんで今まで、俺に事実を隠してた？」

「真相を知れば、シャノ様は母上を捜すため、王都を脱走なさるかもしれません。シャノ様を繋つなぎとめるために、噓うそを教えていたのです」

　シャノは腹立ち紛まぎれに床を踏み鳴らした。

「親父め。俺を騙だました報むくいも受けず勝手に逝くとは、本当にふざけた奴だ」

「わしも共犯のようなものです」

「その共犯は、なんで今更白状する気になったんだ？」

「いえ……陛下に加え、将の大半が亡くなった今、この事実を知るのはわしだけかもしれませんからな。できるうちに、お話ししておこうと思ったのですよ」

　急にしんみりとしたイルクの言に毒気を抜かれて、シャノは落ち着きを取り戻した。

「それで、お袋は生きてるのか？」

「結界が張られてからほどなく、魔女が一人、結界にかかりました」

「お袋……じゃなさそうだな、その言い方だと」

「全くの別人でしたな。しかし、魔女の度重なる襲撃による被害を受けていた民衆は、無関係なその魔女にも怒りの矛ほこ先さきを向け、磔はりつけにして打ち殺してしまったそうです。報告を受けた衛えい兵へいが現場へ駆けつけた時には、既に……」

　痛ましげに言葉を切って、イルクは深い溜ため息いきを漏らした。

「話がそれましたな。魔女が処刑されれば噂になるものですが、他にはそうした話は聞きません。シャノ様のお母様は、今もどこかで過ごされているかと思います」

「……お袋がゾロディアに加担している可能性はあるか？」

　敵の中に、魔法を使う者がいる──そう聞いた時からの懸け念ねんを、思い切って尋たずねた。

　イルクは「ないでしょう」と素そっ気けなく答えた。

「魔女にはいくつかの制約があります。そのひとつが〝国家間の戦争に加担してはならない〟こと。制約を破った魔女は死滅するという話です」

「そうか。じゃあ、少なくともお袋じゃないんだな」

　親子で殺し合うような事態は起こり得ないとわかり、胸をなで下ろす。

「魔法といえば、わしは陛下の命で、魔法についても調べたのですが……殿でん下か。もしも今度、敵の魔法で操られた者を見かけたら、相手の体を調べて頂けますかな？」

「相手の体を？」

「ええ。魔法で操られる者とそうでない者がいる以上、魔法の対象者には何らかの共通点があるはず。それがわかれば、対策のしようもありますからな」

「対策と言ったって、具体的にどうするんだ？」

「魔法は千差万別ですが……魔法の中には、使用に条件があるものもございます。金の装飾品を身につけている相手にのみ使える魔法や、水に浸かっている相手にのみ使える魔法なども実在したといいます」

「ってことは、何か。その条件を満たさないようにしてやれば……」

「魔法の効力も消えるかもしれません」

「なるほどな。覚えておく」

　戦闘中にそんな余裕があるとは限らないが、一応は心に留めておこう。

「いずれにしても、くれぐれもご無理をなさいませぬように。御おん身みに万一のことがあれば、王女殿下の悲しみは計り知れませんのでな」

　王女殿下の、と強調して言うイルクを、シャノは憮ぶ然ぜんとして睨にらみつけた。

「そりゃ確かに、メアルを泣かせることはしたくないが……お前、そうやって女を使えば俺を自由に操れるなんて思うなよ？」

「ほっほっ。何のことをおっしゃっているのか、わかりかねますなあ」

　露ろ骨こつにとぼけてから、イルクは急に表情を引き締めて言った。

「事実……王都脱出からしばらく、メアル様は毎夜、泣き崩れておいででした」

「泣いてた？　メアルが……？」

　シャノは反射的に聞き返したが、無理からぬことだとすぐに考え直した。

　メアルにとっては、父や兄たちも大切な家族だったのだ。それらを一度に喪うしなうのは、耐えがたいほどの悲しみだったことだろう。

「シャノ様と再会して、メアル様はようやく笑顔を見せるようになりました。ですから……必ず無事でお戻りください。王女殿下の、笑顔のために」

「……ふん。言われなくても、帰ってきてやるよ」

　やはり食えないジジイだ。

　自分の士し気きが高こう揚ようしていることに気づきながら、シャノは議場を後にした。




　間もなくして、イルクが総大将を務めるセレン・ガースロムの連合軍は、王都奪だつ還かんに向けて進軍した。

　シャノとプラムもこれに同行し、また、エレインは騎兵隊に編入され、再び最前線で剣を振るうこととなった。

　王都への道中では、幾度かゾロディアの部隊と剣を交えたものの、相手はすぐに軍を退いてしまい、王都へ引き返していった。

　こちらの狙いが王都奪還にあることを承知のうえで、守りの固い王都に引き込んで、一網打尽にしようというのだろう。

「馬鹿どもめ。お前らに陥おとせた王都が、俺に陥とせないとでも思うのか？」

　その目論見は大間違いだったと、すぐに思い知らせてやる。

　作戦の準備を進めながら、シャノは心に誓ちかった。





　　　＊　＊　＊






　王都には、緊急脱出用の抜け道がいくつか存在する。

　本来であれば外からは侵入できないように対処されているものだが、メアルやイルクたちが先日の脱出時に利用したルートは、開放されたままになっていた。

　王都内部から、表向き閉鎖された付近の鉱山へ繋がる抜け道──シャノは今回、そのルートを逆に辿って、王都へ侵入した。

　城下町の外れに出たこと、周囲に人ひと気けがないことを目視で確かめてから、後の二人に呼びかける。

「……プラム、エレイン。大丈夫だ、出てこい」

　合図とほとんど同時に、二人は抜け道から飛び出した。

　プラムはメイド服のままだが、シャノとエレインはそれぞれゾロディアの兵装を身にまとっている。

「エレイン、鎧よろいはきつくねえか？　特に胸のあたりとか」

「……ケンカを売っているのか？」

　男用の装備しか入手できなかったのだが、エレインにはぴったりだっだ。

「冗談だよ。まあ、作戦行動中はくれぐれも目立たないようにな」

「…………」

　エレインは何も答えず、そっぽを向いてしまった。

「おい。返事は？」

「…………」

「ほれ」

「──ぴぁっ!?」

　魔法を使い、胸を摘つままれた感覚記憶を与えてやると、エレインは鎧の上から胸を抱いてのけ反った。

「シャノ、き、きき、貴様……ッ！」

「返事くらいしろ。ここは敵地だ。連れん携けい不足でミスを犯すなんてことは許さねえぞ」

「……わかっている！」

　顔を真っ赤にして、エレインは苛いら立だたしげに応えた。

　決闘の件で対立して以来、ずっとこの調子だ。

　その状態を考慮しても、信頼できる戦力が必要だと思ったからこそ、今回の任務に連れてきたのだが……。

（……今更どうこう言っても埒らちが明かん。俺が上手くやるしかないな）

　気持ちを切り替えて、今回の目的を心の中で反復する。

　本国へ召還されたギルに代わって、王都の守りは、エインズという将軍が任されている。好戦的な男で、ギルの右腕として王都攻略に参加していたという。

　シャノたちは少数で城へ潜入し、このエインズ将軍と接触する。

「まずは、城へ潜り込む。行くぞ」

　シャノが先頭に立って歩き出すと、プラムとエレインもそれに従った。




　城下町の惨さん状じようは、シャノの想像を絶するものであった。

　家屋の大半が焼き払われたうえに破壊され、一面が瓦が礫れきの山と化している。

　王都の民は、道端にただ呆ぼう然ぜんと身を投げ出しているか、もしくは物言わぬ死体となって乱雑に積み重ねられているか──そのどちらかが大半だった。

「……ひどい」

　怒りと悲しみに震える声で、プラムが呟つぶやいた。

　それ以上に激しい義ぎ憤ふんを露にしているのは、エレインだった。

「ゾロディアの奴らめ……！　よくも、私たちの王都をこんな──ぐむっ!?」

　シャノは慌てて、エレインの口を手で塞ふさいだ。

（バカ！　声に出す奴があるか！）

「んー、んーっ……！」

　エレインがコクコクと頷いたのを確認してから、シャノは手を離した。

　しかし、怒りとは別に、シャノにはどうしても拭ぬぐえない疑問があった。

　山積みの死体は疫えき病びようの温床になる。放置するのは、衛生的に最悪の選択だ。ゾロディアの兵士が罹り患かんする危険もあるのに、見せしめのように晒さらされているのは不可解だ。

　周囲の家か屋おくにしてもそうだ。

　作戦上、壊す必要がないはずの家屋までもが、ことごとく破壊されている。

　これでは兵や軍馬の収容能力が低下するばかりでなく、わざわざ出兵して手に入れた王都が、何の価値もない廃はい墟きよへと変わり果ててしまうだろう。

　この惨状がギルの命令によるものだとすれば、その意図は明らかだ。

　奴は、セレン王国を憎んでいる。

　全てを焼き払い、王都を死と灰で満たさなければ気が済まないほどに。

（……主戦派にも、国益や私益のために戦っている将兵の方が多いはずだ。だとすればそいつらは、破壊と殺戮を望むギルのやり方についていけないはず）

　うまく立ち回れば、ギルを孤立させられるかもしれない。

　そのためには、第二王子シルヴァを保護し、擁よう立りつできれば手っ取り早い……もしも既に殺されているのなら、どうしようもないが。

　頭の中で試算を繰り返しながら、シャノは城へ続く道を急いだ。




　城には、正面から堂々と忍び込むことができた。

　というのも、やはり城の収容能力は限界近くに達しており、開け放たれた城門の付近には、絶えず多くの兵士たちが行き来していたからだ。

　楽に潜り込める反面、もし正体に気づかれたら、極めて厄やつ介かいなことになる。

　目立たないよう、極力自然な歩調を装って、シャノたちは城の奥へと向かう。

「……生々しいですね。戦いの痕あと……」

　廊ろう下かを歩きながら、プラムが哀しげな声を漏もらした。

　さすがに城内に死体は転がっていないものの、火災と戦闘の痕は、壁や天井の至るところに焦げや血けつ痕こんとなって残っている。

　城の奥に行くほど、兵士たちとすれ違う回数は減っていく。こう陰いん惨さんな空気がこもっているのでは、城壁の警備でもしている方が気が楽なのかもしれない。

「ずいぶん悪趣味に模様替えしてくれたもんだ……たっぷりと礼をしてやる」

　イルクの情報によれば、エインズ将軍は城の最上層……奥の塔に司令部を構えているとのことだった。

　一部屋に入るくらいの人数が相手なら、シャノたち三人で制圧できるだろう。

　問題は、敵に気づかれずにどこまで進めるか……。




「いやあああっ!!」




　突如響いた悲鳴に、シャノたちは身構えた。

　素早く周囲を見回すが、目に見える範囲に人の姿はない。

「十字路の先から聞こえたみたいだな。可愛らしい女の子の悲鳴だ。声でわかる」

「シャノは黙っていろ。しかし、いったい何の騒ぎだ……？」

　低い声で一ひと刺さししてから、エレインは十字路を曲がる。シャノも後に続いた。

　曲がった先は行き止まりで、突き当たりに倉庫があるだけだ。

　悲鳴は倉庫の中から聞こえたのだろうか……警戒しつつ、シャノはエレインとともに倉庫の中を覗き込んだ。

　倉庫には、十人近くのゾロディア兵が倒れていた。斬り合いをしたのか、倒れている者は血を流しており、既に事切れている者もいる。

　薄暗い倉庫の隅で、三人の兵士が銀髪の少女を取り囲んでいた。

「さあ、護ご衛えいは片付いた。これ以上抵抗するなよ」

「た、助けて……っ」

　少女はシャノより少し年下くらいで、平凡な村娘のいでたちだった。城内には似つかわしくない格好だ。

　しかし、そんなことは瑣さ末まつな問題だ。

　目の前で女の子が襲われている時、シャノの取るべき行動はひとつである。

　即座に魔法を発動させ、兵士の一人を味方へと変える。

「──うおおおおっ！」

　突如、剣を振り回して襲いかかってきた仲間に、他の兵士二人が驚きよう愕がくする。

「ぐわっ!?　い、いきなり何を──ごぶはぁっ!?」

　しかし、そうしていたのも束の間だった。エレインが大剣で三人をまとめて薙なぎ倒してしまい、兵士たちは一瞬で全滅した。

「……俺の一手間が無駄になったな。まあ、楽できたからいいけどよ」

「私は騎士だぞ。か弱い少女が襲われているのは見過ごせん。君、大丈夫か？」

　エレインが手を差し伸べると、少女は唖あ然ぜんとしながらも頷いた。

「だ、大丈夫だよ。でも、キミたちは……誰？」

「そういうお前こそ何者だ？　少なくとも一般人じゃねえだろう」

　シャノが問い返すと、少女は小さく肩を震わせて反応した。

「ど、どうして……？」

「今の兵士が『護衛は片付いた』と言ってただろう。つまり、お前には護衛がついていた。おそらく、ここに転がっている死体のうち何人かがそうだ」

「……うん。キミの言う通り……だよ」

　少女が遠慮がちに頷いた時、シャノの背に、プラムの声が届いた。

「廊下で見張っていましたけど、誰かが騒ぎに気づいた様子はなさそうです」

「だが、今倒した連中の仲間がいるかもしれん。それに、ここにいるのを誰かに見られたら言い訳できねえ。場所を移すぞ」

　シャノは少女の手を引いて、倉庫を出ようとした。

「わ、わっ……ちょっと待って！　ボクには、やらなきゃいけないことが……」

「──ボクゥ？」

　少女の口から漏れた言葉に、シャノは反射的に懐かい疑ぎの目を向けた。

　目の合った少女が、怯おびえたように身をすくませる。

「お前……ちょっと来い。こっちだ！」

「えっ。ひゃ、ひゃわわっ……！」

　少女の腕を摑つかんで、ぐいぐいと倉庫の反対側へ引っ張っていく。

「な、何するの……ふゃああぁっ!?」

　シャノは少女を壁際に追いやると、下からすくいあげるように、胸の膨ふくらみを鷲わし摑づかみにした。

「っ……こいつは……！」

　そして、驚嘆した。

　大きさではプラムに一歩劣るが、それでも掌てのひらに余る、ずっしりとした重量感。揉もみこむ度に指を押し返してくる豊かな弾力も申し分ない。

「ボクとか言い出すから、てっきり女装かと思ったが……とんだ誤解だったな。こんな上質な乳が、ニセモノであるわけがねえ……ごばっ!?」












　突然後頭部をぶん殴られて、シャノは胸を揉む手を離した。

　拳を固めたエレインが、悪鬼のような顔でシャノを睨んでいた。

「そんなことを確かめるために、見知らぬ少女の胸を揉むな!!」

「俺にとっては、素す性じようを確かめるより大事なことだ。相手が女かどうかで、天と地ほども対応が変わるからな」

「堂々と言うことか！」

「騒ぐなよ。誰かに見つかるだろ」

「どの口が……ッ!!」

　エレインがシャノに怒りをぶつけている間に、プラムが少女に優しく声をかけた。

「申し訳ありません。あの人は本当に節操がなくて……」

「だ、大丈夫っ。あんな風に触られたの初めてだから、ビックリしただけ」

「それなら良かった……とにかく今は、さっき言った通り、場所を変えましょう」

　話を戻して促うながすプラムに、今度は少女も従った。

　倉庫を出て、廊下を歩きながら、シャノが肝心の問いを投げかける。

「で、結局お前は何者なんだ？」

「……キミたちは、さっきの兵士たちとは違うんだよね？　じゃあ……こっちから先に事情を話すよ」

　散々ためらった末、少女はやっと意を決したように答えた。




「ボクは……ゾロディア王国第二王子、シルヴァ・ゼドファングだ」




「お……王子？　シルヴァ王子だと？」

　驚きに目を剝むいて、エレインが聞き返す。

　だがシャノは、少女の──シルヴァの発言に、すんなり納得できていた。

「理屈には合うな。今、この城を占拠している連中は主戦派……つまりギルの派閥だ。行方不明のシルヴァ王子を捕らえて差し出せば、手柄になる」

「それで追い詰められていたというのか？」

「でも、シルヴァ王子って……当然、男の人じゃ……？」

　エレインとプラムが、怪け訝げんそうにシルヴァを見つめる。

「うっ。そ、それについては、複雑な事情があるんだけど……」

　シルヴァは慌てて、「とにかく」と強引に話を戻した。

「父様が亡くなって、ギル兄様は次にボクを殺そうとした。ボクは、穏健派の人たちに守ってもらいながら、どうにかここまで逃げてこられたんだ」

　そこで言葉を切って、シルヴァは不安げな眼まな差ざしをシャノたちに向けた。

「……キミたちはボクの味方？　それとも──」

　その問いに、シャノは考えを巡らせた。

　目の前の少女の正体については、気がかりなこともあるが……噓をつけそうなタイプには見えない。ひとまず信じても良いように思える。

「……俺の名はフェイク。こっちはプリム、騎士の方はレイン。実は、俺たちは王都奪還のために潜入した、セレン王国軍の特殊部隊なんです」

　シャノの発言に、他の三人が一斉に驚きの表情を見せた。

「ええっ!?　キ、キミたち……セレン王国軍の？」

「おい、話していいのか？　それに、私の名はレインじゃ……んぐっ」

　シャノはエレインの口を塞ぎつつ、プラムとエレインだけに聞こえるように喋しやべった。

（シルヴァを味方に引き込めるかどうか確かめたい。ひとまず俺たちの名は伏せて、探りを入れてみるぞ）

「あ、あの……フェイクくん？」

　おっかなびっくりといった様子で、シルヴァが声をかけてくる。

「何でしょうか？」

「あっ、今は喋り方、普通にしてていいよ。敬語を使われてるのを誰かに聞かれたら、ボクの正体がバレちゃうかもしれないし」

「なるほど。……じゃあ、無ぶ礼れいを承知で、そうさせてもらうぜ」

「うん。それでね、ボクはセレン王国に和平の申し入れがしたいんだ。キミたちにとっては、今更だって思うかもしれないけど……」

「和平を申し入れたいなら、直接セレン王国の本陣まで行けば良かっただろうに。この城で何をしてたんだ？」

「セレン王国軍に合流するのも、本当は怖かったんだ。ゾロディアは恨まれているだろうから……何か、手土産があれば少しは誠意が伝わるかなって……」

「手土産？」

「情報だよ！　城の兵士の配置とか、だいたいの人数とか」

「調べられたのか？」

「……ご、ごめん。すぐに見つかっちゃって、それどころじゃ……」

　ダメだこいつ。

　凡庸な人物、というイルクの評は正せい鵠こくを射ていたようだ。

　とはいえ、本物のシルヴァ王子なら、ただそれだけで利用価値は充分にある。

「で、王子が女になってるのは、一体どういう事情なんだ？」

　もう一度訊きくと、シルヴァは口を引き結び、困った表情を浮かべた。

「……それは、キミたちには話せないんだ。シャノ・アトロシアスって人に会わせてくれないかな？　彼になら話せるんだけど」

「シャノ？　待て。どうしてそいつの名前が出てくる？」

　普通に考えれば、ここでシャノの名が挙がるのはおかしい。

　王国の代表者ならメアル、軍の総大将ならイルクがそれぞれ該当する。内部の者ならまだしも、ゾロディアの者が真っ先にシャノを挙げるのは不自然だ。

「兄様が言ってたんだ。セレン王国の〝魔女の子〟シャノ。王家の血を引く彼は、今回の反攻作戦の要になっているはずだって」

「ギルが……そうか」

　城で一度会った時、ギルはひどくシャノにこだわっているようだった。

　その理由は未だわからないままだが、ギルから聞いたのであれば納得できる。ひとまず、目の前の少女を信じてもいいだろう。

「よし。それじゃお前ら、司令室へ行くぞ」

「行くって……シルヴァ王子も連れて行くんですか!?」

「当たり前だろ。俺たちが司令室を占拠して、王都を開城させる。その前提でイルクたちも動いてるんだ。シルヴァを連れて帰るのは、それが終わってからだ」

「でも、王子を連れて作戦行動だなんて……」

「ボ、ボクのことなら大丈夫！　逃げる時に兄様に斬られた傷があって、戦うのは難しいんだけど……自分の身くらいは、自分で守れるよ」

　身を乗り出して言い切ってから、シルヴァは急に縮こまった。

「……そ、それに、置いていかれる方が怖いし……」

「わたしたちはセレン王国の人間ですよ？」

「それはそうなんだけど……話した感じ、キミたちはみんな良い人そうだし。一緒にいたいんだ」

「ほほう。なかなか人を見る目がある奴だな」

「…………良い人……？」

　エレインが眉み間けんに皺しわを寄せてシャノを凝視する。

「何か言いたそうだな、レイン」

「……別に、何でもない。随分時間を食ってしまった。先を急ぐぞ」

　顔をそむけて、エレインはすたすたと歩き出す。

「……ねえ。ひょっとしてあの二人、今ケンカしてるの？」

「ちょっとした意見の食い違いです。すぐに仲直りできますから……大丈夫ですよ」

　シルヴァの問いに、困ったように苦笑するプラム。

　シャノは否定するでも肯こう定ていするでもなく、エレインの後に続いた。




　司令室に近づくと、ちらほらと警備の兵が姿を見せ始める。

　もちろん、シャノたちは呼び止められることもあったが、シャノが相手の記憶を改かい竄ざんし、ニセの任務をでっちあげれば簡単に通してもらえる。

　問題は、前の対象者に使っていたオーバーライトの効果が切れてしまうことだ。

　どこかの段階で、シャノたちに気づいて大騒ぎする奴が出てくる。倉庫の死体だっていつ発見されるかわからない。それまでに全てを済ませなければ。

「いいな？　司令室に入ったら、俺の後ろで控えていろ。もしも準備が整う前に企たくらみがバレた場合は、その時点で将軍を人質にする。お前は周りの兵を倒せ」

「わかった」

　塔の階段を上りながら分担を説明したが、エレインは素っ気なく答えただけだ。

「本当にわかってんのか？」

「潜入前にも打ち合わせはしただろう。いちいちわかりきったことを確認するな」

「大事なことだから確認してるんだ。もし失敗したら、一番危険なのは矢や面おもてに立つお前なんだぞ」

「私はお前のものではないと言ったはずだ。心配される筋合いもない」

　射るような目で、エレインはこちらを睨んだ。

「ケ、ケンカはやめようよ、二人とも。仲良くしよう？」

　おろおろと、シルヴァが仲裁に入ってくる。

「それより、司令室に着いたらシルヴァも適当に話を合わせろよ。わかってるな？」

「テ、テキトーに？　……うん、わかったよぉ」

　いまいちよくわかっていない顔でシルヴァは頷いた。

「もうすぐ司令室ですよ。ほら、あそこです」

　プラムが階段の先の扉を指差す。

　ここに来る途中に何人も見張りがいた代わり、扉の前には誰もいなかった。

　シャノは、目で全員に合図してから、先頭に立って扉を開いた。

「エインズ将軍！」

　司令室の中には六人の男がいた。全員軍服姿だったが、ゴテゴテと勲くん章しようを着けている肥えた中年男が、真っ先にシャノの呼びかけに反応した。

　あの男がエインズに違いない。

　判断と同時に、シャノはエインズの記憶を改竄する。

「報告します。例の補給部隊が到着しました！」

「おお、間に合ったか。ただちに受け入れを進めよう。おい、誰か！」

　周囲の部下たちは、突然舞い込んできた命令に首をひねる。

「例の補給……といいますと？」

「セレンの連中が王都奪還を狙って、近づいていることは知っていよう。奴らを撃退するため、極秘に開発していた兵器が本国から届いたのだ」

　おおっ、と一斉に驚きの声があがる。

「かしこまりました！　すぐに迎え入れるよう、通達いたします！」

　エインズの指示を受けて、近くにいた部下が司令室を飛び出していった。

　あとはどれだけ時間を稼げるか……。

「ところで、フェイク君……だったな。やけに綺麗どころを連れているが」

　プラムとシルヴァに視線を向けて、エインズは眉まゆをひそめた。

　シルヴァの顔は、エインズの記憶から消してあるので気づかないはずだが……。

「む……？　おい、そっちの娘！　顔を見せてみよ！」

「え!?　はっ、はいっ!?」

　急に大声で呼びつけられ、シルヴァが恐る恐るエインズの前に立つ。

　まさか、気づかれたのか──？

　シャノたちが緊張に身を硬くした……直後、エインズはだらしなく表情を崩した。

「いい。私の好みだ。ちょっと隣に座って、酌しやくをしなさい」

　手招きしながら、エインズは棚からワインボトルを引っ張り出した。

　……シャノは呆れて肩を落とした。思ったよりずっと鈍感な奴らしい。

　ソファでくつろぐエインズを見かねた様子で、部下が諫かん言げんする。

「将軍、今は警戒中です。飲酒は……」

「かたいことを言うな。どうせセレンの奴らは瀕ひん死しだ。ガースロムと結んだところで、この城に足を踏み入れることすら敵わぬわ！」

（……もう踏み入れてるけどな。足どころじゃなく）

　内心で答えつつ、塔の窓から城の外を見下ろす。

　既に命令は伝わったらしく、城門から巨大な荷がいくつも運び込まれている。

　今のところは順調と言っていい。が──。

　階下から駆け上がってくる複数の足音に、シャノは身構えた。

「将軍！　怪しい奴らが上がって来ませんでしたか!?」

　司令室へ続く通路を警備していた兵士たちが、一斉になだれ込んできた。

「ん？　何だ、騒々しい。私は今休憩中だ、見てわからんのか」

「将軍、そいつらです！　そいつらが、我々の警備をかいくぐって……！」

　兵士たちはシャノたちの顔を順々に指差して、告発する。

　この場で戦闘になる気配を察して、エレインが剣の柄を握った。

　シャノは手ぶりでエレインを制した。まだだ。まだ早い。

「かいくぐったとは不ふ穏おん当とうだな。俺は補給部隊到着の伝令のために、堂々と廊下を通って司令室へやってきた。通行を許可したのは、お前らのはずだが？」

「……そ、それは……だが、我々は貴様を通していいという話など聞いておらん！　なのに、あの時はなぜか記憶にあったのだ！」

「伝達ミスだろう。よくあることだが、自分の記憶の混乱を棚に上げて、人を不審者呼ばわりとは感心しないな」

「何だと、貴様！」

　兵士は怒鳴りこそしたが、それ以上シャノの言葉に反論できないようで、ギリギリと歯を食いしばってシャノを睨んだ。

「……補給と言ったな。荷を調べさせてもらうぞ！」

「どうぞ、ご自由に」

　兵士たちは半数をその場に残して、確認のために塔を駆け下りていった。

「騒がしい奴らだ。補給の件に関しては、この私に話が通っているのだから、それ以上疑う余地もあるまいに」

「おっしゃる通りです、将軍」

　適当に持ち上げてやりながら、再び窓の外に目をやる。

　補給部隊の位置から、作戦の準備が整ったことを確認できた。そろそろ頃合いだ。

「将軍。少々よろしいですか？　お願いがあるのですが……」

「今度はどうした？」

　エインズは深くソファに腰掛けたまま、振り向きもせずに聞き返す。




「動くな」

　その太い首に、シャノは背後から剣の刃を押し当てた。




「……な、っ……」

　エインズはグラスを取り落とし、隣のシルヴァも慌ててソファから跳びのく。

「将軍！　……うわっ!?」

　残っていた兵たちが反応したが、プラムとエレインの猛もう襲しゆうによって、瞬またたく間に蹴け散ちらされていく。

「ひっ！　……ひいいっ！」

　次々に斬り倒される同僚たちを前に、慄おののいた兵士が司令室から逃げ出した。

「一人逃げました！　追いますか？」

「いや、好都合だ。将軍が人質に取られたことと、司令室が占拠されたことを、仲間に知らせてくれりゃ尚なお更さらいい」

　シャノの言葉でようやく状況を理解したのか、エインズは敵意を露にシャノを睨みつけた。

「きっ、貴様！　まさかセレン王国の手先か!?」

「気づくのが遅い」

　持参したロープで、エインズの両手をきつく縛り上げる。

「ぐぉ……セレンのウジ虫どもが！　貴様、生きて帰れると思っているのか！」

「こっちのセリフだ。城下町の方をよく見てみろ」

　エインズを窓際へ引きずっていき、眼下の光景を突きつけた。

「……こ……これは……っ！」

　補給部隊の巨大な積み荷から、セレンとガースロムの兵士たちが飛び出し、周囲の衛兵を蹴散らしながら一直線に城へ向かってくる。

　ゾロディアの兵士たちは突然の奇襲に対応できず、ことごとく倒されていく。

「ええい！　奇襲とは小こ癪しやくな真ま似ねを……！　だが、数では我が軍が有利だ。態勢を立て直せば、この程度の奇策などに……うわあっ！」

「そう。そこでお前の出番ってわけだ」

　エインズの頭を押さえつけ、窓から身を乗り出すようにさせる。

　元々、この塔は司令塔だ。窓の真下は広場になっており、今まさに塔へ侵入せんとする部隊を見下ろすことができた。

「敵の部隊が迫っているのか？　司令室の入り口を塞ぐべきか……」

　近づいてきたエレインが窓から顔を出し、外を見下ろす。

　と。シャノは、眼下で光るものの存在に気がついた。

　空くうを貫つらぬいて飛来する一条の矢。その軌道の先にあるのは──。

「ほっ」

　シャノは素早く手を伸ばし、下方から飛んできた矢を摑んで止めた。

　鏃やじりがエレインの顔に触れる寸前、ギリギリのところだ。

「……っ!?」

　エレインは、自分が矢の軌道に顔を出しているとは気づいていなかったようで、目の前で静止した矢に、一瞬遅れて大きくのけ反った。

「大丈夫か？　顔に怪我なんかしてたら一大事だぞ」

「……あ、ああ……心配ない……」

　エレインはシャノの顔と手元の矢を交互に見比べて、瞬きを繰り返していた。

　窓から身を乗り出したままのエインズ将軍が、半狂乱の声をあげる。

「だ、誰だ、矢を放った奴は!?　この私に当たったらどうするつもりだッ！」

「そうだな、将軍。ここは一度、しっかり注意してやらなきゃなるまい」

　眼下の兵士たちに向かって、シャノはあらん限りの声で叫んだ。

「聞けッ!!　ゾロディアの勇将エインズは、我らセレン王国軍が捕らえた!!」

　シャノの一喝に、眼下の兵士たちが動きを止め、塔を見上げた。

「将軍の命が惜しければ、ただちに剣を捨てて降伏しろ！」

「……こ……こけおどしだ！　もし私を殺せば、お前らが逃げる方法もなくなるのだ。お前らが私を殺せるわけがない！」

「ほう」

　ご明察だ。確かに、殺してしまえばその時点で手札がなくなる。

　しかし、その程度の抵抗は想定済みだ。

「将軍……こっちには、こういう用意もあるんだぜ？」

　シャノはおもむろに、ポケットから金のネックレスを取り出した。

　ネックレスを見たエインズは、驚愕に目を見開いた。

「それは！　娘の誕生日にくれてやった……」

「娘さん、もうすぐ二人目が産まれるんだってなあ？　こっちとしても、身み重おもの女に手荒な真似はしたくねえんだが……あんたの態度次第だな」

　せいぜい凶悪な脅おどしに見えるように、クククと嗤わらってシャノは言った。

　エインズの家族構成はイルクに聞いているから、身重の娘がいるのは本当だ。しかし娘には何もしていない。ネックレスだって、城じよう塞さいの宝物庫から拝はい借しやくしたものだ。

　シャノが誤認させたのは、そのネックレスに関する記憶だけだ。

　エインズは兵士たちを見下ろし、大口を開けて絶叫した。

「き、貴様ら、来るなああっ!!　塔へ上がるな、降伏しろ！　従わぬ者は、この戦いが終わり次第、断頭台にかけてやるッ!!」

　それは、傍はた目めには必死の命いのち乞ごいのように見えただろう。

　この降伏命令にゾロディアの兵士たちは混乱し、逃げ惑い、あるいは逃げ切れないままセレン・ガースロムの連合軍に呑み込まれた。

「よし。後は放っておいても俺たちの勝ちだ」

　シャノはエインズの襟えり首くびを摑んで、一緒に司令室へ引っ込んだ。

　振り向くと、味方のはずの三人はそれぞれ苦い反応を示していた。

「どうした、お前ら」

「……毎回思いますけど、どっちが悪者かわからなくなりますよね」

「フェイクくんって、え、えっと……容よう赦しやしないんだね……」

　プラムとシルヴァは苦笑程度で済んでいるが、その後ろで頭をかきむしって煩はん悶もんしているエレインは、遙はるかに重症のように見えた。

「家族を……家族を人質に取って、開城を迫るなど……祖先にどう弁解すれば……」

「いい加減に慣れろよ、お前も」

「……貴様はいつもそうやって、自分が一番賢い者のように振る舞う……」

　エレインは顔を上げた。

　その瞳が涙に満ちて、揺れていた。

「私だって、わかっている！　貴様のやり方は効率的だ……だから許せないんだ。悪しき手段が最善の結果を生むというのなら、私や父が追い求めた正義は間違っていたのか？　貴様が正しいのなら、私がやっていることは何だ!?」

　心の内を全て吐き出すような、生の感情──悲愴に満ちた声。

　シャノは少しの間、言葉を選んで、静かな声で尋ねた。

「……エレイン。お前は、自分の親父が間違っていたと思うのか？」

「いや……父上は、立派な人だったんだ……」

「じゃあ、それでいいじゃねえか。誰が何と言おうと、自分が正しいと思うことを貫き通したんだろ？　俺だって、自分がやりたいことをやってるだけだ」

「やりたいこと……とは……」

「女を守る」

　自分の胸を叩いて、力強く声を張る。

「お前の言葉を借りるなら、それが俺にとっての〝正義〟って奴だ。クズだの外道だの言われたって構わねえ。俺も、命がけで自分を貫いてんだからな」

「……シャノ……」




　エレインが名を呼んだ瞬間、何か、ひどく厭いやな予感が全身を貫いた。




　視界の端で影が動いた。

　そう思った時には、自然に体が動いていた。

「エレインッ!!」

　体ごとぶつかるように、エレインを体当たりで押し退ける。

　同時に腕を振り上げ、突き出された凶刃を弾き返した。

　細身のナイフが宙を舞い、転がる。

　浅く切ったシャノの腕から、ぽたぽたと紅い雫が滴り落ちた。

「お前……」

　シャノは目の前の、エレインを刺そうとした少女を睨んだ。




「……厄介な、奴から……先に、殺そうと……思ったのに……」

　抑よく揚ようのない声で、シルヴァはそう呟いた。




「貴様!!」

　エレインが剣を振り上げて突進する。

　シルヴァもいつの間にか手にしていた剣を構え、エレインの一撃を受ける──が、強烈な斬撃を受け切れず、後ろへ吹き飛んだ。

「シャノに会いたいと言ったのは、シャノを殺すためか。許さん……この場で叩っ斬ってくれる！」

「待て！　殺すな！」

　血気にはやるエレインを、シャノは大声で制した。

「シルヴァを殺せば、ゾロディアとの和平の道は絶たれる。それにシルヴァの奴、明らかに様子がおかしい」

「おかしい？　……あ、っ」

　シャノの指摘で、エレインも気づいたようだ。

　剣を構えるシルヴァの目には、生気がない。さっきまであれほど活き活きとしていたのに、今はまるで人形のようで──。

（──人形？）

　その印象から連想するのは、かつてエレインが告げた言葉。

「エレイン。以前王都が陥ちた時、同どう僚りようの様子がおかしかったって言ったな？　それはもしかして、今のシルヴァみたいだったのか？」

　シャノの質問で、エレインも気づいたようにハッとした。

「そうだ……同じだ！　では、今のシルヴァも操られているのか!?」

「ますます、殺すわけにはいかなくなったな。無傷で制圧できるか？」

「できる。剣を弾き飛ばして、当て身を食らわせれば……」

　しかし、エレインが一歩距離を詰めると、シルヴァは意外な行動に出た。

　自らの首筋に、剣の刃をあてがったのだ。

「な……っ!?」

「シャノ……来て。来なければ……ボクを、殺す」

　そのままの姿勢で、シルヴァは淡々と告げた。

　まさか、自分自身を人質にしてくるとは思わなかった。

「ただの操り人形かと思ったら、存外応用が利くらしいな」

「褒ほめている場合ではないだろう。シャノの魔法で対処できないのか？」

「さっきからやってるが、どうも効いた様子がない」

　ここでシルヴァを死なせてはならない。

　だが、たとえ無傷で捕縛できても、正気に戻せなければ無意味だ。シルヴァにかけられた魔法を解く術はないのか？

「……一か八か、仕掛けてみるか」

　エレインを押しのけて、シルヴァに一歩近づく。

　シルヴァはシャノの接近を認めると、剣をこちらに向けて構え直した。

「殿下！　ご無理が過ぎます！」

「もうすぐ、連合軍の部隊がここにもなだれ込んでくる。そうなれば、手詰まりになったシルヴァは自殺するかもしれん。俺たちで対処するんだ」

「ですが、殿下……」

「それより、布切れ持ってないか？　できれば結んで球状にしてくれ」

　シャノの求めに、プラムは渋々といった様子で、丸めたハンカチを差し出した。

　ハンカチを受け取りながら、シャノは作戦を練る。

　何としてでも、シルヴァを正気に返す。そのためには──。

「エレイン。シルヴァの服だけを斬って、裸にひん剝いて欲しい。できるか？」

「な、何？」

「イルクが言っていた。魔法で操られる奴に何らかの共通点があるなら、それを調べて取り除けば正気に戻せるかもしれない。可能性だが、今は賭けるしかない」

「……わかった。やってやる」

「いつになく、すんなり許可が下りたな」

「今日は情けないところを見せてばかりだからな。この辺りで挽回せねばならん」

　どこか照れたような、消え入りそうな声でエレインは呟いた。

「よし。まず俺が剣を押さえる。後からついて来い！」

　叫びながら、シャノは駆け出していた。

　シルヴァは剣を振り上げ、シャノに向けて振り下ろす──。

　その細い手首を摑み、すんでのところでシャノはシルヴァの剣を止めた。

「でやああッ!!」

　猛もう追ついしてきたエレインが、すれ違いざまに、目にも留まらぬ速さで剣を振るう。

　直後──音も立てずに、シルヴァの服がズタズタに切り裂かれ、新雪のような白い素肌が、余すところなく露になった。

「ボクを……殺す……！」

　肌を晒したことなど気にも留めない様子で、シルヴァが大きく口を開く。

　手が使えない今、舌を嚙かんで死ぬつもりだ。

「お見通しだ！」

「むがっ……!?」

　丸めたハンカチを口に突っ込んで、舌を嚙むのを阻止する。

　そうしてから、シルヴァの体を見下ろした。

　異常らしい異常は見当たらない。強いて言えば、腹部の傷くらいのものだ。

　腹部に巻かれていた包帯が、エレインの剣によって服と一緒に切り裂かれており、脇わき腹ばらを横一文字に走る裂れつ傷しようが覗いている。

　そういえばシルヴァは、逃げる時に兄に斬られたと言っていたが──。

　剣を握るシルヴァの手に、強い抵抗が加わる。

　自殺を封じられ、全力でシャノに剣を振り下ろそうとしているようだ。

「大人しくしろ」

　シャノはシルヴァを拘束しようとしながら、考える。

　シルヴァは、脇腹の傷をギルにつけられたと言っていた。

　シャノが炎上する城でギルと対たい峙じした時、オーバーライトの魔法が効かなくなったのは、ギルが自傷してからだ。

（傷……？　まさか、傷をつけることが……条件？）

　シャノが結論に至りかけた時、シルヴァの体が小さく跳ねた。

「う……ぐ、ケホッ！」

　腹に力が入ったせいか、むせ返り、丸めたハンカチを吐き出したのだ。

（まずい、舌を嚙み切られる──!?）

　シャノは一瞬、シルヴァを拘束すべきか口を塞ぐべきか、判断に迷った。

　逡巡の末、視界に捉えたのは──シルヴァの、脇腹の傷。




　魔法の条件を満たさないようにしてやれば、魔法の効力も──。




（消せるかどうか……この場で試すしかねえ！）

　シャノは剣を持つシルヴァの手をねじり、振り下ろして、脇腹の傷の上から交差させるように新たな傷を刻んだ。

「……ッ!!」

　瞬間、シルヴァの体が強く跳ねたかと思うと、糸が切れた操り人形のように、膝から崩れ落ちた。

　その手から落ちた剣が床を転がり、カラカラと音を立てる。

「シルヴァ……おい、しっかりしろ！」

「う……フェイク、くん？　ううん、シャノくん……ボク……今、何を……」

　シルヴァの瞳には生気が戻っていた。

　その目を見つめて、シャノはようやく安あん堵どの溜息を漏らした。

「ったく……冷や冷やさせんなよ」

　プラムが司令室の隅にあった旗を引き裂いて、半裸のシルヴァにかぶせる。

　ほどなく、乱暴に扉が開き、連合軍の兵士たちがなだれ込んできた。

「シャノ殿下！　城の制圧、完了いたしました！」

　部隊長の報告に、シャノは大きく頷き、窓の外に目を向けた。

「……お望み通りメアルを連れて、帰ってきてやったぞ。親父」
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　翌朝。

　目を覚ますと、一○年以上毎日見上げていた天井があった。

　ここは自室のベッドの上だ。長年シャノを閉じ込めていた、あの部屋の。

　一瞬、今までのこと──城が陥ち、父が死んで、王都奪還に奔走したこと──が、全て夢だったのではないかと思った。

　が──。

「すぅ……すぅ……」

　ベッドに突っ伏したエレインの寝息が、シャノを現実に引き戻した。

　エレインの服に乱れはないし、シャノも昨晩エレインを連れ込んだ覚えはない。

　そもそも、昨日はシルヴァをイルクに引き渡したり、城下町の民の保護について話し合ったりして、くたくたになって寝床についたはずだ。

　ということは、エレインは朝になってから部屋へ来たのかもしれない。

「……おい。起きろ。襲っちまうぞ」

「んぅ？　……ん……ふわぁ。おはよう、シャノ…………シャノ!?」

　エレインは当初寝ぼけていたものの、自分の言葉で目が覚めたように跳ね起きた。

「す、すまない。夜が明けてすぐ部屋へ来たんだが、シャノは寝ていたから、起きるまで待とうと思っていて……」

「俺みたいな色しき魔まの前で、寝姿は晒さないんじゃなかったのか？」

　つい意地悪を言うと、エレインは言葉を詰まらせて赤面した。

「どうしても話したいことがあったんだ。プラムが来る前に、二人だけで」

　照れるエレインを眺めて一定の満足を得てから、シャノは尋ねた。

「話したいことって、何だよ」

「……礼と、詫わびだ。昨日は、敵の矢やシルヴァの刃からかばってくれてありがとう。怪我までさせてしまって……」

「怪我って、腕をちょっと切っただけだろ。手当てもしてもらったし」

「程度の問題ではない！　その……お前には本当に感謝している」

「別に、感謝して欲しくてやったわけじゃない」

「それがお前の〝正義〟だからだろう？」

　どこか寂しげに微笑ほほえんで、エレインは目を伏せた。

「……シャノ。私はずっと、誤解していた。お前は、私とは違うものを見ているのだと思っていた。だが、本質は同じだったのだな。自分が守りたいもののため、命懸けで戦うという想いは……むしろ、シャノの方がずっと強かった」

「比較なんか意味ないだろ。それを言うなら、お前だって──」

「いいんだ。私のことではなくて、その……お前に、聞いて欲しいことがある……」

　エレインは突然ひどく緊張した様子で、もじもじと左右の手を絡からませていたが、不意に意を決した様子で、姿勢を正した。

「シャノ。私は騎士として、お前に身を捧ささげたいと思う」

「……ん？」

「い、今まで散々お前を批判しておいて、虫のいい話なのはわかっている！　だが……お前を理解できて、ようやく……嫌いじゃなくなったと、いうか……」

「好きになったってことか？」

「……あくまで人として、君主としてだぞ!?　お前はゲスでふしだらで不真面目で口が悪くて……だが……それを差し引いても、尊敬に値すると思ったから……」

　つっかえつっかえ、エレインは戸と惑まどう気持ちを言葉に置き換えていく。

　純情なその様子を見守りたい気持ちもあるが、シャノにはどうしても訊いておきたいことがあった。

「女として、俺に身を捧げる気は？」

　エレインは「うっ」と言葉に詰まってから、頰を紅潮させて、

「……私は初う心ぶな女だ。ぞんざいに扱われても簡単に割り切れるほど、色恋というものに慣れてはいない。だから……お前が……」

「俺が？」

「お、お前がだな。私を、大切にして、くれるなら……前向きに……考える」

「おう、当たり前だ。愛してるぜ、エレイン」

「そ、そういう風に軽々しく言うのをやめんか！」

　怒鳴りつけてから、咳せき払ばらいを挟んで取とりつくろうと、エレインは再び真摯な目でシャノを見つめた。

「シャノ、まだ話がある。一度、私と剣で手合わせしてくれないか？」

「…………」

　剣で、とわざわざ言うからには、魔法抜きでということだろう。

　これまでシャノを警護してきたエレインがそう提案する意味は、おそらく一つだ。

「わかった。訓練場に案内してくれ」
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　一刻後、訓練場。

　勝負を終えたシャノが一人突っ立っていると、プラムが顔を出した。

「あっ、殿下、こんなところにいらしたんですか。どうしたんです、お一人で？」

「いや。ついさっきまでエレインと一緒だった」

　答えていると、ちょうどエレインが戻ってきた。肩に氷のうを当てている。

「おや……プラム。君も来ていたのか」

「今来たところですけど……エレインさん、肩、打ったんですか？」

　プラムの問いに、エレインは苦笑してシャノの方を見た。

「私は、もっと人を見る目を養わねばならんな」

「はい？　どういう意味ですか、エレインさん」

「独り言だ。それより、君もシャノに用だったのではないか？」

　エレインの言葉で思い出したように、プラムはシャノに向き直って告げた。

「メアル様とイルク将軍……それに、シルヴァ様がお待ちです」
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　シャノの部屋は火災の被害をほとんど受けていなかったが、他のほとんどの部屋には何らかの形で被害が及んでいた。

　今回メアルたちが待っていた小部屋も、壁に焦こげ痕があるが、これでも他の部屋よりは綺麗な方だ。

「現在、城下町の遺体を埋まい葬そうしております。まったく、ひどい有様でしたな……」

　憤いきどおりをこらえているのか、重々しい口調でイルクが報告した。

　部屋に備えつけられた円卓には、シャノ、メアル、イルク、そして両手を拘束された状態のシルヴァが着席していた。

　プラムとエレインは分をわきまえて、シャノの後ろに控えている。

「……ごめん。謝って許されることじゃないのは、わかっているけど……それでも言わせて欲しい。本当に、ごめんなさい……」

　円卓に額ひたいを擦こすりつけるようにして、シルヴァが謝罪の言葉を繰り返した。

「……もういいわ。あなたが殺したわけじゃないんだから、いつまでもそうしてるのはやめてよ。まるでこっちが悪者みたいじゃない」

　メアルは唇くちびるを尖とがらせて、間髪入れずに話を変えた。

「それで、早速だけど。あんた、本物のシルヴァ王子なの？」

「……信じてもらえないよね。こんな格好じゃ」

　シルヴァの服装はドレスに変わっていた。体にフィットするデザインらしく、ボディラインの凹凸が非常に強調されている。

「全部話すよ。まず、ボクの兄……ギル兄様のことだけど……」

　その場の全員の顔を順に見回してから、シルヴァはハッキリと告げた。

「ギル兄様は……魔女の子なんだ」

　──やはり、とシャノは思った。

　一方、メアルとエレインは驚きに目を見張った。

「何ですって!?　ギル王子が……!?」

「……これは、ゾロディアでも本当にわずかな人しか知らないことなんだ。父様が亡くなった今、もしかしたら、知ってるのはボクだけかもしれない」

　そう前置きしてから、シルヴァは静かに語り出した。

「ボクが生まれる何年か前、父様は、ゾロディア王国をより強国にするために、魔女の力を求めた。そうして父様と魔女との間に生まれたのが、兄様だった」

「……どこかで聞いたような話だな」

　似たようなことを考える奴はいるものだ、とシャノは嘆息する。

「シャノくんの事情は聞いたけど……キミと違うのは、兄様は表向き、王おう妃ひ様さまの子として育てられたってこと。その王妃様は病弱で、兄様が生まれて間もない頃に亡くなったらしいけど……あ、ボクは二人目の王妃の子なんだ」

「話が繋がらんな。それでどうしてお前が王子になる？」

「父様は、思うようには子宝に恵まれなかったんだ。生まれたのは兄様とボクだけ……でも父様は、万一ギル兄様が暴走した時の備えが欲しかった。だから……」

「だからお前を男として育てたのか。ギルに対抗できる者を育てるために」

「……見ての通り、へっぽこな王子だけどね……ボクは」

　言葉を引き継いだシャノに、シルヴァは自じ嘲ちようの笑みで答えた。

「ギルの魔法についても聞きたい。人を操る魔法だな？」

「兄様の魔法の名は〝ウォンデッドパペット〟……自分が直接傷を負わせた相手を、意のままに従わせることができる魔法なんだ」

「ふうむ。やはり、あれは魔法によるものでしたか」

　得心がいった様子のイルクに、シャノも同調した。

「ギルが自ら剣を振るっているのは、操り人形を増やすためでもあるんだな。そうとも知らず、俺たちは城が陥ちる前、まんまと負傷兵を迎え入れていた……」

「うん……でも、常に操り人形になっているわけじゃなくて、たとえばボクの場合、目の前のキミがシャノくんだってわかった瞬間、急に意識が遠のいた。それまでの間は、自分の意思で動けていたんだけど……」

「最初から演技でやってたわけじゃないんだな。それを聞いて安心したぜ」

「でも魔法が効いている間は、頭がぼうっとして……命令が届くんだ。シャノを殺せ。殺せないと判断した時は自殺しろ、って。逆らうことは絶対にできなくて……」

「自分の命を絶つことすらも、厭いとわなくなるわけか」

　シルヴァは自分の手元を見つめて「……すごく、怖かった」と呟いた。

「確かに、操られた我が国の王子も、ギル王子との交戦で負傷したと聞き及んでおります。しかし、そのような魔法とは……」

　しきりに頷いてから、イルクは不意にシャノへ目配せした。

「そういえば、一体どうやって、シルヴァ様にかかった魔法を解かれたのです？」

「……俺も手探りでやっただけで、ハッキリしたことは言えん。シルヴァは、魔法を解く方法を知ってるのか？」

「ううん。解く方法なんて、ないと思ってた。一体どうして……？」

　シルヴァの答えは驚き交じりだった。本当に知らないのだろう。

「まだ断言はできないが、おそらくは……」

　シャノはシルヴァの魔法を解いた時のことを説明した。

「傷の上から傷を……なるほど。傷をつけることが魔法の発動条件ならば、有り得る話ですな。この対処法は、全軍に伝えておきましょう」

　しきりに頷くイルクを横目で見やって、メアルは眉根を寄せた。

「……まだ疑問はあるわ。どうしてギル王子はシャノを狙ったの？　そもそも、命を狙うほどシャノのことを知る人間が国外にいること自体、不自然だわ」

「あっ、それなら知ってる。理由はわからないけど、ギル兄様は何年も前から、独自にシャノくんのことを調べていたみたいなんだ。シャノくんを、と言うより、セレン王国の魔女の子を……」

「ゾロディア王国軍にとっての脅きよう威いになると思ったのかしら？」

　メアルの意見も否定はできないが、シャノには到底それだけとは思えなかった。

　単なる脅威としてシャノを見ているのなら、城で対峙した時、ああまで憎悪をむき出しにして襲ってきたことの説明がつかない。

「だけど、どうしてボクが刺し客かくにされたんだろう？　ボクは剣の腕も未熟で、刺客になんてとても向いてないのに」

「ギルは、お前と俺のどちらかが死ぬことを望んでいたんだよ」

「えっ……」

「俺が死ねばそれが最上。シルヴァが返り討ちにされた場合は、復ふく讐しゆう戦せんの名目が立つ。あるいはシルヴァが自殺したとしても、政敵を排除できる。奴にとっては、どう転んでも得をするはずのシナリオだったってことだ」

　シルヴァを王都まで護衛してきた穏健派の兵士とやらも、もしかしたらシルヴァを確実に送り届けるための、ギルの操り人形だったのかもしれない。

　このシャノの説明はかなりの衝撃を与えたようで、シルヴァは顔色を失くし、慄りつ然ぜんとして顔を伏せた。

「兄様……そんなにしてまで、ボクを殺そうと……？」

「……まあ、待て。奴はセレン王国を憎んでる、だから穏健派を除こうとしただけだ。お前個人が恨まれてるとは限らねえよ」

　可愛い少女が落ち込んでいるのを見ると、ついそんな言葉を口にしてしまう。

　シャノは立ち上がるとシルヴァの前にひざまずき、手の拘束を解いた。

　シルヴァがぽかんと口を開けて、自分の手元とシャノの顔を交互に覗き込む。

「シャノ！　危ないわよ、また操られて襲ってきたら……！」

「心配するな。こいつはもう大丈夫だ」

　そうだろう？　とシルヴァに笑いかけると、シルヴァは頰を赤らめた。

「……シャノくんって……優しいんだね。思ってたより、ずっと……」

「ん？　何だ。俺に惚ほれたか？」

「うん」

　冗談のノリで放った言葉に──まさかの即答で返され、シャノは固まった。

「……なに？」

「あ、あの！　操られてたとはいえ、ボク、シャノくんを傷つけちゃったでしょ？　でも、そんなボクを許してくれるっていうなら……それなら……」

　シルヴァはシャノの腕に巻かれた包帯をチラチラと見つつ、何度か深呼吸を挟んで、赤らんだ顔をシャノに向けると、言った。




「責任とって……キミのこと、おムコにもらってあげるから!!」




　何を言っとるんだ、こいつは。

　シャノが心の中でツッコむのとほぼ同時に、円卓を叩いてメアルが立ち上がった。

「はあ!?　あ、あんた……シャノをもらうって、誰に断って決めてんのよ!?」

「……私も、今のは聞き捨てなりません。私の主を勝手に独占されては困ります」

　そう言って対抗心を露にしたのは、珍しいことにエレインだった。

　その隣で、プラムが満面の笑みを振りまいている。

「殿下は気の多いお方ですから、どなたか特定のお相手と結ばれる気はないそうですよ。──そうですよね、殿下？」

「ええっ、そうなの!?　ハ、ハーレムってやつなのかな……ボク、今まで女の子らしいこと何もしてこなかったんだけど、対抗できるかなあ……？」

「だから、なんであんたがシャノと結ばれること前提に考えてんのよ!?」

　女四人の衝突と牽けん制せいが繰り返され、会談の場は突如として混沌の渦うずに飲み込まれた。

「いやあ、お若いのは良いことですなあ。ほっほっ」

　一人安全地帯に逃げ込んでいるジジイの笑い声が、場違いなほど朗ほがらかに響いた。
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　会談の後、シャノはイルクを伴って牢獄を訪れた。

　目的の牢の前で立ち止まると、檻おりの中のエインズ将軍は、敵意に満ちた目でシャノを睨みつけた。

「貴様！　よくもこの私を謀たばかってくれたな!!」

「その節はどうも。もう一度、お前には働いてもらうぞ」

「ふざけるな、セレンの虫ケラごときが！　ギル王子が再び進軍なされば、貴様らなど皆殺しだ！　その時が来てから後悔しても、もはや手遅れだぞ！」

　鉄てつ格ごう子しにしがみついて吠えるエインズを、イルクは険けわしい目で睨んだ。

「シャノ様。この男はギル王子に次ぐ主戦派の中核。城下町の惨状を直接作り出した張本人でもあります」

「それがどうした！　虫ケラは虫ケラらしく、無様に死ぬのが似合っておるわ！」

「……容赦の必要はなさそうだな」

　喚わめくエインズを指差し、シャノは宣告する。

「喜べ、お前は布ふ石せきだ。お前の命を礎として、この戦いは終わる。お前の死が、歴史の分かれ道を拓ひらく」

「な……っ、何をする気だ、貴様!?」

「何をするか？　教えてやってもいいが、そんなことしても意味ねえよ。だって──」

　魔法の発動と同時に、シャノは嗤って告げた。

「どうせ、ぜんぶ忘れちまうんだからな」













　王都を奪だつ還かんしてから、瞬またたく間に日々は過ぎていった。

　王族の国こく葬そう、城下町の再建、周辺地域の解放……とにかくやるべきことは山のようにあり、城内は常に慌ただしさに包まれていた。

　シャノは立場上、セレン王国の政務に携たずさわることを許されないため、ゾロディアとの決戦に向けた準備を進めることに専念した。

　そうして、王都奪還から二○日余りが過ぎた日のこと……。




　カーテンの隙すき間まから朝の光が漏もれ込む、薄暗い部屋の中。

　広いベッドの上で、シャノはシルヴァの華きや奢しやな体を後ろから抱きしめていた。

「んっ……やぁ……あっ」

　鼻にかかった甘い声を漏らして、シルヴァが白い裸ら体たいをくねらせる。

　シャノの両手はシルヴァの胸をとらえていた。

　きめ細やかな柔やわ肌はだを味わうように、優しく丁てい寧ねいに膨ふくらみを撫なで、時には緩かん急きゆうをつけ揉もみしだくようにして、シルヴァの肉体を昂たかぶらせていく。

「だめっ……だめ、だ、よぉ……シャノ、くんっ……」

　制止の声を無視して、シャノは桜色に染まった耳じ朶だへと、甘く歯を立てる。

「ひう……っ！」

　シルヴァの小さな肩が、ぴくんと大きく跳ねた。

　そろそろ頃合いだろう──そう判断して、シャノは右手を下の方へ滑すべらせる。

　胸から肋ろつ骨こつ、腰、下腹部……焦じらすようにゆっくりと、指を這はわせていく。

「や……っ、だめ、シャノくん……だって、ボクと……ボクとシャノくんは……」

　切せつ羽ぱ詰つまったような、吐息交じりの言葉。

　シャノの指がそこに達する、寸前で──シルヴァは声をあげた。




「姉弟……なんだからっ」




「終了」

　ぱちん、と指を弾いて、同時にシルヴァへかけていた魔法を解除する。

　はっと身震いするシルヴァを離して、シャノは上体を起こした。

「ふわっ……す、すごかったぁ～……ボク今、シャノくんのこと本当の弟だって思ってたよ！　ゾロディア王国じゃ、近親婚は許されてないから──」

「服を着ろ」

　裸のまま力説するシルヴァに、シャノは服を投げ渡した。

「今の感じはそう、背はい徳とくだね！　ものすっごくドキドキした！」

　服に袖そでを通しながら、シルヴァはなおも興奮気味に語り続ける。




　……シャノを婿むこにもらう、という例の発言をしてから、シルヴァは不定期にシャノの部屋を訪れるようになった。

　シャノと仲良くしたい、と言うので面白半分で魔法の実験に誘ってみたところ、二つ返事でＯＫされてしまったのだ。

　無論、そこで遠慮するようなシャノではないから、いかにして魔法を猥わい褻せつな方面に活用できるかという実験をこうして行っているわけだが……。




（……しかし、なあ）

　ベッドの上で伸びをするシルヴァを見ながら、シャノは考える。

「なあ、シルヴァ」

「どうしたの？」

「こんな実験してて、もし俺に襲われたらどうしようとか思わんのか？」

「シャノくんなら、別にいいよ？」

　これだ。

　男として育てられた以上、男への警戒心が薄いのはわかるが、この無防備さはさすがにどうかしている。

「あっ。言っておくけど、シャノくん以外の人にはこんなことさせないからね！」

　シャノの困こん惑わくに何かを察したのか、軽くむくれて言う。

「そもそもボク、一生男として生きなきゃいけないはずだったし……そうでなければ、兄様に操られた時、誰かの手で殺されてたんだから。ボクの命を救ってくれて、ボクの本当の姿を知ってるシャノくんになら──って思ってるんだよ？」

「……そりゃ光栄だが、俺の方はそうもいかねえ。女たちを平等に愛するって決めてんのに、知り合って日が浅いお前と、最初に一線を越えるわけにいかねえだろ」

「じゃあ、プラムちゃんたちも魔法でその気にさせられるように、もっと色々試してみよう？　ボク、とことん実験に付き合うから！」

　にっこり笑って、とんでもないことを言い出すシルヴァ。

（……我慢できるのか、俺）

　まったくもって自信がなかった。

「でも、こうして魔法にかかってみると、シャノくんの魔法って、兄様の魔法とは全然違うね。正反対って感じ」

「正反対？」

「うん。兄様の魔法で操られてる間は、何だか心がすごく冷たくて……まるで、自分が死体になったみたいな気持ちだったんだ」

「死体か。操り人形っていうなら、そういう感じなのかもしれんな」

「でも、シャノくんの魔法は違うかな。邪よこしまな感じがするのは同じなんだけど、なんて言うんだろう……心がざわついて、生きてるーって感じがする」

「さっぱりわからん」

「うー。言葉が足りないのかな？　とにかく正反対なんだよ！」

　頑張って伝えようとしてくれているのはわかるが、やはりわからない。

「……あっ。ボク、そろそろ支度をしなくちゃ。先に行ってるね！」

　仔犬のような慌ただしさで跳び起きて、シルヴァは部屋を出て行った。

「正反対、か……」

　シルヴァの言葉を思考の外に追いやって、シャノもベッドを離れる。

「実験にせよ実践にせよ、まずはこの戦いを終わらせてから……だな」
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　同日、昼に差し掛かる手前。

　城の一室でとある準備をしていたシャノのもとを、イルクが訪れた。

「シャノ様。エインズの件、諜ちよう報ほう員いんから報告が届きましたぞ。首尾は上々です」

　イルクはそう告げると、報告書を読み上げ始めた。




　エインズはセレン王国の王都を脱出（実際にはシャノたちが故意に逃がした）ののちゾロディアに戻り、無事に城まで帰り着いた。

　その際、エインズは他の将兵が集まる謁えつ見けんの間まで、重要な告発を行った。

　ギル・ゼドファングが魔女の子だという事実を指摘したのだ。

「ギルは父を亡き者にして王位を簒さん奪だつした、悪魔の手先だ」

「敵地へ逃げ延びたシルヴァ王子こそが、唯一正統な王家の血を引く後継者だ」

　と言い放ったエインズは、その場で激げき昂こうしたギルによって斬首された。

　ギルを除けば主戦派の筆頭であったエインズが、ギルに反はん旗きを翻ひるがえしたことの衝撃は極めて大きく、ゾロディア軍の士し気きに多大な悪影響を与えるに至った。

　そして、激怒したギルは一軍を率い、再びセレン王国への進軍を開始した。




「と──まあ、状況としてはそんなところですな」

「なるほど。おおむね期待通りに大任を果たしてくれたか」

　隣で一緒に報告を聞いていたメアルが、複雑な表情でうつむいた。

「何だか……シャノって、結構恐ろしいこともするのね」

「気乗りしないか？」

「……正直、あまり感心はしないわ」

「メアルはそれでいい。汚れ仕事は俺がやるから、お前は真ま似ねするな。俺には元々失うものがないから、どんな手でも使えるが、王族はそうもいかねえだろ？」

　諭さとすようにシャノが言うと、メアルはむくれて、

「シャノがそうやって私との間に線を引くの、すごく不愉快よ」

「……悪かったよ」

　言い返すと加熱しそうなので、素直に謝っておく。

　部屋を分けている仕切りの向こうから、プラムが顔を出した。

「殿でん下か、支度が調いました。……シルヴァさん、こちらへどうぞ」

　プラムに促うながされ、続いてシルヴァがおずおずと現れる。

「……どうかな。変じゃない？」

　シルヴァは男物の貴族服という出で立ちだった。

　何かで押さえつけているのか、胸は平たくなっていて、一見すると線の細い美少年に見えないこともない……が。

「変だな」

「ええっ!?」

「いや、お前にとってはこの格好が普段通りなんだろうが、俺は初めて見るからな。どうしても違和感が……そう、その胸はどうなってる？」

「あ、そっか……胸はね、布をきつく巻いて押さえてるんだよ」

「それで隠せるのか？」

「ある程度はね。でも、押さえつけるのってかなり息苦しくて……胸なんてない方が良かったのになー、っていつも思うよ」

　シルヴァの苦笑にかぶさって、強い舌打ちが響いた。

「そんなに邪魔なら切り落としてあげましょうか」

　自らの慎つつましやかな胸元に手を当てて歯ぎしりするメアルに、シルヴァは「ひっ！」と悲鳴をあげて、シャノの後ろに隠れた。

「お前の方がよっぽど恐ろしいこと言ってるぞ」

　隠れたシルヴァを引きずって、メアルの隣に座らせる。

「仲良くしろよな。今回の戦いくさは、お前たちにかかってるんだ」

「でも……ボクとメアルさんは戦場の後列で待機するだけなんだよね？」

「それでいい。今回の工作で、ゾロディアの軍部でもギルへの不信感が高まっている。シルヴァが俺たちと結んだという事実を見せつけてやれば、奴らの戦意を更に削そげる。こっちに寝返る奴だって出るかもしれん」

　さすがにそこまで楽観的に考えてはいなかったが、敵軍の士気が下がるだけでも、効果は十分だ。

　不意に扉が開き、鎧よろいに身を固めたエレインが部屋へ入ってくる。

「イルク将軍。出陣の準備が調いました」

「うむ。……シャノ様、よろしいですかな？」

　確認の声に、シャノはそちらへ向き直り、深く頷うなずいた。

「行くぞ。自分の手で死期を早めたことを、奴に後悔させてやる」




　連合軍は王都から北東へ進軍し、国境付近の荒野に陣を敷いて、ゾロディア軍を待ち構えた。

　陣を敷いて三日目の朝。

　乗馬に慣れる目的も兼ね、プラムとエレインを伴ともなって味方の部隊を視察していたシャノのもとに、イルクが報告に訪れた。

「偵察隊の報告によれば、ゾロディア軍が近づいております。陽が高くなる頃には、姿を見せるかと」

「ああ。わかった。手はず通りに頼む」

　イルクが去ってから、シャノは二人に目を向けた。

「プラム、エレイン。前もって伝えた通り、お前たちは俺の傍そばにいろ」

「はい……ですが殿下。本当に、正面から敵を迎え撃つおつもりですか？」

　プラムは眉まゆをひそめて、難色を示した。

「もっと効果的な戦法があるって言うんだろう。だが却下だ」

　シャノはきっぱりと首を横に振った。

「今回の戦いでは、先の和平を考えて、双方の被害は最小限にとどめたい。理想は、ギル一人を討つこと。シルヴァがこちらについてる以上、それで事足りるはずだ」

「殿下の魔法があれば、敵を混乱させるのは容易でしょうけど……今回に限って、その戦法は通じないのではないでしょうか？」

「どうしてそう思う？」

「ギルは、殿下の魔法をご存知なんでしょう？　その情報が周知されていれば、魔法を使っても混乱は起きないのでは？」

「いや、周知されているとは思えないな」

「えっ？　でも、情報を伏せる理由はないと思いますけど……」

「充分ある」

　相手の立場で考えてみれば、わかることだ。

「『敵の魔法で、仲間割れが起こります。隣の味方が急に斬りかかってくるかもしれません』なんて言われて、安心して戦える奴がいるか？」

　そんなことを言えば、戦う前から士気はガタ落ちだ。

　ただでさえエインズの告発によってギルへの不信感が蔓まん延えんしている今、そんなことになれば、ゾロディア軍全体が戦意を喪失しかねない。

「なるほど……対策のしようがない以上、そうかもしれませんね……」

「多分な。さて、視察はもう充分だ。戻るぞ」

　いよいよ、決戦だ。

　緊張感が全身にみなぎるのを感じつつ、シャノは二人を連れて本陣へ戻った。




　陽が頂点に達した頃、彼方からゾロディア軍が姿を現した。

　向こうも既すでに部隊を展開しており、地平線を覆おおうように両翼を広げつつ、徐々に近づいてくる。

「来たな……」

　エレインが重々しい声で呟つぶやいた。

　シャノ、プラム、エレインの三人は、連合軍の先陣にいた。

　それでも彼我の距離は遠く、敵兵は小麦の粒よりも小さく見える。

「だが、奴らにも斥せつ候こうがいるはずだ……」

　こちらの編成は、逐一報告されているに違いない。

　そう思って、部隊の後列が最も高い位置に来るように陣を張っていた。最も目立つ位置で、メアルとシルヴァが轡くつわを並べている。

　奴らも、本当にシルヴァがこちらにいるとわかったはず。

　頃合いを見計らって、シャノはイルクに用意させたあるモノを取り出した。

「殿下……なんですか、その筒？」

「望遠鏡だ。筒の中にある二枚のレンズで、遠くのものを拡大して見られる」

　説明しながら、望遠鏡の先をゾロディア軍に向けて覗のぞき込む。

　敵兵の一人一人が、表情まで読み取れるほどくっきりと拡大されて映った。

　ゾロディア軍には、今まさに波紋が広がっているようだった。こちらにシルヴァがいることが、報告されたに違いない。

　と──敵軍の先陣から、殺意を込めてこちらを睨にらむギルと目が合った。

　あの様子からするに、シルヴァが本当に生きているかどうかは、ギルにとっても疑わしいことだったのだろう。自分の魔法に自信があるなら尚なお更さらだ。

「やってくれたな……とでも言いたいのか？　だが、本番はこれからだ」

　ギルから程近い位置にいる、将軍級と思しき男を視界に捉える。

　まずはこいつだ。

　狙いを定めて、魔法を使う──瞬間、男は叫んでいた。

　周囲の兵たちが目を見開き、叫ぶ男を凝視する。

　声は届かないが、想定通りなら、概おおむねこんなことを叫んでいるはずだ。




『シルヴァ王子がセレンに与くみしている以上、やはりエインズの報告は正しかった！　この上は、卑ひ劣れつなる簒奪者ギルを排除し、王家から不浄の血を除くのだ!!』




　突如始まった演説に、動揺が波紋のように広がっていくのが見て取れる。

　ギルは激昂し、弁をふるっていた将軍を一刀のもとに斬り伏せた。

　この粛しゆく正せいが更に大きな波紋を呼び、ゾロディア軍の者たちをたじろがせる。

　シャノは次々と対象者を変えて、呼びかけを続けさせた。




『見ろ！　意にそぐわぬ者を即座に排除する冷徹さ、人間のものではない！』

『やはりギルは魔女の子だ！　ゾロディア王国の未来など考えていない！』

『現に、我らが命を賭して制圧したセレンの王都を、奴は死体と瓦が礫れきの山に埋うもれさせようとしていたではないか！』

『ギルの首を差し出し、シルヴァ王子をお迎えするのだ！』




　人を替え舌を替え、口々にギルを糾きゆう弾だんさせる。

　もちろん、魔法の効果が切れた者は正気に戻ってしまうが、一度口にした言葉と、周囲の将兵の動揺は取り消せない。




　ギルを討つことは、あらかじめ水面下で決まっていたに違いない──。




　次々とあがる謀む反ほんの声は、ゾロディアの将兵たちの心に一つの憶おく測そくを示すだろう。

　では、どちらにつくべきか。

　彼らにとって重要なのは、既にセレン・ガースロムの連合軍が目の前にいるということだ。

　内部分裂が起こった（と皆が認識した）以上、このまま連合軍と戦っても勝ち目は薄い。それよりは、謀む反ほんに加わってギルを売り渡した方が得策ではないか？

　ギルの行動に元々大義はなく、また国益を追求してもいない。今回の指摘でその事実を認識した者もいるだろう。

　ならば──流れに乗るべきだ。誰もがそう思ったに違いない。




　ゾロディアの全軍が、ギルに剣を向けた。




『…………!!』

　ギルは何事か叫ぶと、自身に剣を向けた周囲の兵士たちを撫で斬りにした。

　瞬間、斬られた者たちの顔から生気が抜け、再びこちらへ向かって隊列を成す。

「あれが、奴の魔法〝ウォンデッドパペット〟か。周りのゾロディア兵を無理矢理戦わせるつもりだな」

「どうしますか、殿下？」

「ギル一人で傷をつけられる人数など、たかが知れてる。今は待つんだ」

　もはやゾロディア軍は完全に恐きよう慌こうをきたし、蜘く蛛もの子を散らすように四方八方へ逃げ始めていた。

　傷をつけた兵士たちを除き、自分の周囲から完全に兵がいなくなってから、ギルはこちらに剣を向け、獣けもののように吼ほえた。

「殺せ!!　貴様らの剣と鎧を血で染め上げて、命尽きるまで戦え!!」

　地の底まで響くような咆ほう哮こうとともに、ギルを筆頭として、五○人足らずのゾロディア兵が突撃してくる。

　たかが五○人足らず、と甘く見てはならない。

　奴らは死兵だ。ギルの命を受け、文字通り命が尽き果てるまで戦うはずだ。

「弓兵、矢の雨を降らせろ！　奴らの機動力を削げ!!」

　シャノが剣の切っ先をギルに向け、その合図を見た弓兵たちが矢を斉射する。

　一斉に放たれた何百もの矢が、放物線を描いて敵の一団に襲いかかる──。

「ぬぅおおおおッ!!」

　雄お叫たけびとともに、ギルのサーベルがうなりをあげた。

　一瞬のうちに、数多の矢がことごとく弾かれ、切り払われる。

　矢の雨を潜り抜けたギルは、かすり傷ひとつ負っていないようだった。

「だが、他の奴はそうもいかないらしいな」

　そのような技を振るえたのはギル一人だけだ。他の騎兵たちの半数以上は、馬を矢で射られ、機動力を失った。

「第二射、急げ！　……くそっ。間に合わんか？」

　敵は少数だけあって、土つち煙けむりをあげてすさまじい勢いで突っ込んでくる。矢をつがえている時間はなさそうだった。

　その時──シャノと同じく先陣で待機していた軽騎兵たちが、突然動いた。

「なっ……おい！　ちょっと待て、お前ら！」

　大将首の接近に功こうを焦あせったのか、彼らは命令を待たずに突撃をかけた。

　だが、シャノの制止も虚むなしく──。




　騎兵たちが間合いに入ると同時、ギルのサーベルが一いつ閃せんした。




　間合いにいた騎兵たちは一斉に手た綱づなを引き、馬の脚を止めて反転する。

　彼らの瞳ひとみに生気はなく、それぞれ腕や手に傷を負っていた。あの一瞬で、ギルに斬られたのだ。

「だから言っただろ、馬鹿野郎が！」

　ギルに斬られた騎兵たちは操り人形と化し、味方を襲い始める。

　その間にもギルは次々と剣を振るい、こちらの兵士たちを傀儡くぐつに変えてゆく。

「プラム！　エレイン！　本隊を離れるぞ！」

　このまま戦っても、敵が増えていくだけだ。

　シャノは戦列を離れ、誰もいない方角に向けて馬を走らせた。

「他の者は残れ！　私たちがギルを引きつける！」

　指示を出しながら、エレインも後についてくる。プラムは既にシャノの真横で手綱を握っていた。

「シャノオオオオッ!!」

　ギルはサーベルを掲げ、一直線にこちらへ突進してくる。

（よし、かかった）

　あれだけ大っぴらに魔法を使った以上、もはやゾロディアにギルの居場所はない。

　戦功を上げることに意味がなくなった以上、奴が元々固こ執しつしていたシャノを追ってくるのは目論見通りだ。

　あとは、どこまで引きつけられるか。

　慣れない手つきで馬を操り、シャノは二人を引き連れて荒野を駆けた。




　戦場を離れて走り続けるうち、地形は更に険けわしくなり、盛り上がった台地や、深い谷が視界に目立ち始めた。

「殿下、この先は谷です！　迂う回かいしますか？」

「……いや、そろそろ頃合いだろう。反転して迎え撃つぞ！」

　深い谷の手前で手綱を引き、馬を降りる。プラムとエレインもそれに倣った。

　馬上で身をかわすのは難しい。特に、脚を狙った攻撃は避けにくくなる。ギル相手には、降りて戦う方が得策だ。

　こちらが戦う意思を見せると、ここまで猛もう追ついしてきたギルも馬を止めた。その後ろには、生気のない十数騎のゾロディア兵が控えている。

「ようやく戦う気になったか。腰抜けども」

「黙れ！　ゾロディアの第一王子、ギル・ゼドファング……貴様の首、貰もらい受ける!!」

　覇は気きに満ちたエレインの雄叫びを、ギルは冷笑で受け流した。

「行け、人形ども。刺し違えても構わん。その女を斬って捨てろ」

「シャノ、プラム、手出しをするな。露つゆ払はらいは私が引き受ける！」

　構えるエレインに、騎兵たちが一斉に押し寄せてくる。

「──はああッ!!」

　エレインは大剣を薙ぎ払い、馬上の敵兵を次々と斬り捨てていく。

　時には鎧ごと、また時には馬ごと、すさまじい力任せの剣で敵を切り裂く。

　まるで暴風に薙ぎ倒される木々のように、瞬く間に敵兵は全滅した。

「死力を尽くしてこの程度か。使えん駒だ……」

　ギルは足元に転がった兵士の亡なき骸がらを一いち瞥べつすると、つまらなそうに鼻で笑った。

「その者たちは貴様の駒などではない！　王都で散った私の同どう僚りようたちも……！」

「同僚？　あの時王都に火を放ち、城門を開け放った奴らのことか。奴らも結局は貴様らを取り逃がし、このような事態を招いた……使えん駒だったな」

「貴様ァ!!」

　烈火の怒りを剣に宿して、エレインはギルに斬りかかった。

　剣を打ち合う衝撃音が、ビリビリと空気を震わせる。

　エレインの一撃を打ち返したギルが、牙きばを剝むき出しにして笑った。

「ほう……！　悪くない」

「だあああああッ!!」

　エレインの剣は重く、そして疾い。

　怒濤のような斬撃は、並の剣士には受け止めることすら不可能な業だ。

　しかしギルは違った。

　エレインの攻撃を的確に受け、捌さばき、わずかな隙も見逃さず反撃を繰り出す。

「く……っ！」

　徐々に攻勢は逆転し、エレインの表情に苦しげな色が混ざり始める。

　激しい打ち合いとともにエレインが飛びのいたタイミングで、シャノはエレインの肩に手を置いた。

「エレイン、そろそろいいだろう。交代だ」

「……シャノ……」

「えっ？　……で、殿下？　まさか、ご自身で戦うおつもりですか!?」

「そのつもりだ。文句はねえな、ギル」

　一歩前に進み出ると、ギルは明らかな嘲あざけりの表情を浮かべた。

「馬鹿め……俺には貴様の魔法など効かんぞ。オーバーライトが使えない貴様に、一体何ができる？」

「効かん、か……そういえばシルヴァが操られてた時も、俺の魔法は効かなかったな」

「貴様の記き憶おく改かい竄ざんなど、脆ぜい弱じやくな精神操作に過ぎん。俺の魔法の前では無意味だ」

「大した自信だな。だが、その自信が命取りになった。シルヴァが助かったのは、お前にとって想定外の出来事だったはずだ」

　シャノの指摘に、ギルの眉がピクリと大きく動いた。

「お前には、自分の魔法が絶対に解かれないという自信があった。だから、シルヴァが俺たちと組んだ場合の危険性を考えもせずに、シルヴァを差し向けたんだ」

　同じ〝魔女の子〟であるシャノにはわかる。

　魔女の子にとって、魔法は誰かに教わって身につけるものではない。効果は、実際に魔法を試しながら理解していくしかない。

　だが、ギルは表向き、王と王妃の子として生まれた。

　立場を考えれば、ギルは自分の魔法をおいそれとは試せない。仮に実験をしていたとしても、実験台となった相手は全て処分せねばならなかったはずだ。

　故に、自分の魔法に弱点があることを、今まで気づけずにいたのだろう。

「お前のシナリオじゃ、今頃シルヴァは俺たちの手で殺されて、ゾロディア全軍が一丸となって弔とむらい合戦を仕掛けてたところだったんだろうが……残念だったな」

「チッ……シルヴァが余計な寄り道をせず、直接連合軍の本陣へ向かっていれば、こうはならなかったものを……つくづく、使えん奴だ」

「妹の性格をまともに把は握あくしてないからだ。兄貴失格だよ、お前は」

「……くだらん。俺は自分の目的さえ果たせればそれでいい。貴様を、セレン王国を、滅ぼすことさえできればいいのだ」

「じゃあ、もう一つ聞かせろ。お前の命令で、王都近くの町や村がいくつも焼き払われたと聞いた。なぜそんなことをした？」

「なぜ、だと？　……クッ、ククッ」

　ギルはシャノの言葉を繰り返すと、肩を揺ゆらして嗤わらった。

「貴様らの穢けがれた血が流れるたび、俺は満たされる。渇かわきが癒いえる。弱者を蹂じゆう躙りんし、貴様らの生きた証あかしもろとも葬ほうむり去ることが、俺にとって至上の悦よろこびなのだ」

　悪魔の如ごとく歪ゆがんだ、愉ゆ悦えつの笑みとともに告げられる言葉。

　その言葉を、シャノは──鼻で笑った。

「ふん。つまらんことを生き甲が斐いにしてる奴だ」

「……何？」

　ギルがこめかみに青筋を浮かせ、目を細くする。

「趣味が合うとは初めから思ってなかったが、駄目だな。まったく理解できん。お前の存在そのものが非生産的だ。ここで死んだ方がいいぞ」

「……虫ケラが……死ぬのは貴様の方だ！」

　激昂したギルは馬を走らせ、一直線に突撃してくる。

「殿下っ！」

　プラムの声と同時、シャノは地を蹴けって──。




　すれ違いざまに、ギルの懐ふところに剣の一撃を打ち込んだ。




「……ぐ……が、かはっ!?」

　鎧の一部が砕け散る音。一瞬遅れて、鎧の主が馬上から落ちる音が聞こえた。

　振り返ると、よろめいて立ち上がったギルが、信じられないという表情でこちらを凝視していた。

「な……何？　今、何をした……!?」

「斬っただけだ。お前に殺された女たちの分、怒りを込めてな」

　答えると同時、追撃に移る。

　踏み込む勢いのまま放った突きは、ギルの鎧を砕き、右肩を貫いた。

「────ッ!?」

　声にならない悲鳴をあげて、ギルが肩を押さえる。

　目を丸くしているプラムの横で、エレインが静かに告げた。

「ギル・ゼドファング。貴様は先ほど、私の剣を『悪くない』と評したが……シャノと手合わせした私が保証する。シャノの剣は、私などを遙はるかに陵りよう駕がするぞ」

「……馬鹿な！　こいつは……この男は、女を侍はべらせ、女に守られるだけの、無力な王子ではないのか……！」

「お前、曲がりなりにも俺のことを調べていたんじゃないのか？　魔法が使えなければ弱いなんて、そんな情報がどこにあった？」

「な……っ!?」

　シャノは魔法の特性上、自分で直接剣を取って戦うことはほぼない。

　故に、勘かん違ちがいしたのだろうが──戦えないのと、戦わないのとは全くの別物だ。

「お前は、弱者を蹂躙するのが愉快だとか言ったが、俺はちっとも楽しくないぞ。そんなことに使う体力があったら、女とイチャつく方が遙かに有意義だ。──そして、その楽しみを少しでも奪ったお前は、絶対に許さん」

「弱者……俺が、弱者だと……おのれェェ!!」

　血反吐混じりの絶叫をあげて、ギルが向かってくる。

　シャノは深く息を吐き出して──目の前の男へと、射殺すような目を向けた。

「言っただろうが……俺は、怒ってんだよ!!」

　城のメイドたち。城下町や王都近隣で暮らしていた女たち。

　罪もない彼女らを殺した、この男だけは──!!

　振り下ろされたサーベルの一撃を受け流しつつ、シャノは剣を引き絞り──全霊の突きを放った。




　渾こん身しんの一突きは、ギルの鎧を穿うがち、みぞおちを貫いて背中まで抜けた。















「…………あ……が、ぐ……げぼ、っ」

　びくりと全身を跳ねさせて、ギルが血を吐いた。

　剣を引き抜くと、よろめくように何歩か後退したが、未だ膝をついてはいなかった。

「……こ……ここ、まで……だと……」

「もう戦えないだろう。この場で殺してやってもいいが、お前を恨む奴は俺以外にも山ほどいる。今度はそいつらの裁きをくれてやる」

「ぐ……くっ。くく、くくくっ……」

　何がおかしいのか、笑みを漏らしながら、ギルはなおも後退していく。

　その先にあるものは──。

「……！　お前、まさか……おい、止まれ！」

　シャノが叫んだ時、既にギルの踵かかとは、谷底へと続く崖のふちにかかっていた。

「女だと……？　魔女の、血を引く者が……幸福に、生きられると思うな……貴様も、思い知る日が、来る……の、だ……」

　掠かすれた声を遺して、ギルは最後の一歩を後ずさり──谷底へ消えた。

「くそっ！」

　シャノは崖のふちに立って、谷底を見下ろした。

　谷底は深く、渓けい流りゆうによって満たされていた。石を落とせば一○秒後に音が返ってきそうなほどの高さだ。ギルの姿はどこにも見えない。

　おそらく流されてしまったのだろう。

　あれだけの傷を負って落ちた以上、まず助からないはずだ。

「殿下っ！」

「シャノ。ギルは……？」

　駆け寄ってきた二人に、シャノは視線で谷底を示した。

「最後の最後で取り逃がした……さすがに冥めい界かいまでは追えやしねえ」

　答えるシャノの脳のう裏りに、ギルの最期の言葉が蘇った。

　魔女の血を引く者が、幸福に生きられると思うな──。

（……奴にも、何かあったんだろう。ああまで歪むきっかけになった何かが）

　だが、あの男とシャノは同類ではない。

　幸福に生きられるかどうか──そんなことは、シャノ自身が決めることだ。

「みんなが待ってる。早く帰ろうぜ」

　プラムとエレインに向き直って、シャノは言った。

「これで、戦は終わりだ」













　ギルの消息不明による終戦から少し経った、ある日。

　シャノのもとに、ゾロディア王国へ戻ったシルヴァから一冊の手記が送られてきた。

　同封の書簡には、その手記がギルの部屋から発見されたものであることと、読んだ後は焼き捨ててほしいというシルヴァの希望が記されていた。




　手記には、ギルが幼い頃の出来事──憎にくしみに彩いろどられた記憶が、綴つづられていた。




　八歳の頃、母親の魔女を捜して城を飛び出したこと。

　母と会えたのも束の間、城からの追手に襲われ、母と共にセレン王国へ逃げたこと。

　王都で魔女封じの結界にかかった母が、大勢の民衆に叩き殺されたこと。




「追手を出して母を隣国に追いやった父親……母を殺したセレン王国の民……そして、魔女封じの結界が張られる原因を作った、俺……か」

　ギルの憎ぞう悪おがそれらに向けられたのは、無理からぬことかもしれない。

　だからといって、無関係の人間を大勢巻き込んだギルの行為が正当化されるとは思わないが。

（……シルヴァがわざわざ俺に、手記を送ってきた理由……俺はこうなるな、って言いたいんだろうな、多分）

　そうだとしたら、取り越し苦労というものだ。

「過去に囚とらわれるのはつまらん。新しい出会いは、未来にしかないからな」




　その日のうちに、シャノはプラムに命じて、手記を焼却処分した。





　　　＊　＊　＊






　終戦から四○日が経った夜。

　王都の城内で、ささやかな宴うたげが催もよおされた。




「それじゃ……我が愚ぐ兄けい、シャノの一九歳の誕生日を祝して！　乾杯！」

　メアルの音おん頭どで、その場にいる全員がグラスを掲かかげる。

　部屋にいるのは、シャノ、プラム、エレイン、メアル、シルヴァ、イルク……六人だけの、本当にささやかな宴だ。

　上等のワインで唇くちびるを濡ぬらしてから、シャノはメアルに詰め寄った。

「おい。誰が愚兄だ」

「あら、自覚がないのかしら。私が戦後処理で忙ぼう殺さつされているっていうのに、ろくに手伝いもしない兄を愚兄と呼んで何が悪いの？」

　戦死した王族を弔とむらった後、メアルは正式に女王の宝ほう冠かんを戴いただいた。

　シャノにとっては雲の上の存在であり、同時に生意気な妹でもあるという──まあ、厄やつ介かいな存在になってしまったわけだ。

「俺は魔女の子だぞ。国政に携たずさわる権限なんてあるわけねえだろ」

「聞こえませーん。そうやって都合のいい時だけ身分を下げる人の言うことなんか、聞くに値しませーん」

　メアルは耳を塞ふさいで言い放った。これはどうにもならないパターンだ。

　肩をすくめて周囲を見ると、トレーを持ったプラムと目が合った。

「お誕生日、やっとお祝いできましたね。おめでとうございます、殿でん下か」

「まったく、お前も律義だな」

　本当の誕生日……王都が炎上してから、もう一二○日も経っている。それでも祝ってもらえるのはありがたいのだが、今更すぎて多少気恥ずかしくもあった。

「皆さんも賛成してくださいましたから。大変なことが続きましたし、このくらいの息抜きは必要ですよ……あ、あれ？」

　プラムが目を丸くして、シャノの肩越しに誰かを見つめた。

　いったい何事だろう、と振り返る──その瞬間、シャノの首に腕が巻きついてきた。

「シャノぉぉ……今日の主ひゆ役やくが、こんらところれ何をボーッとひてるんら……」

「おい……誰だ、このド下げ戸この女騎士を瞬時につぶした奴は」

「ほっほっ。睨にらまれましても、わしは何もしておりませんぞ。最初に配られたワインの一杯で、勝手にできあがってしまっただけです」

「弱すぎるだろ、いくら何でも」

「んー？　シャーノー、誰られが弱いって!?　そんなこと言う奴はぁ、わらひの剣れぇ……こう!!」

　剣──と言いつつ振り下ろされた酒さか瓶びんを、シャノはかろうじて受け止めた。

「おいイルク、上官権限でこの酔っ払いをどうにかしろ」

「いやあ、彼女はシャノ様に同行すると決めて、既すでに王宮騎士を辞しておりますので。シャノ様のお妃きさきとなられる方に命令など、とてもとても」

「都合のいい口を利きくジジイだな、本当に」

　呆あきれて肩を落とすシャノに、エレインが、ずいっと顔を寄せてきた。

「今日は、めでたい席なんらからー、シャノはそろそろ本当のことー、話せ！」

「何だよ、本当のことって」

「剣のことら！　いったい誰られに師事して、どんな鍛たん錬れんを積んれるのか、いい加減に白状するら！」

「だから、師事も鍛錬もしてないっての。俺は元々強いし、毎日女の尻を追いかけるのに忙しいんだ。剣術なんぞにうつつを抜かしてる暇はない」

「……うー……納得れきないら……」

　正直に答えたシャノに、エレインは頰ほおを膨ふくらませる。

　シラフの時にも何度も同じ質問に答えているので、正直うんざりしていた。

「ま、まあまあ、エレインさん、落ち着いて。ほら、お料理もありますから」

「あー、プラム。お腹すいてるらろー」

　エレインの注意がそれた隙すきをついて、シャノはどうにか拘こう束そくから逃げた。

「だ……大丈夫？　シャノくん」

　心配そうに覗のぞき込みながら、水を差し出してきたのはシルヴァだった。男装はしておらず、動きやすそうな平民服に身を包んでいる。

　シルヴァは終戦からこっち、戦後処理などもあってゾロディア王国へ戻っていたのだが、昨日再びセレン王国にやってきたのだ。

「ああ、ありがとよ。そういうお前こそ、こんなところにいて大丈夫なのか？」

　グラスを受け取りながら聞き返すと、シルヴァは苦笑して頷うなずいた。

「メアルちゃんには話したんだけど……ゾロディアは共和制に移ることになったんだ。主権を議会へ移譲する手続きも済んだから、ボクはもう王子じゃないの」

「共和制に？」

「ギル兄様の暴走を教訓にして、そういう声が高まったんだよ。元々、ボクなんか王になれる器じゃないし……国のためには、それがいいかなって」

「だったら俺と一緒に来い。有う無むは言わせねえぞ」

　シャノが言うと、シルヴァは一瞬きょとんとして、

「……先に言われちゃったなあ。こっちからお願いしようと思ってたのに」

「責任取って俺を婿むこにするとか、突拍子もないこと言っておいて、今更だな」

「あはは。お互いキズモノにしたり、されたりって仲だもんね」

　自身の脇わき腹ばらに手を当てて、シルヴァは能天気に笑った。

　どんな仲だよ──とツッコむより先に、酔っ払い騎士が割って入ってきた。

「私らって！　自分で触ったことないようなところーさわられて、傷物にされたも同ろう然ぜんらぞ！　しっかり責任とれぇー！」

「……わ、わたしなんて、六年前から殿下のものです！　人生を捧ささげるって約束までしてるんですからね？」

　なぜかプラムまで乱入して、三人が対抗するような形になる。

「張り合うなって。きちんと全員幸せにしてやるから、その点は心配するな」

「その全員とやらに、私は含まれてないんでしょうねー、どうせ」

　輪の外で唇を尖とがらせたメアルが、毒づくように漏もらした。

「いいわよ、私だって子供じゃないもの。たまに帰ってくるなら許してあげる」

「たまにって、どれくらいだ？」

「……三日に一回くらい」

「たまにじゃねえだろ、それ」

　ツッコミに疲れて、シャノは輪を離れた。

　部屋の角に背を預け、杯さかずき片手に盛り上がる面々を眺める。

「……国、か」

　父の言葉を思い出し、半ば無意識に呟つぶやいた。

　今まで、シャノはその目標を漠ばく然ぜんとしか捉えていなかった。

　自分の惚ほれた女たちを集め、共に幸せに暮らす場所を作るため……ただその程度の考えでしかなかったのだ。

　だが、戦いを経て気がついた。

　今回の戦いくさを収拾できたのは、もちろん個々の活躍の結果でもあるが、それ以上にメアルやシルヴァの協力によって、セレン王国、ガースロム公国、ゾロディア王国を全て味方につけることができたおかげだ。

　これから先、いつかまた今回のような脅きよう威いに襲われる日が来るかもしれない。

　そんな時、皆が拠り所を持って、意志を同じくし、団結して脅威に立ち向かうために……そのために国はあるのだ。

　少なくともシャノには、そう思えた。

「見てろよ、親父。あんたの言う檻おりから、俺はもう飛び出したんだ。あんたが俺に与えようとしていたものよりずっと立派な国を、俺の手で作ってやる」

　一九歳の誕生日。檻を飛び出したシャノは、別の意味で『生まれた』。

　そして今日、愛する者たちに祝福されながら、新しい──確たる目標を持った自分がまた『生まれた』のを感じている。

「よし、門出祝いだ！　今日は夜通し騒ぐぞ！」

　拳こぶしを突き上げて吼ほえたシャノに、エレインとシルヴァが呼応し、プラムとメアルが呆あきれ交じりに微笑ほほえむ。イルクもいつものように朗ほがらかに笑った。

　そのようにして、楽しい夜は更けていった。




　旅立ちの朝。

　王都を発ったシャノたちは、街道を西へ進んでいた。

「これからどこへ行くの、シャノくん？」

「ゾロディアからの戦争賠ばい償しよう金きんを分けて頂いたので、路銀には事欠きませんけど……」

　尋たずねるシルヴァとプラムに、シャノは揚々と答える。

「まずはセレンの国内と、ツテのできたガースロムから順に世界を巡る。女ひとに、領土に……いるものや欲しいものは山ほどあるな。忙しくなるぞ」

「しっかり導いてもらうぞ、シャノ。私たちはお前についていくと決めたのだからな」

　釘を刺さすような言葉とは裏腹に、優しげな声音でエレインが言った。

「当たり前だ。全員幸せにしてやるって言っただろう」

　今日から、新たな戦いが始まる。

　今まで狭い世界で生きてきたシャノにとって、初めて出会うことの連続だ。敵は目に見えるものとは限らないし、何が起こるかもわからない。

　それでも──女たちを守るため、揺るぎない国を作るためなら、理想に向かって突き進んでいける。

「さあ、行くぜ！　俺たちの楽園を目指して！」

　天高く拳を突き上げて、シャノは声を限りに吼えた。





──了











あとがき






　初めまして。もしくは、お久しぶりです。

　仁に科しな朝あさ丸まるでございます。

　この度は、「外げ道どう王おう子じの楽らく園えん興こう国こく記き」をお手に取って頂き、ありがとうございます。

　周囲の方々のご尽力もあって、どうにかデビュー作から一年以内に新作を出すことができました。本当にありがたい限りです。




　既すでに本文をご覧になった方ならおわかりでしょうが、本書は、記き憶おく改かい竄ざんの魔法を使う主人公が、その魔法で女の子の感覚記憶を弄いじってエロ攻撃を仕掛けたり、敵を翻ほん弄ろうして蹴散らしたりする娯楽活劇です。

　ただ、この発想の元になったのは、他人の記憶ではなく「自分の記憶を自由にできたらいいのに」という願望でした。

　私は昔からゲームが好きで、今でもそうなのですが、本当に面白いゲームに出会った時は、このゲームに関する自分の記憶を消してもう一度最初からプレイしてみたい、と思うことがよくあります。

　特にオープンワールドやホラーゲームなどは、どこで何が起こるか把握してしまうと初プレイ時のようなドキドキ感が味わえなくなるので、そう思うことが多いです。

　初見では本気で驚いて、操作をミスするくらいハラハラしていたのに、二週目以降は「この角曲がったらゾンビ出てくるから今のうちに弾リロードしておこう」なんて半ば作業的に判断してしまう、自分の攻略脳が憎い。




　記憶とゲームの話といえば、私が中学生の頃、人生で最もＭＭＯＲＰＧにハマっていた時期のことを思い出します。

　リアルで中二だった当時の私は、それはもう思い返すのも嫌になるほどアレな振る舞いを繰り返しておりました。

　寡か黙もくでクールなキャラを演じたかったのか、会話時には「……」とわざわざ沈黙をチャットで発言したり、誰が相手でも敬語を使わず「～だろう」「～ではないのか」などと無駄に偉そうな口調で喋ったり。

　それでいて魔法スキルを発動する時には毎回、辞書登録してある自作の詠唱を素早く打ち込んで全体チャットに──。

　自分では本気でカッコイイと思っていたのです。

　誰か記憶消してください。お願いします。




　さて、本書は外道な王子が女だらけの楽園を作ることを志す物語ですが、私の地元である長崎県には「女めの都と」という地名があります。

　更にバスの停留所が「女めの都と入いり口ぐち」だったり、バスによっては終点がそこに設定されているケースもあったりするわけですが、読みがなは振られていないことが多いので、幼い頃には「女おんなの都みやこ」と読み違えて色々と想像したものです。

　男子禁制の都なのか。

　その都に男が潜り込んだら、あるいは何らかの事情でその都に住むことになったら、一体どんな展開が待ち受けているのか。

　もちろん実際にはただの地名なので、男性が行ったところで何も起こらないし、むしろ男性の住人も普通にいます。

　そうして幼かった私もいつしか現実を知ったわけですが、だからといって、あの頃の想像が無へと帰したわけではありません。

　あの頃の自分が思い描いた女性ばかりの都、それを見てみたい実現してみたいという切なる願いが、この作品を作るうえでどこかに生きていたらいいなあとか、すみません適当なこと言いました。

　あと女の都にお住まいの皆様ごめんなさい。




　最後に謝辞を。

　シャノや周りの女の子たちを、カッコよく、あるいは可愛らしく、とても活き活きと描いてくださった真ま奈な乃のマナマナ様。

　帯に大変インパクトのあるお言葉をいただきました、上うえ栖す綴てつ人と先生。

　本書の執筆時のことはもちろん、他のことについても何かと相談に乗っていただいている、担当の和田様。

　その他、本書に関わっていただいた全ての方々。

　そして今、この本を読んでくださっている貴方に、心からの感謝を捧げます。





仁科朝丸
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イラスト／真奈乃マナマナ

デザイン／アフターグロウ












電子版　ファミ通文庫




外げ道どう王おう子じの楽らく園えん興こう国こく記き








著　者　仁に科しな朝あさ丸まる





[image: ]





2016年12月28日　発行





[image: ]Asamaru Nishina 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『外道王子の楽園興国記』

2016年12月28日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ファミ通文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
e | I
L TUSVANE,
L F LT

> ) DIk

Y






item/image/kuchie-003.jpg
: J
B2 SRRF I

prad g bs SEETENRIRY < J¥)
eI S vimngeo)

Vi






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p257.jpg
A
w,





item/image/p019.jpg





item/image/p051.jpg





item/image/p193.jpg





item/image/p109.jpg





item/image/p065.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p083.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一章　放たれし外道



		第二章　バースデー



		幕間　血を求む者



		第三章　ほほえむ邪神



		第四章　真と偽の交錯



		第五章　混沌の王子



		終章　祝福と旅立ち



		あとがき



		プロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p274.jpg





item/image/midashi07.jpg
o w
W %o o REuESW
J g





item/image/midashi06.jpg
e w
W\ SEN T
J g





item/image/midashi05.jpg
o w
=W\ REH o HOSORE
J g





item/image/midashi04.jpg





item/image/midashi03.jpg
e w
=w\ ®E = EN%ON
J g





item/image/midashi02.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/midashi01.jpg





item/image/logo_fb.png





item/image/gaiji-0001.png





